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例 仁Ｉ

１本書は、新潟市山木戸４丁目443番地ほかに所在する山木戸（やまきど）遺跡の第１，２次発掘調査報告書で

ある。

２発掘調査は、有限会社ヨシゼン及び新日観光商事株式会社のマンション建設ほかに伴う事前調査として、同

社から新潟市が受託し、新潟市教育委員会が主体となって実施した。調査体制は第１章に記した。

３発掘調査によって出土した遺物及び調査記録は、すべて新潟市埋蔵文化財センターが保管している。遺物の

注記は１次調査が「山｣、２次調査が「山２次」である。

４調査結果はこれまでに新潟市史資料編１、第１次調査概報、第２次調査概報等にその成果を記載しているが

本書をもって正式報告とする。

５本書は第１～４章について１．２次概報原稿に諌山えりか（新潟市埋蔵文化財センター主事）が加筆、第

５．６章について執筆し、森良子（同非常勤嘱託）・土佐静子（同短期臨時職員）・沼津綾子（同）が補助し

た。また、デジタルトレース・図版編集・電算入力を株式会社オリスに委託した。

６墨書折敷と墨書・刻書土器の判読は、新潟大学人文学部小林昌二教授に依頼し、御指導を得た。平成15年度

に新発見分を含め、朝岡政康（新潟市埋蔵文化財センター主事）が再度検討した。

７発掘調査から報告書作成に至るまで、下記の機関及び方々から御協力・御指導を賜った。記して厚く感謝申

し上げる次第である。（敬称略）

株式会社井浦測量設計事務所、株式会社内山組、株式会社オリス、財団法人新潟県埋文調査事業団、

財団法人元興寺文化財研究所、新日観光商事株式会社、新潟県教育庁文化行政課、北陸古代土器研究会、

北陸中世考古学研究会、新潟市市史編さん課（当時)、有限会社ヨシゼン

赤津徳明、大川秀雄、尾崎高広、尾野善裕、加賀正樹、垣内光次郎、春日真実、加藤学、小池邦明、

小林昌二、坂井秀弥、笹津正史、品田高志、白石典之、杉原敏之、高橋保、田中耕作、田辺早苗、鶴巻康志、

手塚直樹、中山俊道、楢崎彰一、布尾和史、平尾政幸、藤塚明、藤巻正信、本間桂吉、本間敏則、前川要、

水津幸一、三ツ井朋子、光谷拓実、八重樫由美子、八藤後順子、吉井雅勇、若林知美、渡逼朋和、渡逼ますみ

凡 例

１本書で用いた方角はすべて真北である。真北は磁北から東偏約７度20分である。

２土器・陶磁器の拓本は、断面左側が内面、右側が外面を示す。

３遺物実測図のうち、須恵器の断面のみ黒塗りし、ロクロ線を３分割、ロクロケズリを２分割、紬を一点破線

で表した。

また、付着物については下記のとおり点網を掛けた。

黒色｜ｆｆｌ赤彩｜

スス|識#識’
４遺物は、挿図・写真図版とも同一の通し番号とし、写真のみ掲載したものは丸囲みの数字を付した。

また、図中図示番号後ろの（）内の番号は、第４表文字資料一覧の番号と対応する。

５引用・参考文献は、文献番号を〔〕で文中に記し、巻末に一括して記載した。

６第２４．２５．２８．２９図中の遺物分布図に用いた記号は次のとおりである。

●：須恵器、▲：土師器、▼：黒色土器、☆：緑紬陶器、■：灰紬陶器、◆：古代その他、△：中世土師器、

☆：貿易陶磁、▽：瀬戸、○：珠洲、口蓋器系陶器、◇：中世その他、＊：鉄製品、◎：土製品、※：石、

＋：木製品、×：石製品
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告 書抄録報
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第１章遺跡の位置と環境

第１節地理的環境

越後平野は、信濃川と阿賀野川などによって運ばれた土砂が堆積して作られた平野で、南北約100km、東西10～

25kmと日本有数の広さである。越後平野の海岸部には海岸線に並行する砂丘列が10列以上あり、その範囲は県北

の村上市から新潟市の西側に隣接する巻町の角田山麓までの約70kmにおよぶ。砂丘は内陸側から、順に新砂丘

Ｉ.Ⅱ.、に大別され、さらに細分される。出土遺物から、新砂丘Ｉは縄文時代前期、新砂丘Ⅱは縄文時代後～

晩期、新砂丘mは室町時代に形成されたとされている。また、近年の研究により、新砂丘Ⅱが一度は現在の海岸

線付近まで前進していた可能性があることが指摘されている〔文献11〕･砂丘列の間隔は、信濃川と阿賀野川に

挟まれる部分では広く、東端の新潟東港付近と西端の赤塚地区付近はほぼ重複する。これまでに発見された新潟

市の遺跡の多くはこの砂丘列上に立地する〔文献32〕。また、砂丘列と砂丘列の間に低湿地が広がり、これらは無

数の大小河川や潟湖とつながり、信濃川から海へ注ぐ内水系として越後平野の各地や、隣接する現在の長野県や

福島県に通じていたものと思われる〔文献35〕・

新砂丘Ⅱは主に信濃川以東に分布し、低く幅の狭い砂丘列が多く、砂丘間低地は広い。山木戸遺跡は新砂丘Ⅱ

のうち最も海岸寄りで、阿賀野川以東新砂丘Ⅱ－４に対比される牡丹山砂丘の北側緩斜面に位置する。約１９，０００

㎡が遺跡範囲と推定されている。調査地の標高は＋0.1ｍ前後である。遺跡の北側約1.2kmには旧阿賀野川の流路

である通船川が流れており、遺跡と川の間はその氾濫原にあたる。南側には砂丘間低地を挟んで、牡丹山一中山

一近江の集落をのせる標高１ｍ前後の砂丘（新砂丘Ⅱ－３に対比）が平行している。

砂丘の後背湿地は、上流からの押水で湛水被害を受けやすいところであった。江戸時代の17世紀前半に新田開

発が行われ、その後治水事業の実施により、収量の増加が図られた。昭和24年に栗の木川排水機が設置され、翌

年から29年までの間、石山地区では1,751町（ａ）の耕地整理が行われた。また、砂丘の一部は道路敷設などのた

めに砂取りされたため､従来の地形より平坦に変わっている。現在､遺跡の周辺は市街化が進み､住宅や工場が密

第１図遺跡の位置と周辺の地形概念図（文献28より加筆転載Ｓ=1/200,000）
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新潟市域において123の遺跡がこれまでに発見されている。内陸側の砂丘列である大江山地区と赤塚地区で縄

文時代の遺跡が知られているが、多くは古代以降の遺跡である。

古代の文献上、新潟市の地名に関連して初めて現れるのが「淳足柵」である。日本書紀の大化３（647）年の記

事に「淳足柵」をつくり、柵戸を置くとあるのが初見である。現在新潟市沼垂にその名を残すが、所在は不明で

ある。

続いて見られるのが「蒲原津」である。延喜５（927）年に編纂された延喜式に「蒲原津湊」として記されたの

３

;沼3１

第３図周辺の遺跡（国土地理院地形図「新潟」平成８年修正に加筆Ｓ二1/80.000）

集して立ち並ぶ。近世以来の村落景観は大きく変貌しており、砂丘の高まりに沿って点在する畑地によって、わ

ずかに往時をしのぶことができる。

第２節歴史的環境
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第４図昭和9年の牡丹山砂丘と周辺（国土地理院地形図「新潟」昭和9年修正Ｓ二1/50,000をＳ=1/80,000に縮小）

が初見である。当時の国の港として位置付けられており、平安時代において信濃川・阿賀野川河口が越後国の交

通‘政治･経済の要所であったと推測される。「蒲原津」は、南北朝期から江戸期直前まで文献に見え、軍事上の

拠点として重視されていたことがうかがえる。現在新潟市蒲原町にその名が残るが、古代から現在にかけて信濃

川と阿賀野川の流路と河口は大きく変化しており、川欠け等で津の施設が流出した可能性も大きく、その所在は

不明である。

山木戸遺跡の周辺では、砂丘列に沿って古代から中世の遺跡が点在している（第３図)。古代では７世紀代に遡

るものはなく、９世紀後半に形成される遺跡が多い。また、これまで中世の遺跡は採集された小破片が多く、時

期を判断できる資料が少なかったが、近年の調査の増加にともない、平成７．９年に調査された石動遺跡（85）

において、弥生時代・古墳時代・平安時代・中世の複合遺跡であることが判明したり、宅地造成に伴う確認調査

が行われた鳥屋野遺跡（79）において、珠洲のロクロ壷など中世の土器・陶磁器が出土するなど、発掘資料が少

しずつ増加している。

山木戸の地名が具体的に文献登場するのは、江戸時代である。寛永1６（1639）年の横越島絵図に「山木戸新田」

とあるのが初見記事と思われる。〔文献36〕･明治10年に鴨又村・鴨又新田・山木戸新田が合併し鴨又村となり、

明治21年に鴨又村・木戸村が合併により木戸村、明治34年に石山村と変遷し、昭和18年に地域開発の進展に伴い

新潟市へ合併された。

これまで新砂丘Ⅱ－４を中心とする山木戸･牡丹山地区で遺跡は登録されておらず、今回の調査によりこの地域

の古代・中世の空白を埋める資料.が得られたことの意義は大きく、内水面及び海上交通の要所となる信濃川・阿

賀野川河口部の様相を語る資料といえる。

４



第２章調査の経緯

第１節範囲等確認調査にいたる経緯

昭和6３（1988）年新潟県教育庁文化行政課の岡本郁栄氏が山木戸４丁目付近で須恵器２点を採集したとの』情報

に基づき、平成元（1989）年４月19日に新潟市教育委員会（以下「市教委｣）が当該採集地点付近の畑地を実地踏

査したところ、奈良・平安時代の須恵器や土師器、中世土師器を採集した。市教委はこれを新遺跡の発見と判断

し、同年５月18日付新教文第253号で文化財保護法57条の６第１項に基づく遺跡発見の通知を文化庁に提出した。

届出地番は山木戸４丁目443ほかである〔文献41〕。

平成元年５月31日に天理教新潟大教会敷地を売却し、マンションを建設する計画が具体化し、現土地所有者、

土地購入予定者等関係者による協議が行われた。土地所有者である天理教新潟大教会より、平成元年12月14日付

で埋蔵文化財の確認調査を依頼する文書が新潟市教育長あてに提出された。面積は建物も含め約3,600㎡であ

る。建設工事が翌年に予定されていたため、建物・植栽部分及び道路利用されている部分を除いて、南側の畑で

確認を行うこととした。市教委が調査主体となり、平成２（1990)年７月２～５日にかけて、人力で調査を行った。

第５図遺跡範囲と調査区の位置（国土基本図平成６年修正Ｓ二１／2,500）

ｂ



調査の体制は次のとおりである。

範囲等確認調査

現地調査期間平成２年７月２～５日

調査主体新潟市教育委員会（教育長寺崎哲夫）

所管課文化行 政 課 （ 課 長 志 水 亘 ）

事務担当皆川泰男（文化財係長）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

調査員本間桂吉（文化財係主事）

畑は一部作付けされており、収穫に影響が最小となるよう配慮したため、調査対象面積は800㎡と狭くなり、試

掘坑位置は不規則なものとなった。調査の結果、調査地点の南側では遺物包含層･遺構面とも削平されていたが、

北側の一部に平安時代の遺構が検出され、平箱１箱分の遺物が出土した。古代・中世の士器・陶磁器、羽口など

の鍛冶関連遺物などから集落跡である可能性が想定され、未調査である現存する建物敷地下にも遺構が残存する

可能性が高いことがわかった〔文献42〕。

これらの結果に基づき開発業者と協議を行った結果、天理教教会跡地のうちマンション建設にあてる部分

3,673㎡について本格調査の実施が必要であることが了承された。また、有限会社ヨシゼンが事業者となること、

記録保存が必要と判断される範囲については市と県で協議の上、改めて連絡することとなった。

この間、的場遺跡発掘調査が並行して行われており、人員体制や作業計画、作業場の確保など多くの課題が山

積していた。

第２節平成３（1991）年度１次調査

有限会社ヨシゼンは平成３年４月24日付で文化財保護法57条の２第１項に基づく埋蔵文化財発掘の届出を文化

庁に提出し、市教委は同年５月７日付新教生第87号で文化財保護法98条の２第１項に基づく埋蔵文化財発掘調査

（本格調査）の通知を文化庁に提出した（以下､平成３年度本調査を「１次調査」とする)。当初はマンション建

設部分の発掘面積約1,500㎡、期間は６月３日～９月５日の約３か月間を予定していたが、予想以上に良好な状態

で遺構が発見され、９月30日まで延長した。調査体制は次のとおりである。

現地調査期間平成３年５月27日～９月30日

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

所管課生涯 学習課（課長太田義昭）

事務担当皆川泰男（主幹・文化財係長）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

調査員本間桂吉（文化財係主事)、大森豊（同)、板倉伝三郎（同非常勤嘱託)、野村政美（同）

発掘作業員（短期臨時職員）阿部瑞枝、荒井節子、河内知子、杵洲庄二、小林和元、近藤金夫、坂井芳雄、

佐藤幸一、佐藤幸子、柴野美砂枝、島名レン、清田貞、高橋諭、高見芳子、田代哲、田中良平、

永井和子、永井訓、永井律、長谷川忠平、藤島健一、星山良作、前田タケ、山田久美子、

若部幸子

整理作業員（短期臨時職員）天野雅代、小林愛子、境口真由美、桜井恵子、渋井和子、西潟静香、森良子

作業内容発掘作業、遺物整理及び実測・トレース
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第３節平成６（1994）年度２次調査

平成５年８月、マンション建設から宅地分譲への計画変更が明らかになった。予定地は平成３年に宅地造成に

伴って市教育委員会が発掘調査を実施した場所に隣接し、古代・中世の良好な集落跡が発見されていた。市教委

は、それまでの土地利用を変更することとなるため、関係機関と協議を行った。この結果、県教育庁文化行政課

から調査済み部分以外で工事により破壊される部分の発掘調査を行うよう指導を受けた。建設施行者の新日観光

商事株式会社は平成５年11月25日付で文化財保護法第57条の２第１項の届出を提出した。平成６年４月８日、市

教育委員会は新日観光商事株式会社と発掘調査受託契約を締結した。市教育委員会は平成６年４月27日付新教生

第91号により文化財保護法第98条の２にもとづく発掘調査の通知を文化庁長官へ提出し、５月９日から現地調査

に入った。平成６年度本調査実施のため、新日観光商事株式会社から新潟市が受託する契約は同年６月14日に締

結され、市教委は平成６年６月19日付新教社第495号で文化財保護法第98条の２第１項に基づく埋蔵文化財発掘

調査（本格調査）の通知を文化庁に提出した（以下､平成６年度本調査を「２次調査」とする)。調査期間中に設

計変更があり、調査面積の増加に伴い、期間が延長され、結果として調査を５月９日から８月23日の間実施し、

597㎡を発掘した。なお、平成２年度確認調査及び１次調査で調査が必要とされる遺跡範囲及び積算資料を得て

いたため、２次調査予定地の確認調査は行われていない。現地における調査体制は次のとおりであった。

現地調査期間平成６年５月９日～８月23日

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

所管課生涯学習課（課長武藤紘一）

事務担当和田明彦（文化財係長)、高橋正幾（文化財係主査）

調査担当小池邦明（文化財係主事）

調査員渡辺孝博（文化財係主事)、本間桂吉（同)、長谷川晋一（同)、高橋亮（同)、知野泰明（同非常

勤嘱託)、田中恵津子（同）

作業員（短期臨時職員）天野雅代、諌山えりか、小林愛子、近藤金夫、清田貞、高橋詞、星山良作、森良子

作業内容発掘作業、遺物整理及び実測・トレース

第４節整理作業

整理作業は、遺物の洗浄・注記・接合・実測などの基礎整理を調査年次に終了した。しかし、１．２次とも、

遺構数や遺物量が当初の予想を大きく上回ったことから、調査毎に概報を刊行し、１．２次合わせて本報告を行

うこととした。その後平成４（1992）年度的場遺跡、平成５（1993）年度小丸山遺跡の報告書作成のため、山木

戸遺跡の整理作業は一時中断された。平成７（1995）年度に組織改正があり、発掘調査および整理作業は新設さ

れた埋蔵文化財センターに引き継がれた。しかし、その後人員体制の不備などにより平成７～９（1997）年度の

間再び作業は中断された。平成1０（1998）年度から本報告書作成に向けて作業が再開された。本書刊行までに整

理作業に参加した職員は、次のとおりである（新潟市の直接雇用による嘱託職員・短期臨時職員含む)。

伊藤恵大野すみ子桑野多真美行田直美 鈴木永子田中恵津子土佐絵里香土佐久美土佐静子土

佐夕 美 子 成 沢 由香里沼津綾子藤田比呂美森良子

平成1１（1999）年４月１日に組織改正があり、市史編さん課と生涯学習課文化財係が統合し歴史文化課となっ

た。埋蔵文化財センターはその附属機関である。平成1５（2003）年度新潟県緊急地域雇用対策基金事業に採択さ

れ、デジタルトレースによる図面・版下作成、一覧表の電算入力などを委託した。
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第５節調査経費

本格調査は事業者からの受託費で行われた。１次調査の受託費精算額は14,933,588円、２次調査の受託費精

算額は4,892,962円であった。２次調査の土木工事に関する経費は、事業者が直接支出したので、受託費には含ま

れていない。また、本書作成事業が平成15年度新潟県緊急地域雇用対策基金の事業に採択されたため，前述の受

託費と合わせ､本報告書刊行までに要した事業費は合計約2,642万円である。なお、平成10～15年度整理に要した

経費はセンター管理事務費の中から支出したので、合計額には含まれていない。

第６節その他

平成２年度確認調査及び１．２次調査以外の調査では、平成４．５年度に下水道敷設に伴う工事立会、平成８

（1996）年度にアパート建設予定地の確認調査が行われた。位置は本格調査をした東側に隣接し、対象面積は799

㎡である。調査の結果、遺跡が広がっていることを確認したが、基礎部分を工事する際に立ち会いをすることと

なり、本格調査は実施されていない〔文献47〕・平成９～11年度に工事立会、平成1４（2002）年度に個人宅地内に

おける掘削があった。廃土は道路をはさんだ反対側の駐車場に置かれ、その廃土から須恵器や土師器片等が採集

された。掘削は無届で行われており、遺跡を含む土地の所有者に対する文化財保護への理解と協力の求め方と、

再発防止対策が課題として残された。

平成９年３月７日付新教埋第257号の２により出土文化財譲与申請を文化庁長官あてに提出し、平成９年８月

７日付委保第31の309号で出土文化財の譲与について通知があり、新潟市が名実ともに所有者となった。また、平

成８年度から曲物等の保存処理（外部委託）が始められ、平成15年度末までに曲物13点、割抜枠１式等が処理さ

れた。現在埋蔵文化財センターで保管され、一部の遺物は新潟市歴史博物館（平成16年３月開館）に展示が予定

されている。
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第１節調査区の設定

1次調査時の調査区は、大きいＬ字状の区画をＡ区、西側の小さい区画をＢ区とした。当初はＡ区のみの予定

であったが、調査途中に分譲住宅か

らマンション建設に計画が変更され

たため、Ｂ区を追加した。

グリッド軸は調査区の長軸方向に

あわせて設定した。主軸は真北から

約21度西偏する。グリッドは20ｍ方

眼を大グリッドとし、さらに４ｍ四

方の小グリッドに分割した。グリッ

ドの呼称は大グリッドが東西方向に

アルファベット、南北方向に数字と

し、小グリッドは北西隅を１番とし

て西から東に数え、南東隅を25番と

した(第６図)。２次調査時は１次調

査の設定を基本にした。しかし、調

査開始時には１次調査の基準軸原点

が存在しなかったためグリッド軸に

誤差が生じ、整理作業時西側へ40ｃｍ

移動し、修正した。

２次調査は、Ａ区の東側をＣ区、

その後追加された部分をＤ区とし

た。Ｃ区は、西辺および南辺が１次

調査区域にかかるように設定した。

それぞれ50～80cm幅で基盤砂層まで

達する黄褐色の埋め戻し土を検出し

た。Ｄ地区のグリッドは東辺が１次

調査区に接する。東壁上層では埋め

戻し土であるが、下層の一部は包含

層が残っていた。遺構番号は検出順

に付したが、一部整理作業時に付け

替えた。

＋Ａ区十
（１次）

＋＋

胃
持

（Ｓ＝１／５００）

第６図調査区とグリッドの配置
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第２節調査の方法

表土の除去にはバックホーを使用した。重機による除去は、主要包含層の３層上面までとし、以下は遺構の精

査を繰り返しながら人力で掘り下げた。遺構外出士遺物は小グリッドごとに取り上げた。遺構内出土遺物は原則

として標高と出土位置を記録したが、一部は層位ごとに取り上げた。遺構測量には平板測量と簡易遣方測量を併

用した。標高は山木戸３丁目の水準点（標高十1.174ｍ）から移動して使用した。

第３節層序

全体に撹乱が多く、標高の高い部分は包含層まで削平が及んでいた。北側に向かうにつれて客土が厚くなり、

南側は比較的遺物包含層や遺構が良好に残っていた。遺物包含層の厚さは５～30cmで、古代から中世の遺物が混

在する。地山面の標高は－０．５～1.0ｍである。２次調査時は住宅地造成のためすでに整地が終了しており、現地

表面の標高は０ｍ前後の平坦面であった。１次と２次で層序の表現が異なるため、本書では下記のとおり統一し

た。括弧内が１次調査時の注記である。

１層表土・整地の埋めたて土調査地は旧屋敷地であり、その撤去時の埋め戻し士が全体を覆っている。

２層暗黒褐色士Ａ地区西側部分は撹乱を受けて残存していない。南部の５Ｂ・５Ｃグリッドでは比較的単

一な様相を示すが、北部の３Ｃグリッドでは数枚の層に区分される。近代以降の耕作士である。

３（包１）層暗褐色士２層よりやや褐色をおびる客土層である。固くしまっており、近世･近代の陶磁器、

古代・中世の遺物が出土する。

４（包２）層黒褐色士４Ｃ・５Ｂ・５Ｃグリッドを中心に堆積し、それ以外は削平されているところが多

い。古代・中世の遺物包含層である。時期毎の分層はできなかった。

５（包２ｂ）層褐～暗褐色砂地山と包含層の漸移層であるが、あまり発達せず、存在しないところもある。

遺構はこの層から地山層になって初めて明瞭となる。

６層黄褐色砂地山の砂丘形成砂である。下層になるほど青みを帯びている。古代・中世の遺構の多くはこ

の面で検出した。

（、）
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第７図土層柱状図（S二1/25）
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土層注記

１層表土・耕作土

２層暗黒褐色士

３層暗褐色士

4層黒褐色士（遺物包含層）

５層暗褐色砂（遺物包含層）

６層黄褐色砂（遺構確認面）



第４節調査の経過

第１項１次調査の経過

５月上旬準備作業開始。

下旬工事立会い。

２７日現地の建物撤去終了後、調査地北側部分（２Ｂ８）で試掘調査を行った。基盤砂層まで後世の撹乱や

削平が及んでいるのを確認した。上層の客土からも遺物が発見されたため、当初の予定通り人力で調査

を行うこととした。

２８日発掘区の表士除去を開始。

６月１日現地プレハブ、仮設トイレを設置。

２～４日グリッド杭打ちを行う。

６日作業員雇用開始。調査開始。ベルトコンペアーを設置。

１０日雨のため発掘作業を中止。職員で遺物の選別、袋詰作業を行う。これ以降天候の不順な日が多く、た

びたび作業の中断を余儀なくされた。

６月下旬～７月上旬５Ｂ・５Ｃグリッドの暗褐色土を掘り下げ、包含層の残存状況確認のため精査。近代の撹

乱が多く、包含層の確認に手間取る。包含層は凹地上に堆積し、砂丘間の地形に合致した残存状況を示

す。包含層上面で遺構の確認を行うが、不明瞭なため移植ゴテで掘り下げる。遺構は地山直上の暗褐色

砂層（５層）になって明瞭に捉えられる。包含層中は平安時代と中世の遺物が混在する。緑紬陶器や灰

紬陶器の破片が出土し、一般集落と異なる様相をうかがわせる。順次北側に向かって調査を進めた。

７月16日この日より雨の日が多く、２２日には豪雨のため５Ｂ・５Ｃグリッドが冠水。２４日までポンプで排水作

業を行う。遺構確認面は標高－０．７ｍ前後と低いため水はけが悪い。排水体制が整うまで遺構の発掘は

中止し、北側の３Ｂ・４Ｂグリッドに作業面を拡大する。

中旬～下旬井戸等遺構の掘り下げを継続。ほとんどの井戸で井戸枠など部材が残っているのを発見。

曲物が多い。平安時代の遺物は小破片が多く、上～下層からはやや大型の破片を含め、珠洲焼や青磁の

破片が出土した。

９月２日５Ｃ１．２グリッドのＳＸ６は平面プランの確認が難しく、ジョレンがけを繰り返す。隅丸方形の平

面形であるが、約半分が調査区外に延びている。あるいは竪穴住居かとも思われる。

５日写真撮影のため発掘調査区全体を清掃する。ＳＤ４より、底部に墨書のある土師器皿が完形で出土。

６日山本戸保育園屋上より遺跡の全体写真を撮影。５Ｂ・５Ｃグリッドでの遺構実測作業の継続。３Ｂ１７

グリッドで大型の士坑を検出。２基の井戸が重複していることが判明。遺構の掘り下げを急ぐ。翌日の

現地説明会の準備。

７日午後２時より現地説明会を開催。地元住民の方々を中心として200名を超える参加があった。見学者

多数のため２班に分けて遺構や遺物の説明を行う。参加者には資料を配布。

８～17日遅れている井戸等の実測を継続。井戸は曲物が２段に積み重ねられているものが多く、その内側

の発掘に手間取った。遺構確認面より１ｍ下で湧水。並行して地表面のレベルを計測。

１８日井戸部材取り上げを開始。ＳＥ５．ＳＥ６は下部の曲物がしっかりしており、側板も残存。ＳＥ３．

ＳＥ８は脆弱。湧水が激しく、砂の流入が多いため取り上げが難航。

１９～26日井戸部材取り上げを続行。２段重ねの井戸は下部曲物の取り上げがなかなか進まない。取り上げ
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と並行して下部のエレベーション図作成。

２７日焼土遺構の実測・記録を終了。現場撤収準備。

３０日現場より機材を撤収。現地調査終了。

10月25日新教生第435号により新潟東警察署長宛て遺物発見届．埋蔵物保管請書、県教育委員会宛て埋蔵文化財

保管証提出。

第２項２次調査の経過

５月９～11日バックホーで発掘区の表土除去。仮杭打ち。

１２．１３日機材搬入。

１６日現地プレハブ事務所開設、作業員雇用開始。グリッド杭打ち開始。

１７日ベルトコンベアーを設置し発掘区東部分から発掘面清掃開始。撹乱が非常に多く労力を要す。

２５日Ａ地区東側３C18から南北にはしる溝（ＳＤ４）検出。

６月１日５Ｃ１で１次調査のＳＸ６を確認。１次調査との境界を追求する。

７日４C17から土坑検出。以後順次遺構の調査に入る。

８日ＳＥ12調査、井戸部材出土、以後井戸の検出続く。

１０日ＳＸ６掘り下げはじめる。覆土中に須恵器・土師器の小破片多く出土。

２０日４Ｃ７～12のＳＫ２０北側の士坑群を精査。

２３日ＳＸ６の遺物取り上げ。覆土を洗浄のため採集し袋詰めする。

７月４日新日観光商事株式会社から宅地分譲からマンション建設に変更することで依頼があり協議。計画変更

に伴い、西側部分約90㎡を新たに調査区に加え（Ｄ区とする)、期間を８月下旬まで延長することとし

た。

５日Ｃ区北側３C18から遺構平面図作成開始。

１３日Ｄ区調査開始。グリッド杭打ち。

１８日Ｃ区ＳＸ６かまどから土管・支脚出土。Ｄ区ＳＫ９確認。

２１日Ｃ区清掃、写真撮影。

２６日新潟大学工学部大川秀雄教授来跡。Ｄ区噴砂現象の観察及び土壌サンプル採集。

８月２日ＳＫ９腐植層から多量の箸等木製品出土。昆虫遺体も多い。覆土を洗浄のため採集する。

１２日Ｄ地区遺構平面図作成開始。

１８日ＳＥ１３ほか井戸側・曲物取り上げ。２段重ねの井戸は下部の曲物取り上げがなかなか進まない。湧水

が激しく砂の流入が多いため、取り上げは難航した。

２２日撤収準備。

２３日現場より機材を撤収。現地調査終了。

９月26日新教生第483号により新潟東警察署長宛て遺物発見届．埋蔵物保管請書、県教育委員会宛て埋蔵文化財

保管証提出。
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第４章検出された遺構

第１節遺構の概要

遺構は１．２次調査で合わせて竪穴住居１棟、掘立柱建物８棟、溝７条、井戸17基、士坑33基、小穴621基が検

出され、時期はすべて奈良時代以降のものである。遺構は６（黄褐色砂）層上面で確認され、標高-0.50～-0.75

ｍ前後に分布する。調査区中央の４Ｂグリッド付近は一部削平されたため遺構が少ない。浅い土坑や小穴が多い

ことから、上の層から掘り込んでいる可能性があるが、把握できなかった。小穴の多くから平安時代の土器小片

が出土しており、奈良時代や中世のものは少ない。

また、１次調査の時点では』性格不明遺構（略称ＳＸ）としていたＳＸ６について、２次調査時にかまどが発見

されたため、本書では「竪穴住居（ＳＸ６)」とした。注記は１次調査時の番号「ＳＸ６」をそのまま用いた。ま

た、本文中基本層序はローマ数字、遺構覆土の層序はアラビア数字で表記した。

なお、一般に鎌倉幕府の成立をもって中世の開始とされるが、１１世紀代後半から13世紀にかけて土器様相が連

続しているため、ここでは11世紀後半以降を中世に含めて記述した〔文献12〕・

以下、時期ごとに主な遺構について記す。

第２節古代

第１項竪穴住居

竪穴住居（ＳＸ６）（第２２．２３図、写真図版５）５Ｃ１．２にある。全体で東西5.40ｍ、南北4.30ｍの隅丸長

方形で北東隅が膨らむ。確認面からの深さは0.50ｍである。主軸方位はN-70o-Wである。東辺部分は電柱が

残っていたため未調査である。床面はほぼ平らで、かまどの南から南西方向に浅い溝が１条走る。床面は常に濡

れた状態で湿気が多く、精査したが柱穴は検出できなかった。

かまどは北東部隅にある。長さ0.70ｍ、幅0.90ｍ、高さ０．２５ｍの範囲に、黄色味がかった暗褐色砂が広がり、

遺物が集中して出土した。床面は被熱のためか若干の硬化と赤変が認められた。中央には支脚が２段に重ねて置

かれ、その上に土管がのっていた。左右には土師器妻破片が逆位で出土し、炊き口部の周りにも土師器妻破片や

支脚が残っていた（第22図)。土師器妻は、かまど袖の芯材としたものと思われる。煙道は確認できなかった。時

期は、遺物から８世紀前～中葉と推定される。

１層は、炭化物を含む黒褐色士で須恵器杯・土師器椀を中心とする小破片が多数出土した。２層は暗褐色砂で

遺物量は少なく、１層出土遺物と接合するものがある。３層は地山に似た褐色砂で、遺物はごく少量である。覆

土出土遺物が聖篭町山三賀Ⅱ遺跡Ⅳ期段階や新潟市小丸山遺跡ＳＤ２．３出土の土器と似ていることから、９世

紀半ばから後半に埋まったものと推定される。かまど出土遺物と覆土出土遺物に時期差があり、住居廃絶後にご

み穴にされたものと思われる。

第２項掘立柱建物

多くの小穴が検出されたが、これらのうち、現地調査時に掘立柱建物と認識できたのはＳＢ１～３の３棟であ

り、ＳＢ４～８は整理作業時に小穴の大きさ・深さ・並びなどから検討し、抽出したものである。柱間の多い方

向を桁行（長軸)、少ない方向を梁行（短軸）とし、間数が同じ場合は長いほうを桁行とした。建物の規模･方位

等については第５表に記した。
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8世紀前葉～９世紀前葉

第８図古代の遺構配置想定

９世紀中葉～10-世紀初頭

０１０２０

(Ｓ＝ｌ／600）

3０１７１

ＳＢ１付ＳＫ４０ｏ４１（第17図）５Ｂ１．２．６．７．１１．１２グリッドにあり、桁行6.50ｍ、梁行3.60ｍの南北

棟建物である。方位はN-14o-Wである。柱穴は円・楕円・不整円形とさまざまで、長軸0.30～０．７５ｍ、深さ０．１８

～0.40ｍである。第３柱穴で柱根が残存していた。ＳＫ４０は第２柱穴と第８柱穴の間にあり、平面は楕円形で、

長軸1.20ｍ、短軸0.95ｍ、深さ0.50ｍである。２層上面で椀型津が出土した。ＳＫ４１はその南西側にあり、平面

は楕円形で、長軸1.05ｍ、短軸0.80ｍ、深さ０．１０ｍである。ＳＫ４０が鍛冶炉で、ＳＢ１が上屋と思われる。ＳＫ

４１も近くにあり、炭化物層が確認されていることから関連する遺構と思われる。建物の北側や東側の隣接グリッ

ドから羽口や鉄津が出土しており、建物の外に廃棄したと推定される。また建物の東側１～1.5ｍに焼土Ａ～Ｃ

が近接して確認され、これらも鍛冶関連遺構の可能性がある。

ＳＢ２（第21図、写真図版１）５Ｂ１０．１５．２０，５Ｃ６，７．１１．１２．１６．１７グリッドにあり、桁行３間

（10.1ｍ)、梁行４間(8.0ｍ）の東西棟建物である。方位はＮ-23.-Ｗである。柱穴の平面は円もしくは楕円形で、

径０．２０～0.55ｍ，深さ0.22～0.52ｍである。第６柱穴から土師器無台椀の底部が出土した。今回の調査区の中で

は最大面積を持ち、桁行の柱間がすべて３ｍ以上と広い。

ＳＢ３（第20図）３Ｂ７．８．１２．１３グリッドにあり、桁行２間（4.3ｍ)、梁行１間（2.9ｍ）の南北棟建物

である。方位はN-13o-Wである。柱穴の平面は円もしくは楕円形で径０．４３～0.58ｍ、深さ0.37～0.60ｍである。

第３．４柱穴がそれぞれ重複しており、北妻を建て替えた可能性がある。

ＳＢ４（第20図）３Ｂ１．２．６．７グリッドにあり、桁行３間（5.8ｍ)、梁行１間（3.5ｍ）の南北棟建物で

ある。方位はＮ－７．－Ｗである。柱穴の平面は円もしくは楕円形で、径0.20～０．４３ｍ、深さ0.21～0.39ｍである。
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ＳＢ５（第17図）４Ｂ２１，４Ｃ１グリッドにあり、桁行１間（2.5ｍ)、梁行１間（2.2ｍ）の東西棟建物であ

る。方位はＷ－３ｏ－Ｓである。柱穴の平面は楕円形で径０．３５～0.63ｍ、深さ0.21～0.34ｍである。

ＳＢ６（第18図）４Ｂ２４．２５，５Ｂ４．５グリッドにあり、桁行２間（4.3ｍ)、梁行１間（3.3ｍ）の南北棟

建物である。方位はＮ－９．－Ｗである。柱穴の平面は円・楕円・不整円形で、径0.20～0.45ｍ、深さ0.08～0.37ｍ

である。

ＳＢ８（第19図）４Ｃ１２．１３．１６～１８．２２グリッドにあり、桁行３間（5.8ｍ)、梁行１間（3.2ｍ）の南北棟

建物である。方位はN-18o-Eである。柱穴は径0.28～0.55ｍ、深さ0.08～0.40ｍである。西側柱列がＳＫ２０と

重複し、ＳＢ８の柱穴が切られたものと推定される。

第３項溝

ＳＤ３（第18図、写真図版４）５Ｂ２～４グリッドにあり、残存長7.10ｍ、最大幅0.60ｍ、深さ０．２８ｍの東西

溝で、方位はW-12o-Nで、断面は逆台形である。

ＳＤ５（第19図、写真図版４）３Ｃ17.22,4Ｃ２グリッドにあり、南北方向に伸びる。北端と中ほどが撹乱

により失われ、ＳＫ３２を切る。残存長4.56ｍ、最大幅０．８０ｍ、深さ0.40ｍの南北溝で、方位はN-18o-Eである。

断面はゆるいＶ字状で、遺物の多くは２層から出土した。

第 ４ 項 士坑

ＳＫ１（第30図、写真図版９）４Ａ14グリッドにあり、平面は隅丸方形で、長軸1.20ｍ、短軸１．００ｍ、深さ０．２７

ｍである。壁はゆるく立ち上がり、床面は平らである。

ＳＫ２（第30図、写真図版10）４Ｂ２4グリッドにあり、東端が調査区外へ続くため、全体の大きさは不明であ

る。残存部分から、平面は不整円形と推定され、長軸1.10ｍ、短軸1.07ｍ、深さ０．４０ｍである。深さ約0.16ｍで

段があり、中心部分が深くなる。

ＳＫ４（第30図、写真図版10）４Ｂ２1グリッドにあり、南西端をＳＫ７に切られる。残存部分の平面は円形

で、径０．６０ｍ、深さ0.20ｍで、断面形は逆台形状である。須恵器大喪がつぶれた状態で出土した。

ＳＫ８（第30図、写真図版10）４Ａ２５，５Ａ５グリッドにあり、北端をＳＫ７に切られる。残存部分の平面は

円形で、長軸2.08ｍ、短軸1.78ｍ、深さ０．６６ｍで、断面はゆるい段がある。

ＳＫ１１（第30図、写真図版11）４Ｂ１．２グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸1.26ｍ、短軸1.11ｍ、深

さ０．４５ｍである。ほぼ垂直に掘り込まれ、断面は長方形、床面は平らである。

ＳＫ１２（第30図、写真図版11）４Ｂ２3グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で、長軸0.63ｍ、短軸0.37ｍ、深

さ0.28ｍで、断面形は半円状である。１層から２層上面にかけて須恵器短頚壷や横瓶の破片が多く出土した。

ＳＫ１３（第31図、写真図版11）３Ｂ13グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸0.49ｍ、短軸0.33cm、深さ０．１７

ｍである。断面形は浅い半円状である。土師器小妻が１点逆さに据えられ、掘り方は土器より一回り大きい程度

である。埋納の可能性がある。

ＳＫ２０（第32図、写真図版11）４Ｃ１２．１６．１７グリッドにあり、平面は歪んだ隅丸方形、断面はすり鉢状であ

る。長軸3.50ｍ、短軸2.70ｍ、深さ０．７６ｍである。南側断面の１．２層は、士坑が埋まった後に掘られたものと

思われる。遺物は中央からやや南側に偏り、９～12層に多く含まれていた。

ＳＫ２２（第32図、写真図版11）４Ｃ12グリッドにあり、平面は楕円形である。長軸1.27ｍ、短軸1.05ｍ、深さ

０．３１ｍである。
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ＳＫ２３（第32図、写真図版12）４Ｃ12グリッドにあり、平面は楕円形、断面は逆台形状で、床面は平らであ

る。長軸1.25ｍ、短軸0.83ｍ、深さ0.34ｍである。径６～７cmの割れた石が床面から出土した。鉄津が多く出土

しており、鍛冶関連の遺構と思われる。

ＳＫ２６(第32図）４Ｃ12グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で北側をＳＫ２７に切られる。残存する長軸２．９０

ｍ、短軸1.44ｍ、深さ０．５１ｍである。遺物は北側にやや片寄って出土した。

ＳＫ２７（第32図）４Ｃ６．７．１２グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸2.21ｍ、短軸1.20ｍ、深さ0.32ｍで

ある。ＳＫ２６より新しい。小穴が２基重複するが新旧関係は不明である。

ＳＫ２８（第32図、写真図版12）４Ｃ７グリッドにあり、平面は楕円形、断面は逆台形状で、床面は平坦であ

る。長軸2.36ｍ、短軸1.25ｍ、深さ０．２８ｍである。遺物は鉄津や割れた石が多く出土しており、鍛冶関連の遺構

と推定される。

ＳＫ２９（第33図）４Ｃ２．７グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で、長軸3.30ｍ、短軸1.50ｍ、深さ０．４２ｍ

である。

ＳＫ３０（第33図、写真図版12）３Ｂ２０，３Ｃ16グリッドにあり、北側は調査区外である。残存部分から平面は

円形か楕円形と推定され、長軸3.44ｍ、短軸1.83ｍ、深さ0.50ｍである。

ＳＫ３１（第33図、写真図版12）５Ｂ４グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸１．００ｍ、短軸０．８４ｍ，深さ０．２８

ｍである。断面は半円形である。１層と２層の境で土師器無台椀が１点はほぼ完形で正位、もう１点は底部が逆

位で石製紡錘車の上に重なって出土した。埋納した可能性がある。

ＳＫ３３（第33図）３Ｃ２２，４Ｃ２グリッドにあり、北端をわずかに切られる。平面は楕円形で、床面は凹凸が

ある。残存する長軸2.09ｍ、短軸1.18ｍ、深さ0.23ｍである。

ＳＫ３５（第34図、写真図版12）５Ａ14.15グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で、断面は逆台形状で、床面

は平坦である。長軸2.70ｍ、短軸2.34ｍ、深さ0.54ｍである。西側・東側に隣接する小穴に切られる。

ＳＫ３６ａ・36ｂ（第34図、写真図版12）５Ａ24.25グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で、長軸２．００ｍ、短

軸1.21ｍ、深さ０．７０ｍである。断面から２つの遺構が重複したものと思われ、１．２．４層からなる36ａが５～

８層からなる36ｂに切られている。２層と５層はよく似ており、平面精査では分離できなかった。３６ａは２．４

層が堆積した後１層が掘りこまれたものと思われる。

ＳＫ３７（第34図）５Ａ25グリッドにあり、平面は不整円形、断面は半円形で、床面は平坦である。長軸1.98ｍ、

短軸1.50ｍ、深さ0.52ｍである。１層に基盤層とよく似た黄褐色砂が混じり、埋め戻した可能性がある。

ＳＫ３８（第34図）５Ａ25グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸０．９０ｍ、短軸0.93ｍ、深さ０．４０ｍである。

隣接する小穴を切る。

第 ３節中世

第１項掘立柱建物

ＳＢ７（第18図）５Ｂ４．５グリッドにあり、桁行３間（5.3ｍ)、梁行２間（4.4ｍ）の南北棟建物である。

方位はN-17o-Wである。柱穴は径０．４０～0.75ｍ、深さ０．０８～0.43ｍである。第６柱穴から白磁碗の口縁部片が

出土した。建物のほぼ中央にＳＥ１３があり、この井戸の上屋と思われる。

第２項溝

ＳＤ１（第18図、写真図版３．４）５Ｂ８～10グリッドにあり、残存長8.10ｍ、最大幅１．００ｍ、深さ0.14ｍで
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ある。方位はE-23o-Sである。

ＳＤ２（第21図、写真図版３．４）５Ｃ２．７．１２．１７グリッドにあり、残存長7.25ｍ、最大幅０．６０ｍ、深さ

0.28ｍである。方位はN-10o-Wである。後述のＳＤ４と方向が揃うことから、同一の遺構の可能性がある。

ＳＤ４（第19図、写真図版４）３Ｃ18グリッドから４Ｃ23グリッドまでＣ区東側を南北に走る。方位はN-

10o-Wである。４Ｃ23グリッドでＳＤ６を切っている。溝は残存長12.50,,幅約1.20ｍ，深さ０．３６ｍである。東

側に幅約40cm、深さ10cmほど西側に拡張されている。南端部分が未調査であるが、１次調査の溝（ＳＤ２）と方

向を同じくし、出土遺物の時期も一致することから、本来は一つの遺構と思われる。士層の堆積状況から、２．

３層が堆積した後に掘り直し、その後再び埋まったと推定される。SD101に切られる。遺物は試掘坑と重なる

４Ｃ８．１３グリッドの杭周辺を除き、平面的にはほぼ全域から出土し、集中する部分はみられない。

ＳＤ６（第19図、写真図版４）４Ｃ18.23グリッドにあり、北端は調査区外、南端は小穴と重複し、全体の大

きさは不明である。方位はN-12o-Eである。残存長4.50ｍ、最大幅0.42ｍ、深さ0.20ｍである。断面はＵ字状

で、南側では細くなり、Ｖ字状になる。時期は古代の可能性を残す。

第３ 項井戸

土坑のうち、井戸枠などの施設が確認された遺構を井戸とした。当遺跡で確認された井戸はすべて板や曲物な

ど木製の部材が使われていた。井戸を構成する部材の名称は文献４に従い、①井桁（地上部分）②井戸側（地中

部分）③水溜（最下部）とした。調査中湧水し、掘り方の底面が確認できなかったものが多いため、水溜と思わ
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れる曲物などの下端を底面とした。現在と湧水する標高が変化している可能性があることから、残った部分から

だけでは②と③の区別が難しいが、ここでは曲物や結桶を水溜とみなした。また、掘り方にテラス状の段を持つ

ものが多く、上部の部材を抜き取ったか、崩壊を防ぐために掘り広げたものと推定される。

ＳＥ１（第24図、写真図版６）４Ｂ18.23グリッドにあり、平面は隅丸方形で、長軸1.80ｍ、短軸1.70ｍ、深

さ1.60ｍである。井戸枠は、中央よりやや南側に径約60cmの割抜枠を据え、その外側に縦板21枚を二重に巡らせ

ていた。深さ約0.70ｍで、割抜枠の内側の北寄りに石、中央に板、西寄りに箸十数本が出土した。井戸廃棄時の

埋納と思われる。また、割抜枠と縦板の間から黒塗りの漆器皿が出土している。

ＳＥ２（第24図、写真図版６）４Ｂ８グリッドにあり、平面は円形で、直径2.20ｍ、桶底部までの深さは１．３０

ｍである。掘り方は半円状で、ゆるい段をもつ。井戸枠は、北東寄りに結桶が据えられ、桶板の隙間を塞ぐよう

に外側に縦板が副えられていた。結桶の上半部に内法0.71ｍの横桟を三枚柄差に加工して組み合わせ、その外側

に30枚前後の縦板を方形に巡らせていた。確認面から深さ０．６０ｍでやや西よりに径10cm前後の石が４個出土し、

井戸廃棄時の埋納と思われる。

ＳＥ３（第24図、写真図版６）５Ｂ２１．６Ｂ１グリッドにある。南端が調査区外であるが、残存部分から平面

は楕円形と推定され、残存長2.10ｍ、短軸1.60ｍ、深さ0.90ｍである。やや東寄りに曲物が２点重ねられて出土

した。もとは同一個体のものを半分に切断して用いたものと思われる。

ＳＥ４（第25図、写真図版６）５Ｂ16.17グリッドにあり、平面は円形で、直径2.50ｍ、深さ0.85ｍ以上であ

る。掘り方は深さ０．４～０．６ｍで段がある。井戸枠は、中央に割抜枠が据えられ、半円状に残っていた。

ＳＥ５（第25図、写真図版６）５Ｂ１７．１８．２２グリッドにあり、平面は不整円形で、直径2.90ｍ、深さ1.10ｍ

である。掘り方は、深さ0.4ｍほどで段がある。中央に曲物が２点重ねて据えられ、周りに縦板が数枚立ててあった。

ＳＥ６（第25図、写真図版７）５Ｂ１８．１９．２３．２４グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸2.60ｍ、短軸

2.40ｍ，深さ1.10ｍである。深さ０．２５ｍと0.70ｍのところで段がある。やや南西よりに曲物が２点重ねて据えら

れ、曲物の外周に縦板が10枚ほど立ててあった。

ＳＥ７（第26図、写真図版７）３Ａ２０，３Ｂ16グリッドにあり、西側半分は調査区外である。残存している平

第１表井戸一覧

遺構No. 位置 形状 大きさ（、） 分類 井戸枠の大きさ

長軸 短軸 深さ (c､）

SＥｌ 4Ｂ1８．２３ 隅丸方形 1．８０ 1．７０ 1．６０ Ｂｌｌ８ 径 7５

SE２ 4B８ 円形 径2．２０ 1．３０ ＢｌⅢ４ 一辺 9０

SE３ 5Ｂ２１
、

6Ｂｌ 楕円形 残2．１０ 残１．６０ 0．９０ B２１ 径 6５

SE４ 5Ｂ1６．１７ 円形 径2．５０ 0．８５ Ｂ２Ⅲ 径 5５

SE５ 5Ｂ１７．１８．２２ 不整円形 径2．９０ １．１０ B２１３ 径 7０

SE６ 5Ｂ1８．１９．２３．２４ 不整円形 2．６０ 2．４０ １．１０ B２１３ 径 5５

SE７ 3A2０、 3Ｂｌ６ 円形 残2．７６ 1.10以上 ＢｌⅢ３ 一辺 7０

SE８ 3Ｂ２１ 隅丸方形 １．８０ 1．５０ 1．４０ B2Ⅲ３ 径 7０

SE９ 3Ｂ1２．１７ 歪んだ楕円形 径2.90(推定） 1．１０ B２１ 径 7０

SＥｌＯ 3Ｂ1７．１８ 不 明 径2.50(推定） 0.85以上 B２１ 径 6０

SＥｌｌ 3Ａ１５ 、 3Ｂ１１．１６ 不整円形 径3．００ 1．４０ Ｂｌｌ３ 径 4０

SＥｌ２ 4Ｂ1５．２０ 、 4Ｃ１１．１６ 隅丸方形 2．５０ 2．２０ 1．３０ ＢｌⅣ３ 一辺 １００

SＥｌ３ 4B2４．２５ 、 5B４．５ 楕円形 2．５５ 2．１０ 1．３０ B２１３ 径 5３

SＥｌ４ 4B５ 、 4Ｃｌ 不整円形 3．２４ 2．７９ １．４０ Ｂ２Ⅲ４ 一辺 8５

SＥｌ５ 4Ｃｌｌ 円形 径１．２０ 0．８０ B２１１ 6８

SＥｌ６ 3B2４ 不整円形 径1．４７ 1．１５ B２１３ 径 5３

ＳＥ1７ 4B４ 不整円形 径2．９０ 1．３３ Ｂ１Ⅲ３ 一辺 8０
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面は円形で、残存長2.76ｍ、深さは1.10ｍ以上である。１４層以下が当遺構の士層である。曲物を据え、外側に曲

げ物の上端近くに内法０．６６ｍの横桟と割抜板を据えている。

ＳＥ８（第26図、写真図版７）３Ｂ２1グリッドにあり、平面は隅丸方形で、長軸1.80ｍ、短軸1.50ｍ、深さ１．４０

ｍである。中央に曲物が二段重ねて据えられ、接合部分を補強するように外周に縦板が巡らされる。

ＳＥ９（第27図、写真図版７）３Ｂ12.17グリッドにあり、ＳＥ10に切られる。平面は歪んだ楕円形と推定さ

れる。径2.90ｍ、深さ1.10ｍである。曲物が１点据えられ、外周にはまばらに縦板が立てられる。曲物の上端付

近の13層下部で箸・板・石が出土した。廃棄時の埋納と思われる。

ＳＥ1０（第27図、写真図版７）３Ｂ17.18グリッドにあり、ＳＥ９を切る。平面は不明である。径2.50ｍ、深

さ0.85ｍである。曲物が１点据えられていた。

ＳＥ1１（第26図、写真図版８）３Ａ１５，３Ｂ11.16グリッドにあり、平面は不整円形で、径3.00ｍ、深さ１．４０

ｍである。確認面から深さ０．４２ｍほどで段があり、やや北西よりに曲物が２点据えられ、外周に縦板が立てられ

ていた。上部の曲物は劣化が進んでいた。長さ0.40～0.50ｍほどの木材が、曲物を上面を覆うように出土した。

廃棄時に入れたものと思われる。

ＳＥ1２（第28図、写真図版８）４Ｂ１５．２０，４Ｃ１１．１６にある。上面は長軸2.50ｍ、短軸2.20ｍの隅丸方形

で、東側が幅０．５０ｍほどの低い段が張り出す。深さは1.30ｍである。井戸側は一辺0.90ｍ、内法０．８０ｍ、残存高

0.60ｍの横桟を用いた方形縦板組で、水溜に口径の異なる曲物を入れ子状に３点据えていた。井戸側は、組んだ

横桟の四隅に支柱を置き、外側を幅10～50cmの縦板で囲む。四隅の外側にはさらに一枚ずつ縦板を配置してい

る。内側には横桟と縦板の間に補修のためか、縦板・曲物底板・折敷断片が差込んであった。折敷断片には墨書

されていた。覆土上部には上段の横桟が残存していた。水溜は曲物（第63図692）の内部に浅い曲物（第63図694）

を密着させて組み入れ、さらにその内側に口径の小さい曲物(第63図693)を入れていた。縦板内側の７層中から、

板や石などがほぼ同じ高さで出土し、廃棄時の埋納と思われる。

ＳＥ1３（第29図、写真図版８）４Ｂ24.25,5Ｂ４．５にある。長軸2.55ｍ、短軸2.10ｍの楕円形で、深さは

1.30ｍである。中央にほぼ同じ径の曲物を２点重ねて据えられていた。

ＳＥ1４（第28図、写真図版８）４Ｂ５．４Ｃ１にある。平面は不整円形で、長軸3.24ｍ、短軸2.79ｍ、深さ

１．４０ｍである。深さ約０．４０ｍで平らな面がある。井戸側東部が圧し潰されたためか南西に偏っていた。水溜に曲

物が据えられていた。井戸枠は一辺0.70～０．８０ｍ、内法約0.60ｍ、残高0.80ｍの隅丸方形で、一木を４分割して

Ｌ字形に割り抜いたものを組み合わせている。上から約５cmのところに四角穴を４か所あけ、横桟状の角材を渡

していた。割抜枠に３cm角ほどの埋めこみがあり、転用材と思われる。深さ約０．９０ｍの曲物上端部付近から横

槌・板などの木製品がまとまって出土した。

ＳＥ1５（第27図、写真図版９）４C11にある。径1.20ｍの円形で、深さ0.80ｍである。掘り方は、曲物より一

回り大きい程度である。水溜に曲物が１点据えられている。曲物の上部に、横桟の残存と思われる２本の棒状木

製品が直角に交差するように残存していた。

ＳＥ1６（第29図、写真図版９）３Ｂ２4にある。径1.47ｍの不整円形で、深さは1.15ｍである。東側半分が撹乱

を受けていた。やや束よりに曲物を２点重ねている。６層から折敷や箸などの木製品が出土している。

ＳＥ1７（第29図、写真図版９）４Ｂ４にある。上部は東側を残して撹乱を受けていた。平面は径2.90ｍの不整

円形で、深さは1.33ｍである。深さ0.45ｍで段があり、中央に井戸側を据える。井戸側は一辺0.85ｍ、内法約

0.70ｍ、残存高0.50ｍの方形縦板組みである。上の曲物の中ほどに横桟を組み、周囲を幅30cmほどの縦板で囲っ

ている。隅柱は無い。内側に曲物を２段に重ねて水溜とする。縦板のうち１枚は、奈良文化財研究所光谷拓実氏
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による年輪年代測定法で、1252年の伐採とご教示頂いた。

第４項士坑

ＳＫ６（第20図、写真図版10）３Ａ５．１０．３Ｂ１．６グリッドにあり、平面は西側が調査区外にあるため、

残存する部分からは楕円形と推定され、長軸5.04ｍ、短軸2.44ｍ、深さ０．５３ｍである。

ＳＫ７（第30図、写真図版10）４Ａ２５．４Ｂ21グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸1.62ｍ、短軸1.16ｍ、

深さ０．５５ｍである。ＳＫ４．８を切る。

ＳＫ９（第31図、写真図版10）５Ａ５．９．１０．５Ｂ６グリッドにあり、平面は隅丸方形で、一辺4.40ｍ、深

さ0.54ｍである。１．２次調査区にまたがって検出された。２次調査時に南側を少し掘り過ぎている。南壁面お

よびＳＫ９の遺構外線にそって地震による噴砂現象が発見された。100本以上の箸状木製品が出士したことから、

当初トイレ遺構の可能性を考慮し、土壌サンプルを本間敏則氏（当時新潟市衛生試験所）による顕微鏡観察をし

て頂いたが、寄生虫卵は発見されなかった。このほかに草履の芯や下駄が出土している。埋納の可能性がある。

ＳＫ１０（第30図）３Ｂ16グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸２．００ｍ、短軸1.45ｍ、深さ0.60ｍである。

ＳＫ１４（第31図）５Ｂ９．１０グリッドにあり、平面は不整円形で、長軸1.62ｍ、短軸0.66ｍ、深さ０．２３ｍであ

る。

ＳＫ３４（第34図、写真図版12）４Ｃ７グリッドにあり、平面は不整円形で、断面は緩やかなすり鉢状である。

長軸1.50ｍ、短軸1.23ｍ、深さ0.34ｍである。

ＳＫ３９（第35図）４Ｃ17.22グリッドにあり、平面は歪んだ楕円形で、小穴と重複し、それらより浅いため床

面に凹凸が残る。長軸3.62ｍ、短軸1.13ｍ、深さ0.30ｍである。南側に隣接する小穴を切る。

第４節近世以降

近世以降の遺構は、溝と士坑が確認された。このほかに撹乱としたところから近世の遺物が出土していること

から、近世の遺構がこれ以外にもあった可能性が高いが、認識できなかった。

ＳＤ１０１（第19図）３Ｃ２２．２３グリッドにあり、西端は撹乱、東端は調査区外のため全体の大きさは不明であ

る。残存長4.45ｍ、最大1幅0.60ｍ、深さ０．２３ｍである。方位はE-11o-Sの東西溝である。ＳＤ４を切り、古代・

中世の遺物包含層を掘り込んで作られていることから、近世以降のものと思われる。断面はＵ字状である。７．

８層がこの溝に伴う堆積士であり、９層は他の遺構を切ったものである。

ＳＫ１０１（第35図）４Ａ９グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸1.15ｍ、短軸０．９９ｍ、深さ０．１９ｍである。

ＳＫ１０２（第35図）４Ａ９グリッドにあり、平面は隅丸方形で、長軸1.09ｍ、短軸0.88ｍ、深さ0.35ｍである。

ＳＫ１０３（第35図）３Ａ24グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸1.05ｍ、短軸０．５２ｍ、深さ０．７０ｍである。

ＳＫ１０４（第35図）４Ａ４グリッドにあり、平面は楕円形で、長軸1.75ｍ、短軸0.92ｍ、深さ０．１６ｍである。
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第５章出土した遺物

第１節遺物の概要

土器･陶磁器、土製品、石製品、木製品、金属製品、動植物遺体が確認された。分類･接合した後、長さ60ｃｍ・

幅40cm･高さ15cmの平箱換算で約180箱、木製品は水槽９基と平箱50箱である。遺物の大半は土器で、小片が多く、

復元できる個体は少ない。木製品は井戸・土坑から出土している。土器・陶磁器の時期については、古墳時代前

期、奈良・平安時代前半（８世紀前葉～10世紀初頭)、平安時代後半～鎌倉時代（11世紀後半～13世紀)、室町時

代（14～１５世紀)、江戸時代（17～18世紀）を確認した。これらのうち、古墳時代・古代・中世の遺物は大半が遺

構及び４．５層から出土し、中世の一部と近世の遺物は撹乱や客土から出土した。木製品はすべて中世の遺構か

ら出土した。土製品・石製品・金属製品について、時期の特定が難しかったため、時代不明遺物として一括した。

文字資料は平安時代の墨書・刻書土器131点、中世の木簡（折敷）・漆書のある漆器が各１点ずつ確認された。挿

図や図版には残りのよいものや希少なものを選択し、妻など同一個体の破片が多い場合は大きい破片を図示し

た。復元困難な小破片や石・動植物遺体は図示していない。石は自然石が多いが、破砕したものや、火を受けた

ものがみられず鍛冶や製塩を目的とした炉に用いた可能性があるものや、井戸における埋納行為に伴う可能性が
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あるものについて、本文に記した。一覧表には種別・器種、出土位置、大きさ（口径・器高・底径など)、土器・

陶磁器で口縁部もしくは底部が残っているものについて分母を36とした残存率を表し、色調・焼成・胎土・付着

物などを備考欄に記した。胎土は、混入される粒子（大きさ・色調・量）などを肉眼で観察した。なお、本文中

の遺物量は、目分量のため、あくまでおおよその目安である。以下に時代の古い順から記す。

第２節古墳時代

出土量は平箱に半分ほどで、すべて土器である。238は土師器妻で、口縁部が外反し、胴部の内外面に斜め方向

のハケ目が施される（第45図238)。時期は古墳時代前期である。そのほかに図示していないが、妻の胴部破片と、

小形の壷など小形品と思われるヘラミガキのある破片が少量ある。

第３節古代

第１項概要

奈良時代と平安時代前半を合わせて記す。このうち奈良時代の遺物は、大半がＳＸ６のかまど及び周辺から出

土し、包含層からは須恵器稜椀や有台杯などごく少量が確認された。平安時代前半の遺物が土器・陶磁器の９割

程度を占める。その中でも須恵器が最も多く、次いで土師器、黒色土器である。おおよそ須恵器が６に対し土師

器が４の割合である。このほかに、黒色土器が平箱２箱分、施紬陶器（緑紬陶器と灰紬陶器）が平箱１箱分出土

した。

また、製塩土器が１箱分出土し、北陸地方においては10世紀以降見られなくなることから奈良・平安時代の遺

物と判断し、この節で記述する〔文献57〕・墨書･刻書土器については別項を設けた。以下に土器・陶器の器種や

成形方法について記す。

（１）須恵器

無台杯・無台盤・杯蓋・有台杯・有台盤・有台皿・折縁杯・双耳杯・有台椀・稜椀・高杯・壷・横瓶・妻を確

認した。杯類など小型品は復元できたものが多いが、壷・妻類は接合率が低く、完形品はない。個体数は、無台

杯が最も多く、次いで有台杯・杯蓋などである。壷は口縁部の形態から20点を識別した。妻・横瓶はアテ具痕と

タタキ目の組み合わせと胎士により識別し、少なくとも横瓶８個体、妻48個体を識別した。

無台杯須恵器食膳具の中心となる器種である。口径12～13cm台が多い。器形は底部外面から口縁部まで直線

的に立ち上がるものが多い。底部外面は回転へラ切り離し（以下「ヘラ切り｣）がほとんどで、回転糸切り離し

（以下「糸切り｣）が３点、ロクロケズリが１点確認された。

無台盤無台杯より浅身で器高が低く、底径指数（底径÷口径×100）が大きいものを盤とした。無台杯より底

部外面がやや厚く、口径14～16cm台である。底部外面Iまへラ切りである。

杯蓋口径14～15cm台が多い。天井外面Iまへラ切りとへラ切り後ロクロケズリをしたものの両方が確認され

た。摘みの中央がへこむボタン状のものと、中央が出っ張る擬宝珠状のものがある。

有台杯身の浅いもの（器高指数30前後）と、深身のもの（器高指数50前後）がある。須恵器では無台杯に次

ぐ出土量である。高台内を硯に転用したものが少量みられる。底部外面Iまへラ切りと糸切りがあり、へラ切りが

多い。

有台皿口径12.4ｃｍと小型である。底部外面Iまへラ切りである。

有台盤底部が出土した。底径が有台杯に比べ大きいため、有台盤とした。底部外面Iまへラ切りである。

折縁杯短く内側へ折り曲げた口縁部が特徴である。底部外面へラ切りで、高台は有台杯より足高である。
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双耳杯胴部外面に長さ3.0cmの取手がついている。底部外面はへう切りで、高台がつく。

有台椀有台杯に比べ足高で、底部からの立ち上がりが丸みを帯び、内湾気味に立ち上がる器形を有台椀とし

て分別した。底部のみ出土した。底部外面は糸切りである。

稜椀口縁部と底部が確認された。底部外面の成形は不明である。

高杯杯部と高台が接着する部分が出土し、全体の形・大きさは不明である。

壷蓋つまみは擬宝珠状で、天井部Iまへラ切りである。

壷頚部の形態により長頚壷と短頚壷に分けられ、長頚壷が多い。底部外面はへう切りがほとんどで、１点の

み糸切りのものがある。

横瓶胴部は破片からは妻と区別がつかず、口頚部の接合部と閉塞部から器種を識別した。確認できたのは８

個体である。

妻貯蔵具の中心となる器種である。胴部破片は横瓶との区別が難しく、横瓶が含まれている可能性がある。

胴上半部内面に同心円状アテ具を用い、下半部に平行アテ具、外面に平行タタキ目を用いた組み合わせが多い。

鉢ロクロの凹凸が残り、平高台がつくものや、頚部がくびれるもの、片口がつくものなど大きさや器形はさ

まざまである。

（２）土師器

無台椀・無台Ⅲ．高台・双耳杯・妻（ロクロ未使用）・小妻・長胴蜜・鍋が確認された。妻のみ粘土紐を積み上

げて成形し、はけ等で調整したロクロ未使用のものと、ロクロを使用したものの両方があり、ほかは全てロクロ

使用である。椀類の胎士は、きめが細かく、径０．５～２mm程度の白色（長石）・半透明～灰色（石英・チャート）・

茶～燈色（焼粘土）・金色（雲母）・黒色（角閃石）粒子が少量含まれるものが多い。妻・鍋には椀類より少し粗

い胎士が用いられ、また、小髪→長胴妻／鍋→ロクロ未使用妻の順で粗くなる傾向がある。

無台椀土師器食膳具の中心となる器種である。底径指数が無台杯より小さく、立ちあがりは丸みを帯びるも

のを椀とした。口径10.0～20.2cmのものがある。底部外面は糸切りが７割、ロクロケズリが３割ほどである。

無台皿底径指数が杯より小さく、身が浅いものを皿とした。口径は14.0cm前後で、底部外面はすべて糸切り

である。

有台椀／皿底部外面はロクロケズリによる削り出しである。平高台部分のみ出土したため、全体の器形・大

きさは不明である。胎土は精良である。緑紬陶器椀の底部外面と形が似る。付高台は出土していない。

双耳杯色調が赤みを帯びる。口縁部外面に幅２ｍの沈線がめぐる。取手は幅約８ｍと小さい。底部外面に高

台の接着痕がある。

妻（ロクロ未使用）ロクロを用いず成形された髪を一括する。厚手と薄手のものがある。前者は平底で、内外

面の調整が①内面横方向ハケ目・外面縦方向ハケ目調整（部分的に外面へラミガキされるものも含まれる）と②

内面横方向ハケ目･外面縦方向ケズリ調整のものに細分される。後者は、口縁部が外側に「く」の字状に屈曲し、

内面横方向・外面縦方向にハケ目調整され、丸底である。佐渡髪と呼ばれるものである。

小妻ロクロを用いて成形された妻のうち、口径18cm未満を小妻の目安とした。椀類に比べて底部外面が厚

く、底部外面内面から器壁にかけてロクロ痕の凹凸が残っている。頚部が「く」の字状に屈曲する。

長胴妻ロクロを用いて成形された妻のうち、口径18cm以上を長胴妻の目安とした。胴部上半部ロクロ成形

し、体下半部～底部外面をタタキ出して成形したものが多く、タタキ出した後さらに内面横方向、外面縦方向の

ハケ目調整を行ったと思われるものが少量ある。両者とも復元率が低く、完形品はない。前者の底部は丸底で、

後者に対応する底部は確認されていない。頚部が「く」の字状に屈曲する。
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鍋口縁部の形態から個体を識別した。胴上半部をロクロ成形し、体下半部～底部外面をタタキ出して成形し

ている。完形品はない。頚部がゆるく「く」の字状に屈曲する。

（３）黒色土器

土師器の内面または内外面に黒色処理をしたものを黒色土器とした。無台椀・有台椀／皿が確認された。胎士

は精良で、混入される粒子は微～少量である。

無台椀成形技法は土師器無台椀と共通するが、底部外面はロクロケズリが施されるものがほとんどで、糸切

りが残るものは少ない。また、内外面に丁寧なロクロナデが施されるものが多い。

有台椀／皿底部のみ出土したため、器形は不明である。平高台と付高台が確認された。平高台は土師器に比

べ径が大きく、厚い。また、付高台の高台部分の断面は角状である。

皿口縁部のみ出土したため、底部の形は不明である。内外面黒色である。

（４）施紬陶器

緑紬陶器の焼成は軟質で、素地は黄色みがかった灰白色、紬色は明黄緑～緑色である。器種は稜皿・椀／皿・

耳皿が確認された。底部外面はロクロケズリによる平高台である。

灰紬陶器の胎土は暗い灰白色、紬は灰白～緑灰色である。器種は椀・皿・段皿・長頚壷が確認された。底部外

面はナデた後高台を付けている。

（５）製塩土器

柱状高台状の底部を持つものと、ラッパ状に口が開く小形品の口縁部、大薮遺跡などでみられるバケツ型の大

形品の破片が確認された。土師質で胎土は粗く、径１～２ｍ程度の小石を多量に含む。土師器に比べ、赤みを帯

びる色調のものが多い。

第２項遺構出土の遺物

（１）竪穴住居

竪穴住居（ＳＸ６）（第36図１～第41図128、写真図版１３．１６）須恵器の無台杯（18～３４．６４～67）・無台盤

（35）・杯蓋（36～41）・有台杯（42～53）・壷（90～95）・横瓶（96）・妻（97～105)、土師器の高杯（１）・無台

椀（54～58.68～73）・有台椀／皿（59）・髪（２～13）小謹（75～85）・長胴蓋（86～88）・鍋（89)、黒色土器の

無台椀（60～63)、土製支脚（14～16）・土管（17）・カマド形士製品（109）・土器片円盤（110～125）・土錘（106)、

軽石（126～128)、鉄鎌（107）・釘（108）が出土した。２～17はかまどから出土した。２～13はロクロ未使用で、

内外面にハケ目調整を施すものが多い。４．６は頚部で明確に屈曲し、口縁が直線的に開く平底の器形である。

外面は被熱により赤化し、剥落している。２．３．５は頚部がゆるくくびれる。９は大形謹の底部である。丸み

のある底で厚さは2.7cmである。これらは聖篭町山三賀Ⅱ遺跡Ｉ期出土例と似ているが、当遺構出土の妻は短胴

化しているため､時期は８世紀中葉に下る可能性があることを笹浬正史氏よりご教示頂いた。１４～16は糸巻形土

製支脚である。１４と15が２段に重なって出土した。いずれも中心が貫通し、外面に指頭痕が残る。被熱により赤

く変色し、もろい。新潟市的場遺跡や柏崎市刈羽大平遺跡、県外では石川県羽咋市寺家遺跡や、滝・柴垣遺跡な

どに類例がある〔文献３．１９．３９〕。１７は一端を欠損する。粘土板を棒に巻きつけて成形している。外面は細かく

ヘラナデして一部を磨き、内面はナデで長軸方向に激がよっている。土管７に比べ支脚が強く火を受けており、

転用の可能性がある。

１．１８～128は覆土から出土した。１は古墳時代の高杯の杯底部である。４６は底部外面に「寺」の墨書がある。

５９は高台を削り出し、内外面を磨いている。胎土は精良である。90.91は同一個体の可能性がある。109はカマ
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竪穴住居（SX6）
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ド形土製品の脚部と思われる。砂を多く含む胎土で、外面は縦のハケ目、内面へラケズリ痕がある。106は細形の

土錘である。このほかに銭貨が１点出土し、神功開宝（765年初鋳）の可能性がある。

（２）掘立柱建物

ＳＢ６ｐ３（第41図129）須恵器無台杯（129）が第３柱穴から出土した。底部外面に「田」と思われる墨書が

ある。

（３）溝

ＳＤ３（第41図130～132、写真図版１４．１６）土師器の無台椀（130）・無台皿（131.132）が出土した。132.

133にはいずれも墨書があるが釈は不明である。

ＳＤ５（第41図133～144）須恵器の無台杯（133）・折縁杯（134)、土師器の無台椀（135～137）・小妻（139～

141）・長胴妻（142)、黒色土器椀（138)、製塩土器（143)、士錘（144）が出土した。141は外面立ち上がりがヘ

ラケズリされ、胴部は他の小妻に比べ体部が開き気味になる。143は大形品の口縁部である。

（４）土坑

ＳＫ１（第42図145.146）須恵器の無台杯・杯蓋・細頚壷（145）・妻、士師器の長胴妻、黒色土器椀、製塩土

器、鉄津、土錘（146)、石、盗器系陶器妻が出土した。遺物は盗器系陶器破片１点を除きすべて平安時代である。

土錘には「十」あるいは「×」の線刻がある。

ＳＫ２（第42図147～149、写真図版13）須恵器の無台杯・杯蓋（147）・有台杯（148）・壷・妻、土師器の無台

椀・長胴妻・佐渡妻、土器片円盤（149）が出土した。

ＳＫ４（第42図150～152、写真図版13）須恵器の壷蓋（150）・妻（151.152)、土師器の無台椀・小妻・長胴

妻・鍋が出土した。

ＳＫ８（第42図153.154、写真図版13）須恵器の無台杯（153）・有台杯・短頚壷（154）・妻、土師器の無台

椀･長胴妻･佐渡妻、青磁碗、石、焼粘土塊が出土した。154は外面立ち上がりが左上から右下方向へ斜めにヘラ

ケズリされている。新津市教育委員会渡漫朋和氏より新津丘稜産の可能性が高いことをご教示頂いた。
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ＳＫ１２（第42図155～157、写真図版13）須恵器の無台杯・短頚壷（155）・横瓶（156.157）・髪、土師器の長

胴髪が出土した。須恵器壷･髪の破片が多い。156.157はいずれも横瓶の閉塞部で、156は外面にカキ目を施し、内

面に焼きはじけのような剥離痕が残る。

ＳＫ１３（第43図158、写真図版13）土師器の小妻（158）が出土した。ロクロ痕が胴部に残る。口縁は外側へ

「く」の字状に屈曲する。時期は９世紀代中葉と推定される。火を受け、全体に赤みを帯びた色になり、もろく

なっている。

ＳＫ２０（第43図159～169、写真図版14）須恵器の無台杯（159）・杯蓋･盤（165）・有台杯（161）・稜椀（166）・

長頚壷（164）・妻、土師器の無台椀（162.163）・小妻・鍋（169)、黒色土器の無台椀、白磁の碗（167）・皿、羽

口（168）・土錘・鉄津が出士した。

ＳＫ２２（第43図170～174）須恵器の無台杯（170）・髪（174)、土師器の椀･長胴妻（172)、黒色土器の無台椀

（171)、製塩土器、白磁の碗（173)、士錘、土器片円盤、鉄津、石が出土した。172は底部内面にハケ目が残る。

ＳＫ２３（第43図175～177、写真図版14）須恵器の無台杯・有台杯（175）・壷・髪、土師器の無台椀（177）・長

胴妻、黒色土器の椀、緑紬陶器の椀（176)、軽石、鉄津、石が出土した。石は破砕されている。大形椀型津など

の鉄津886.29が出土した。

ＳＫ２６（第43図178～183、写真図版14）須恵器の無台杯（178.179）・杯蓋（180）・有台杯・妻（183)、土師

器の無台椀（181）・無台皿、黒色土器の椀/皿（182)、鉄津、炭が出土した。178は厚手の作りである。このほか

に内面にタール状のものが付着した士師器椀小片が出土した。

ＳＫ２７（第43図184～191、写真図版14）須恵器の無台杯（184）・有台杯（185）・鉢、土師器の妻・長胴謹

（188）・鍋（189～191)、黒色土器の椀（186)、緑紬陶器の椀/Ⅲ（187)、鉄津が出土した。185は底部欠損してい

るが、器高が高いことから有台杯とした。

ＳＫ２８（第43図192～195、写真図版14）須恵器の無台杯（196）・有台杯・長頚壷（195）・鉢（194)、土師器の

無台椀・小髪・長胴妻・鍋・佐渡饗、黒色土器の有台椀（192)、羽口、砥石、鉄津、鉄塊、石が出土した。鉄津

は1530.69と多い。

ＳＫ２９（第43図196～204、写真図版14）古墳時代の土師器妻（201)、須恵器の無台杯（196）・有台杯・横瓶

（203）・妻（202.204)、土師器の無台椀・小髪（200）長胴妻・鍋（199)、黒色土器の椀（197）・皿（198)、査

器系陶器妻、鉄津（173.Ｏｇ)、石が出土した。

ＳＫ３０（第44図205～214、写真図版14）古墳時代土師器高杯（205)、須恵器の無台杯（206～208.210.211）・

有台杯（209）・壷・妻（213.214)、土師器の小妻・長胴尭（212)、黒色土器椀、石、炭が出土した。２０６．２０７の

器壁や底部が厚手であることや、209が浅身であることから時期は８世紀後半～９世紀前半の可能性がある。２１３

の胴部は薄手である。

ＳＫ３１（第44図215～217、写真図版14）土師器の無台椀（215.216）・小髪・妻、黒色土器の椀、軽石、石製

紡錘車（217）が出土した。２１５．２１６は、胎士が非常に精良で軟質な焼成である。

ＳＫ３３（第44図218～222、写真図版14）須恵器無台杯（218.221)、土師器の椀（222）・長胴髪、黒色土器の

椀（219)、緑紬陶器椀（220)、鉄津（217.79)、石、銭貨（⑳）が出土した。220の胎土は軟質で、洛北産であ

る。⑳は万年通宝（760年初鋳）で表面が磨り減っている。

ＳＫ３５（第44図223～225）須恵器の無台杯（223～225）が出土した。いずれもやや厚手の作りである。

ＳＫ３６（第44図226～229）須恵器の無台杯（226）・杯蓋（227）・有台杯（228)、土師器の無台椀（229）が出

土した。229は底部外面から胴部にかけてロクロケズリされて丁寧に調整され、底部外面に「高」の可能性がある

2６



墨書がある。

ＳＫ３７（第44図230.231）土師器の無台椀（230)、黒色土器の椀（231）が出土した。231は口～胴部外面にす

すが付着し、灯明具と推定される。

ＳＫ３８須恵器の無台杯が出士した。小片のため図示していない。

（５）小穴

須恵器や土師器の小片が多く、形を復元できたものは少ない。

232は須恵器の有台杯、233は須恵器の無台杯である。234は黒色土器の有台椀/皿で、底径6.0cmである。土師器

の高台に比べ少し厚手である。235は緑紬陶器の耳皿である。236は須恵器の妻の頚～肩部である。

第３項遺構外出士の遺物

第45図239～第54図500（写真図版１４．１５）が遺構外から出土した古代の遺物である。以下、種別・器種ごとに

記す。

239～334は須恵器である。239～290.292～296は無台杯で、そのうち292～296は底部外面糸切りである。291.

297は皿である。298～302は無台盤で、小泊下口沢窯・カメ畑２号窯で類例がある〔文献９〕。303～313は杯蓋で

ある。314～326は有台杯で、へラ切りと糸切りの２種類があり、後者は頚城地方で生産された可能性がある。

３１４．３１６．３２０は浅身で高台が底部外面の外側寄りに付き、時期は８世紀代と推定される。３２８．３２９は有台椀で

ある。328は底部外面糸切りである。330は折縁杯である。331は双耳杯で、取手の端部が丸く摩滅している。中

条町蔵ノ坪遺跡、荒川町鴨侍遺跡などで出土している〔文献１７．２２〕。332は和島村下ノ西遺跡で類例があり、稜

椀と思われる〔文献31〕。333は高杯で、新潟市的場遺跡や釈迦堂遺跡で出土例がある〔文献３〕。334は有台盤で

ある。

335～352.354～358は土師器無台椀である。350は立ち上がりが急で、底部外面はへう切りである。354の胎士

は精良で、ロクロケズリにより平高台を作り出している。355～357は無台皿である。358は双耳杯で、外面赤彩で

ある。口縁部に幅約２ｍの沈線がめぐる。他の土師器椀類に比べ、深身である。

353.359～362は黒色土器である。352は立ち上がりを手持ちへラケズリしている。362は幅約１mmの沈線が２本

以上めぐる。

363～376は施紬陶器である。363～367は緑紬陶器である。364は稜皿で、ほとんど紬が剥がれ落ちている。363.

365～367は有台椀もしくは皿である。財団法人京都市埋蔵文化財調査事務所の平尾政幸氏から、京都府洛北産で

平安京Ⅱ期古段階（840～870年頃）のものとご教示頂いた〔文献８〕。368～375は灰紬陶器の椀･皿である。独立

法人京都博物館尾野善裕氏から、一部に東濃産の可能性を持つものも少量含むが、愛知県猿投産が多く、時期は

黒笹90号窯式期とご教示頂いた。376は灰紬陶器壷で、底部はロクロケズリにより高台を作り出している。

377～425は墨書・刻害土器である。詳細については第４項に記す。

426～456．①は土師器煮炊具である。426～438.①は小妻、439～444は長胴妻、445は佐渡妻である。447～456

は鍋である。①は内面に漆と思われる膜が複数重なっている。446は口縁部が短く屈曲し、口部がすぼまり気味

である。胴部外面に縦方向のハケ目が施され､厚さ約1.8ｃｍと厚手で、春日真実氏より中之口村茶院遺跡に類例が

あるとご教示頂いた。

457～467は須恵器壷である。457～461.466は短頚壷である。457は小形品である。459は「く」の字状に口縁部

が外反する。口縁部と胴～底部は接合しないが､紬の色と胎土から同一個体と判断した。460は器壁が厚く、胎士

が白っぽくぼそぼそしており、478の鉢と似ている。外面は淡緑灰色の自然紬がかかる。楢崎彰一氏より８世紀
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第４項墨書・刻書土器

出土した墨書･刻書土器は131個体である。墨書あるいは刻書１か所につき１点と数えた。２か所以上墨書され

るものがあったため、図表中の墨書・刻書の点数は個体数より多い。第２表に文字種一覧、第12図に分布図を示

した。第12図中の傍線があるものは刻書、（）がつくものは内面に書かれたものである。

（１）器種と部位

種別は、須恵器77点、土師器43点、黒色土器11点である。文字等の書かれた部位別に見ると、須恵器では底部

外面が最も多く、土師器では胴部が多い。１３１（18）は土器を逆位に置き、底部外面から書き始めている。

（２）出土位置

遺構別では竪穴住居（ＳＸ６）が最も多く16点、次いでＳＤ３・ＳＫ６が３点、ＳＫ３３が２点、ＳＤ４．６、

ＳＥ１．４．６，ＳＫ９．２０．２２．２３．２６．３６、ＳＢ６、４Ｂ１４ｐ２・４Ｂ１７ｐ１．５Ｂ１３ｐ１．５Ｂ１６ｐ４か

ら１点である。調査区南側に多く出土し、古代の遺構分布の傾向と一致する。

（３）釈文

墨書は19種の文字と２種の符号が確認された。文字種とその点数を見ると、「十」が７点、「寺」５点、「田」４

点、「井」・「高」・「福」各３点、「大」２点、「西」・「善」・「田部」・「村」・「山」・「衣」．「三」・「上」・「太」・「木」

第２表墨書・刻書土器の文字種一覧

2８

後半から９世紀前半に多い器形とご教示頂いた。466は胴部外面に隆帯が巡る。462～465.467は長頚壷である。

468～471は横瓶で、470.471には外面に焼成時に使用した焼き台と思われる破片が付着していた。472～474は妻

で、472の頚部には「大」と刻書されている。475～478は鉢で、475は口縁部が外へ屈曲し、ロクロ目の凹凸が明

瞭で、底部外面は平高台である。焼成はやや軟質である。平尾氏より、畿内産で緑紬陶器と同時期のものとご教

示頂いた。478は器形と胎士から越後国外の産と思われる。480～500は製塩土器で、大形品（496～500）と小形品

（480～495）に分けられる。前者は煎蒸用、後者は焼締め用に用いたとされる〔文献53〕・小形品の中には中世の

柱状高台状の底部を持つⅢとよく似たものがあるが、ここでは、糸切痕が無く胎士が粗いものを製塩土器とした。

481は出山式によく似ている。柱状高台状の底部を持つものは石川県滝・柴垣遺跡などに類例があり、越後・佐

渡の製塩土器は若狭で発達し、能登で確立された技術が伝わったと考えられており、それを裏付ける資料と思わ

れる。

479は石帯の蛇尾で〔文献３〕、表面は丁寧に磨かれて光沢がある。潜り穴は３か所穿孔されている。石材は群

馬県沼田産の黒色粘版岩であることを財団法人石川県埋蔵文化財センター垣内光次郎氏からご教示頂いた。これ

らも一旦京都へ運ばれて加工された可能性が高い。

銭貨は１点あり、⑳は隆平永宝と思われる。

文字 整理番号 」点数 文字 整理番号 』点数

十(墨書） 9０ １ 寺 ７，３８，７７，９１，１０１ ５

十(×か)(刻書） 1５，１６，６０，６１，９７，１３６ ６ 西 1０８ １
一
一
一 7９ 1 衣 6５ １

上 8８ 1 村 5７ １

山 ５１ １ 高 23,35,112 ３

木 1０５ １
釜
目 ４７ １

井 2６，７３，１０９ ３ 福 2９，４４，１１８ ３

大 1０７，１３４ ２ 田部 5３ １

太 9８ １ Ｓ(記号） 2７ １

田 １４，４２，５１，５４ ４ 合計3８（文字37,記号l）
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が各１点である。文字の内容別では善・福は吉祥句、三・十は数、寺・井は施設を示すと考えられる。また、刻

書はすべて「十」で、「＋」や「×」など符号の可能性もある。

第４節中世

第１項概要

遺物の時期は、大きく平安時代後半～鎌倉時代（11世紀後半～13世紀）と室町時代（14～１５世紀）の２時期に

分けられる。中世土師器・白磁・青磁・青白磁・瀬戸・珠洲・盗器系陶器・石鍋が出土した。土器・陶磁器の産

地および時期については、北陸中世考古学土器研究会、中条町教育委員会水津幸一氏、新発田市教育委員会鶴巻

康志氏、上越市教育委員会笹津正史氏よりご教示頂いた。以下に土器・陶磁器の器種について記す。

（１）土器

概報で土師質土器としていたが、種別名を中世土師器に改めた。分類･編年的位置付けは文献29を参考にした。

器種は皿が確認されている。製作方法からロクロを使用するものと手づくねによるものに分けられ、さらに底部

外面が糸切りされるものと、ヘラ切りされるものに細分される。また、糸切りのものは柱状高台状の底部を持つ

ものと無台のものがある。

（２）貿易陶磁

編年・分類は文献55を参考にした。白磁は、碗・皿・壷が出土した。碗Ⅱ．Ⅳ．Ⅵ．Ⅶ・Ⅸ類、皿Ⅱ．Ⅳ．Ⅶ。

Ｘ類がある。小片が多く、完形品はない。胎土は灰白～淡灰褐色で、紬色は無色に近い灰白～淡黄色である。底

部外面は削り出し高台である。

青白磁は合子と皿がある。小破片のみ出土した。

青磁は、碗・皿・杯が出土した。同安窯系、龍泉窯系がある。胎土はいずれも灰白色で、紬色は、同安窯系は

褐色がかった緑、龍泉窯系は淡青色である。底部外面は削り出し高台である。

（３）国産陶器

瀬戸は、小杯・天目、入子、卸皿・花瓶・鉢が出土した。胎土は灰白色で精良である。小杯・入子・花瓶の底

部外面は糸切りである。

珠洲は妻・ロクロ壷・タタキ壷・鉢が出土した。編年は文献62を参考にした。今回珠洲とした中に、阿賀野市

狼沢窯産の中世須恵器が含まれる可能'性があるが、明確に分離できなかった。また、胴部破片は厚手のものを妻、

薄手のものを壷とした。確認された底部外面は、妻・壷が砂目あるいは静止糸切り、鉢が静止糸切りである。

資器系陶器は、妻・壷・鉢が出土した。底部外面は不明である。色調・胎士・押印から複数の産地から搬入さ

れたと判断した。胎士が精良なものと粗いものに分けられ、胎土が粗く、外面の色調が赤～明褐色で、径１～３

ｍの石英等を含むものを北越窯産、胎士が精良で外面の色調が褐～黒褐色のものを常滑、赤褐色のものを越前と

した。本文中に断りがないものは北越窯産である。

第２項遺構出土の遺物

(1)掘立柱建物

ＳＢ７ｐ６（第54図501）白磁碗Ⅵ類（501）が出土した。

(2)溝

ＳＤ１（第54図502.503）珠洲壷（502）・鉢（503）が出土した。

ＳＤ２（第54図504.505）製塩土器（504)、カマド形士製品（505）が出土した。
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ＳＤ４（第54図506～526､写真図版15）須恵器､灰紬陶器の椀(506.507)、中世土師器皿(508)、白磁の碗(509.

５１１．５１２）・皿（510)、珠洲の髪（513～519）・鉢（520～522)、盗器系陶器妻（523～525)、石鍋（526）が出土

した。遺物の多くは西側へふくらんだ部分から出ている。508は底部外面糸切りである。510は皿Ⅱ類、５１１．５１２

は碗Ｉ類である。515は外面に線刻がある。524は常滑である。526は内面に擦痕が残り、外面には煤が付着する。

木戸雅寿氏による分類ではⅢ類にあたり、１２世紀初頭～13世紀前半の可能性がある〔文献12〕・県内では加治川村

住吉遺跡、新発田市新発田城、板倉町仲田遺跡等で出土している。

ＳＤ６（第54図527.528）黒色土器の椀（527)、土器片円盤（528）が出土した。527は外面に墨書されてい

る。

（３）井戸

ＳＥ１（第55図529～557、写真図版17.21）割抜枠（②）・縦板（529～534)、須恵器の無台杯（536）・壷、土

師器椀（535)、白磁皿（539.540)、珠洲の妻（541）・鉢（542)、漆器皿（537）・椀（538)、箸（543～557）が出

土した。５３９．５４０は皿Ⅶ類、542はＩ期と推定される。箸は一端が欠けるものが多い。

ＳＥ２（第55図558～第56図575、写真図版17）縦板（560～562）・横桟（563～566）・結桶（②～⑪)、須恵器

の有台杯・横瓶（563）・妻（562)、土師器の無台椀、灰紬陶器、中世土師の器Ⅲ（567)、珠洲の妻（558.559）・

鉢（571～575）が出土した。567は底部外面へラ切りである。５７１．５７２．５７４．５７５の時期はⅢ～Ⅳ期と推定され

る。

ＳＥ３（第56図576～第57図579、写真図版17）曲物（576.577）須恵器の無台杯（578)、土師器の長胴妻・

鍋、黒色土器の椀、珠洲の鉢（579)、桃の種が出土した。579の時期は0期と推定される。

ＳＥ４（第57図580～591、写真図版１８．２１）須恵器の無台杯（580）・杯蓋・壷蓋・壷・髪（582)、土師器の無

台椀・長胴妻・鍋、黒色土器の椀、緑紬陶器の皿（581)、製塩土器（583)、中世土師器、白磁の碗（584）・皿

（585)、珠洲の妻（587)、査器系陶器の壷（586)、漆器有台椀（591）・箸（589.590）・不明木製品（588)、軽

石、鉄津・羽口、桃の種が出土した。584は碗Ⅶ類、585は皿Ⅱ類である。

ＳＥ５（第57図592～第58図602、写真図版18.22）曲物（592～594)、須恵器の蓋（596～599)、土師器の無台

椀（595)、中世土師器皿（601)、珠洲の妻、資器系陶器の妻（600)、折敷（602）が出土した。592は外側に一部

斜めにケビキが入る。本体とはかまの間にヘギ板が差し込まれている。601は底部外面へラ切りである。602は

片面に刃物痕が残る。

ＳＥ６（第58図603～第59図614、写真図版１８．２１）曲物（608.609)、須恵器の無台杯（603）・妻（604)、珠

洲の妻（606）・鉢（607)、刀子の柄（610）・箸（611～613）・下駄（614）が出土した。607の時期はＶ期と推定さ

れる。614は連歯下駄である。

ＳＥ７（第59図615～622、写真図版18）縦板（615）・横桟（616.617）・曲物（618)、須恵器の妻（619)、土

器片円盤（620)、箸（621.622）が出土した。

ＳＥ８（第60図623～627、写真図版１８．１９．２２）曲物（623.624)、須恵器の妻（625)、白磁の碗（626)、珠

洲の鉢（627）が出土した。626は碗Ⅶ類である。627はⅡ期と推定される。

ＳＥ９（第60図628～第61図663、写真図版１９．２１）曲物（628.635)、須恵器の壷蓋（629）・壷・妻（637)、

製塩土器（630)、中世土師器のⅢ（631)、白磁の碗（632)、珠洲の妻（633.634）・壷（638.639)、査器系陶器

の妻（640～642)、土器片円盤（661.662)、士錘（663)、箸（643～659）・不明木製品（660）が出土した。６３１

は、１１世紀後半から12世紀代と推定される。

ＳＥ1０（第62図664～第62図677、写真図版19）曲物（664)、土師器の無台椀・高杯（665）・小妻・髪、須恵器
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の無台杯・壷蓋・壷・蜜（667.668）白磁の皿、珠洲の壷（670.671）・鉢（669)、士錘（676)、土器片円盤

（677)、箸（672～675）、石が出土した。

ＳＥ1１（第62図678～第63図691、写真図版19）曲物（678）・板材（679.680）・底板（681)、古墳時代土師器

髪（682)、須恵器の無台杯・杯蓋・壷・妻、土師器の無台椀（683）・妻・鍋、黒色土器の椀、白磁のⅢ（684)、

珠洲の壷（685.686）・鉢（687)、盗器系陶器の髪（688)、士錘（690.691)、砥石（689）が出土した。678はハ

カマの綴皮が３列あり、綴じ目の間隔も狭い。687の時期はＩ期と推定される。

ＳＥ1２（第63図692～第64図705、写真図版１９．２０．２１．２２）曲物（692～694）・横桟（695～698)、須恵器の無

台杯・杯蓋・有台杯・妻・横瓶・鉢、土師器の無台椀・小妻・妻・佐渡妻、黒色土器の椀、青磁の杯（699）・碗

（700)、珠洲の妻（701)、盗器系陶器の妻（702)、曲物底板（703.705）・折敷（704）が出士した。曲物は残り

が良く、いずれもハカマがしっかりとはまっていた。692はケビキが内面上部から中ほどまでと下端まで入るも

のがある。704は右半分を欠損し、表面左端が一部剥落する。左側中ほどから下側に刃物傷がある。墨書は中央

に三行書かれており、小林昌二先生に下記の通り釈文を頂いた。文意は不明である〔文献６〕。

「その□□

所〃の条〃□〔札力〕

存こそハ ー □ た □ 」 0 6 1型式

ＳＥ1３（第64図706～第６５図711、写真図版20）曲物（706.707)、須恵器の無台杯・杯蓋・横瓶・妻、土師

器の無台椀・皿・小妻・長胴妻・佐渡妻、珠洲の妻（708）・鉢（709）・壷（710.711)、士錘、鉄製品、鉄津

（103.49）が出土した。

ＳＥ1４（第65図712～第67図731、写真図版20）曲物（712）・横桟（713）・模（724）・割抜枠（725～731)、須

恵器の無台杯・杯蓋・有台杯（714）・壷・妻、土師器の無台椀・皿（715）長胴妻・鍋（717）・佐渡妻、黒色土器

の椀（716)、製塩土器、中世土師器の皿、青磁の碗（718）・杯（719)、珠洲の妻（720）・鉢（721.722)、土錘、

横槌（723)、釘、鉄津（175.59)、石が出土した。725～731は１本の木を分割して作られたものと思われる。内

面下端を削っている。718は龍泉窯系の縞蓮弁文碗で、１３世紀代と推定される。723の図面左端が一部黒く焼け焦

げ、欠損している。

ＳＥ1５（第68図732～735、写真図版20）曲物（732)、須恵器の無台杯・杯蓋・妻、土師器の無台椀・小髪・長

胴髪・鍋、青磁の碗・杯、珠洲の妻・鉢、盗器系陶器の妻（738)、土錘（734.735)、石が出土した。

ＳＥ1６（第68図736～第６９図743、写真図版20）曲物（739.740)、須恵器の無台杯・有台杯・妻、土師器の

無台椀・小妻・長胴妻・鍋・佐渡妻、黒色土器の椀、青磁の碗・杯、珠洲の妻（736.737）・鉢、折敷（741.

742）・箸（743)、鉄津33.99が出土した。

ＳＥ1７（第69図744～第70図758、写真図版21）曲物（745.746）・横桟（747～750）・縦板（751)、須恵器の無

台杯・髪、土師器の無台椀・小謹・長胴髪・鍋・佐渡髪、中世土師器の小皿（752）・皿（753)、白磁の碗（754）・

青磁の碗・皿（755)、珠洲の妻（756）・鉢（757.758)、砥石・硯、土器片円盤・士錘、桃の種が出土した。７５２．

753はいずれも手づくねである。754は碗Ⅳ類である。755は同安窯系の皿である。757の時期はＩ期と推定され

る。桃の種は、１～６層から５個ほど出土した。

（４）土坑

ＳＫ６（第70図759～767、写真図版13）須恵器の無台杯（759）・杯蓋（761）・妻、土師器の無台椀・長胴髪・

鍋、黒色土器椀（762)、灰紬陶器皿（763)、中世土師器皿、白磁、青磁、珠洲の妻･鉢、査器系陶器が出土した。

ＳＫ７（第70図768～770）須恵器の無台杯・杯蓋・髪、土師器の無台椀・長胴妻・鍋、中世土師器、白磁碗

3２



（768)、青磁碗、珠洲の妻（769）・鉢（770)、資器系陶器が出土した。

ＳＫ９（第70図771～第72図892、写真図版１５．２１）須恵器の無台杯・杯蓋（774）・妻、土師器の無台椀・長胴

妻・鍋、黒色土器の有台椀（774)、灰紬陶器の壷（772)、中世土師器、白磁の碗（775)、青磁の碗（776.777)、

珠洲の妻（778～780）・壷（781～785）・鉢（786～792)、盗器系陶器（793～797)、石帯巡方（773)、土器片円盤

（798～801）・土錘（802)、砥石（803）・硯（804)、棒状製品（805）・漆器有台椀（806.807）・折敷（808.809）・

箸（810～889）・下駄（890）・草履の芯（891.892）が出土した。

773は、黒色粘板岩製である。表面及び側面はよく研磨されている。裏面は潜り穴４か所あり、左下がりの擦痕

が残る。石材の産地は群馬県沼田産と垣内光次郎氏より御教示頂いた。774は畿内産のものと器形や成形技法が

よく似ている。西日本から搬入された可能性があることを寺泊町教育委員会八重樫由美子氏よりご教示いただい

た。珠洲播鉢の時期はⅡ～Ⅲ期と推定される。807は内外面黒色漆塗の椀である。胴部外面に「木｣、底部外面内

面に「森」の字が朱書され、また底部外面には「Ｘ」の線刻がされている。箸は、１．２次合わせて全部で100

点以上出土している。890は差歯下駄で、かかとがあたる部分に807の椀と同じ線刻がある。８９１．８９２は、大きさ

が同じことから一対で使用されたものと思われる。

ＳＫ３４（第73図893.894）黒色土器の椀（893)、土師器の小謹（894）が出土した。

ＳＫ３９（第73図895～902）中世土師器の皿（895)、珠洲の妻（896.897）・壷（898）・鉢（899.900）・餐器系

陶器の壷（901.902）が出土した。

（５）小穴

中世土師器（903～907)、白磁の碗（908.909）・皿（910)、珠洲の妻（911～913）・鉢（914)、砥石（915）が

出土した。903～905は底部外面糸切り、９０６．９０７はへう切りである。908は碗Ⅸ類、909は碗Ⅳ類、910は皿Ⅱ類

である。914はＶ期と推定される。

第３項遺構外出士の遺物

（１）土師器

第74図920～961が中世土師器の皿である（写真図版22)。４Ｃ２２，５Ｂ３．７，５Ｃ６．７グリッド中心に出土

している。920～930の底部外面は糸切りである。920～922は皿の高台部分である。底径3.7～4.6cmで、時期は１１

世紀後半～12世紀と推定される。923は水津氏より上越市至徳寺跡ＳＫ２９出土土師器皿に類似し、時期は11世紀

後半から12世紀代とご教示いただいた〔文献10〕。

932～952は底部外面へラ切りで、932～941は口径6.8～9.1ｃｍと小形である。942～952は口径10.2～12.0ｃｍと大

形で、胎土は精良である。946～948.950にはススが付着し、灯明具と思われる。９４５．９４６．９４８．９４９．９５１は底

部外面の屈曲部がでっぱる特徴があり、へラ切りの中でも古い段階とされる〔文献29〕。県内では下越地方に多く

みられる。時期は13世紀代である。

953～961は手づくねで、953は口縁部に面取りを施す。956.957は胴部外面に指圧痕が残る。960.961は内面に

圏線が残る。９５６．９５７．９６１にはススが付着し、灯明具と思われる。時期は954が13世紀代、９５９．９６１が15世紀代

と推定される。

（２）貿易陶磁

第74図962～第75図1024が貿易陶磁である（口絵写真３．４)。白磁は碗（962～1001）・皿（1002～1008）が出

土した。このほかに壷の可能性がある底部が出土した。962～966が碗Ⅱ類、967～982が碗Ⅳ類、985が碗Ⅵ類、

９８３．９８４．９８６．９９０．９９１が碗Ⅶ類、987～989.992が碗Ⅸ類である。996～998は皿Ⅱ類で、屈曲部の内面に浅い
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段がある。999は皿Ⅵ類である。1001.1002は皿Ⅶ類で、内面に櫛描文がある。1000は皿Ｘ類で、内面に櫛描文と

へラ描き文が見られる。時期は11世紀後半から12世紀前半と推定される。

青白磁は合子の蓋（1003）と小皿（1004）が出土した。いずれも花弁状に成形されている。1004は薄く、紬色

は淡い水色である。

1005～1024は青磁である。1005～1008は同安窯系で、時期は12世紀後半から１３世紀前半と推定される。1006～

1024は龍泉窯系である。1015～1019.1022が碗Ｉ類縞蓮弁紋で13世紀前半、1019～1021.1023は杯である。１０３０

は蓮弁紋が線描きされ、１５世紀代と推定される。また、⑭は碗もしくは杯の見込みに双魚文、⑮は花弁状の文様

がみられる。

（３）国産陶器

第75図1025～1031が瀬戸である（写真図版22)。小杯（1027）・入子（1025.1026）・卸皿（1028.1029）・仏花

瓶（1035）・天目（1030）が出土した。入れ子は無紬、小杯・天目は鉄紬、卸皿・花瓶は灰紬がかかる。1025.

1026は前Ⅱ～Ⅲ期、1027は前Ⅳ期、1028は後Ⅱ～Ⅲ期、1035は前Ⅳ期と推定される〔文献15〕。1035は胴部上半部

に２条の沈線が施文される。

第75図1032～第78図1121が珠洲である（写真図版２２．２３)。妻（1032～1060）・壷（1061～1074）・鉢（1075～

1121）がある。1032.1033はＩ期、1034はＩ～Ⅱ期と推定される。1048は底部外面に砂の痕が残る。1061～1067

はロクロ壷で、口縁部からや肩部に波状文が施される。1061は端部と頚部内外面に波状文が施され、Ⅲ期と推定

される。1062.1063は四耳壷である。1074は底部外面が回転糸切されており、Ｉ期と推定される。1068～1074は

タタキ壷である。1075～1078は卸し目がなく、内面が少し磨耗していることからこれ鉢であろう。1078は外面に

線刻がある。1102.1106は口端部および内面に波状文が施される。1094は卸目が曲線で、装飾的であることから

Ｉ期と推定した。1096は内面に菊花状の押印があり、Ｉ～Ⅱ期の可能性がある〔文献１〕。１０８１．１０８３．１０８４．

１０８７．１０９２はＩ期、1076～１０７９．１０８５．１０８８．１０９１．１１０１はⅡ期、１１００．１１０１．１１０３．１１０５．１１０８．１１１０．１１１４

～1117はⅢ～Ⅳ期、１０９９．１１０２．１１０４．１１０６．１１１１～1113はⅣ期、1119はＶ期と推定される。

第77図1122～１１４４が盗器系陶器である（写真図版23)。白磁の分布とほぼ重複する（第13.14図）1122～1137は

北越窯産である。妻（1122～1135.1137）・壷（1136）がある。1122～1125.1127～1137は簾状文、1126は菊花文

が押印されている。1138～1141は常滑である。いずれも妻である。1141は口縁部内面に沈線がめぐり、頚部は湾

曲し、常滑編年の２期（1150～1175年頃）と推定される〔文献55〕。1139は格子状文が押印されている。時期はい

ずれも12世紀代と推定される。1142～1144は越前である。1142は摺鉢で、卸目の端部に沈線が巡る。1143は中形

の壷の胴部破片である。1144は妻で、外面に格子状文が押印されている。鶴巻氏からいずれも１５世紀から16世紀

代とご教示頂いた。

第５節近世以降及び時代不明遺物

近世の遺物は客土や撹乱からの出土が多く、一括'性は低い。残りの良いものを選び、写真を掲載した（写真図

版24)。磁器は肥前系の碗や皿が多い。陶器は越中瀬戸の壷や､肥前系の摺鉢、土器は在地産と,思われる陪絡など

がある。⑳はⅢで、内面に緑紬がかかり、見込みは蛇の目紬剥ぎされている。内野山遺跡に類例があり、１７世紀

後半から18世紀代と推定される。⑳は皿で、内面口縁部に文様が描かれ、見込みが蛇の目紬剥ぎされている。口

縁部に小さい打ち欠きが３か所あり、ススが付着するため灯明具として用いられたと思われる。時期は18世紀代

と推定される。⑳は丸碗で、高台に二重圏線が描かれる。高台の接地面は紬剥ぎされている。⑳は広東碗で、見

込みに文字が書かれている。⑳・⑪は越中瀬戸である。⑳は壷口縁部で、外面褐紬がかかる。⑪は壷の底部外面
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で、糸切りである。⑫は肥前系の橋鉢で、口縁部のみ鉄紬がかかる。時期は17世紀後半である。⑬は江戸時代以

降の土師質の玩具である。宝船を模したもので、中央の木は珊瑚である。

時代が特定できなかった遺物について記述する。鍛冶関連遺物について新津市教育委員会渡漫朋和氏からご教

示頂いた。また、鉄製品について新潟県埋文事業団にＸ線写真を撮影して頂き、遺物について三ツ井朋子氏・尾

崎高広氏からご教示頂いた。

土錘（第79図1145～1183、写真図版23）平箱１箱分出土した。すべて土師質である。径1.1～1.9cmの細形

（1145～1152.1159)、径2.2～5.8cmの太形（1153～1158.1160～1183）に分けられる。太形のものは、さらに両

端がやや細く胴の中央が膨らむ紡錘形のものと、端と中央で径の大きさがほとんど変わらない筒形のものに細分

できる。完形品の長さは６～７cm台が多い。一端が欠けるものが多い。

土器片円盤（第79図1184～第80図1316､写真図版23）平箱１箱分出土した。ほとんどが須恵器妻の胴部破片を

素材として周囲を打ち欠いたものである。

石製品（第80図1317～第81図1337、写真図版１５．２３）砥石（1317～1332）・石製権（1333.1334）・軽石・硯・

紡錘車がある。1342.1343は上部に径５mm程度の穴が穿孔され、石製権と判断した。望月精司氏により北陸地方

における出土事例の集成が行われ、「権状錘」とされているが、「権」「錘」いずれもおもりを意味するため、ここ

では「石製権」とした。新潟市的場遺跡、新津市上浦Ａ遺跡などで類例があり、時期は古代と推定される〔文献

60〕・砥石は54点出土した。大きさは幅４cm前後のものが多く、厚さ３cm以上、２cm前後、５～７mmの薄いもの

に分けられる。軽石は81点出土した。士錘の分布とほぼ重複する。大きさは拳程度のものが多い。用途は不明で

ある。1335.1336は硯である。陸の部分に波状の線刻が施される。時期は中世の可能性が高い。

鍛冶関連遺物（写真図版２３⑯～⑳）炉壁（⑯～⑲）・鉄津（⑳）・羽口・鉄塊・銅津が出土した。鉄津・羽

口･鉄塊を一括して鉄の鍛冶関連遺物として合わせて計量したところ、合計で17887.3ｇ出土した（第14図)。４Ｃ

７．１２．１７，５Ｂ１．６グリッドに集中し、鍛冶関連遺構と推定されるＳＫ２３．２８の周辺に多い。鉄津の中には、

平安時代の土師器や須恵器の小片が付着しているものもあり、これらは中世以降のものと推定される。また、銅

津もごく少量出土した。

金属製品（第81図1338～1366写真図版24）鉄製品（1338～1366）と銅製品（写真）が出土した。鉄製品は小刀

（1338～1340）・刀子（1341～1344）・鎌（1345～1347）・鎌（1348）・飾り金具（1349～1352）・釘（1353～1364）・

鑑（1365）・鉄・紡錘車（1366）が確認された。膨れた赤錆に覆われ、肉眼では元の形がわからないものが多い。

小刀にはいずれも目釘の跡がない。飾り金具は、一辺約２cmの菱形の薄い鉄板の中央に約０．５cmの軸を通したも

のである。古代では新潟市的場遺跡、中世では富山県梅原胡摩堂遺跡などで類例がある〔文献58〕・

銅製品は、板状製品（⑮）が出土した。厚さ約0.5ｍと薄く、上部に穴が空けられている。装飾品の一部と思わ

れる。銭貨は５点確認され、そのうち⑳は崇寧通宝（1102年初鋳）の可能性がある。

泥面子（第81図1367～1387、写真図版24）直径1.5cm前後、厚さ約３mmで、片面に型抜きにより文様や文字を

持つおはじき状の士製品である。江戸時代から明治時代の所産と推測される。

動物遺体焼けて白骨化した魚骨細片が少量採集された。
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第１節遺跡の変遷

第１項古墳時代

第６章まとめ

遺構は無く、遺物は土師器の妻や高杯などが少量出土したのみで、調査区内に居住していたかどうか不明であ

る。土器の時期は古墳時代前期と推定され、山木戸遺跡にみられる最も古い生活痕跡である。

第２項古代（奈良時代から平安時代前半）

８世紀前葉から10世紀初頭にかけての遺構と遺物があり、８世紀前葉から中葉、８世紀中葉から９世紀前葉、

９世紀中葉から10世紀初頭の３時期に細分される。

８世紀前葉から中葉の遺構は、竪穴住居が１軒ある。古墳時代前期以降200年以上の期間をおいて住居が現れ

ることから、自然発生したものではなく、聖篭町山三賀Ⅱ遺跡にみられるような、律令体制下で政策的に集団で

移住し、成立した集落の一部と思われる。竪穴住居のかまどから出土した糸巻型支脚が、新潟県柏崎市や石川県

能登半島などで類例があることから、北陸方面とのかかわりが想定される。

８世紀中葉から９世紀前葉は、新津丘陵産と思われる須恵器が少量みられ、集落の規模は不明だが、住み続け

ていたと考えられる。

９世紀中葉から10世紀初頭は、遺構は掘立柱建物や溝、士坑などが確認され、遺物は土器・陶磁器などが豊富

に出土している。９世紀前葉までの出土遺物は、越後国内で生産されたもので占められているが、９世紀中葉以

降の遺物には、京都府や愛知県など遠隔地からの搬入品が含まれる。このことから、それまでと比べて内水面と

海上の交通網が発達したことを背景に、越後国内外を結ぶ港として機能する時期ととらえられる〔文献36〕。ま

た、須恵器や土師器より高価な施紬陶器が食器構成の一部を占めることから、裕福な層の存在と、石製権や石帯

など官簡的様相を示す遺物から、国・郡などの役所との関わりがうかがえる。都への貢納品を搬出する積出港で

あった可能'性も指摘されており〔文献35〕、漆入りの小妻は、税として納めるための品であった可能性がある。ま

た、盤や皿などの浅身の食膳具が周辺の遺跡と比べやや多く、このような食器の構成は、北陸南西部と共通する

〔文献14〕。

また、山木戸遺跡で行われたと思われる手工業のうち、鍛冶や製塩は、燃料や工人の確保、高度な技術を要す

ることから国や郡などの関与が無ければ運営は難しいことと、柱状高台状の底部を持つ製塩土器が、能登半島の

古墳～奈良時代の遺跡に見られることから、集落が成立した奈良時代から行われていた可能性が考えられる。漁

業や鍛冶は、開始時期の特定が困難であるが、古代から行なわれていた可能性がある。

以上を整理すると、８世紀代に成立した集落は、９世紀中葉以降周辺の水上交通が整備されるのを画期として、

港湾としての機能を高めていったと推定される。また、官簡関連遺跡と考えられる新潟市的場、緒立遺跡と比べ

ると、遠隔地からの搬入品や官荷的様相を示す遺物の存在、水上交通の便がよい立地であること、製塩・鍛冶な

どの手工業が行なわれていたことなどの点で共通する。しかし、山木戸遺跡で出土した官簡関連遺物は少量で、

祭祁に伴う遺物がみられないことや、大形建物が発見されなかったことなどから、官椅補完施設として遺跡が成

立した可能性をあげておき、山木戸遺跡とこれらの遺跡との関わりを今後の検討課題としたい。
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第３項中世（平安時代後半から鎌倉時代・室町時代）

１１世紀後半から再び遺構・遺物が増加する。この時期、中国など東アジアとの貿易が現在の福岡県などを中心

に活発に行われ、越後国にも多くの貿易陶磁が搬入されるようになる。

遺構は、井戸が多く、区画溝があることなどから、調査区は家屋敷の一角にあたると考えられる。１１世紀後半

から13世紀頃まで石川県・愛知県・福岡県、中国などの遠隔地からの陶磁器などが搬入されており、より物資が

広域に流通するようになる。博多から北上する日本海ルートが確立されていることから、交易の拠点として機能

していたと考えられる。また、ＳＥ２から出土した結桶について、１２～13世紀は福岡県近辺のみ出土し、全国に普

及するのは14世紀以降とされていることから、搬入品の可能性が高く、博多との直接交易の可能性を指摘されて

いる〔文献60〕。

１３世紀後半を境に遺構・遺物量が減り始め、１４世紀代には遺構・遺物はほとんどみられなくなる。１５世紀代の

中世土師器・珠洲・青磁などがわずかにみられるだけとなる。新砂丘Ⅲの堆積が始まるころとされていることか

ら、土砂の堆積などにより港湾機能が損なわれ、遺跡の衰退の一因となった可能性がある。

第４項江戸時代から現代

遺構は士坑と溝が確認され､遺物は17世紀後半～18世紀代の茶碗や陪焔などの日常雑器が多い。寛永1６（1639）

年横越島絵図で「山木戸新田」として山木戸の地名が初めて現れる。中世までの水上交通や交易の要所としての

機能は見られなくなり、新田開発に伴って農業を中心とする集落が成立したと推定される。近代以降も治水対策

や土地改良事業などによる農村として発展した様子がうかがわれる。昭和30年代以降住宅地が拡大し、周辺で店

舗が建設されるなど都市化が進み、現在もなお遺跡の周辺では開発が続いている。
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４５新潟市教育委員会199５「平成６年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

４６新潟市教育委員会１９９６「平成７年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

４７新潟市教育委員会１９９７「平成８年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

４８新潟市教育委員会１９９８「平成９年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

４９新潟市教育委員会１９９９「平成10年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

５０新潟市教育委員会２０００「平成11年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

５１新潟市教育委員会２００１「平成12年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

５２新潟市教育委員会２００３「平成14年度新潟市埋蔵文化財調査報告」

５３西川島遺跡群発掘調査団１９８７「西川島能登における中世村落の発掘調査」石川県穴水町教５３西川島遺跡群発掘調査団１９８７１西川島能登における中世村落の発掘調査」石川県穴水町教育委員会

５４日本専売公社１９８０「日本塩業体系考古」

５５日本福祉大学知多半島総合研究所１９９４「｢中世常滑焼をおって」資料集」

５６福岡県福岡市教育委員会１９９７「博多60」

５７北陸古代手工業生産史研究会１９８９「北陸の古代手工業生産」

５８北陸中世考古学研究会１９９８「北陸中世の金属器一生産と流通一」第１１回北陸中世考古学研究会資料集

５９北陸中世考古学研究会２００２「中世北陸の井戸」第14回北陸中世考古学研究会資料集

６０望月精司２００３「古代権状錘に関する一考察一北陸出土権衡資料の検討を中心として－」北陸の古代と土器
究第10号

６１山本信夫１９８８「北宋期貿易陶磁器の編年一大宰府出土例を中心として」貿易陶磁研究８号

６２吉岡康暢１９８９「日本海域の土器・陶磁器中世編」六興出版

6３若林知美２００４「新潟県出土の古代施紬陶器」新潟考古学談話会第28号

4１

北陸古代土器研



4２－

第３表図示遺物一覧

凡例
出土位置出土した遺構もしくは小グリッドを記し、遺構外出土で複数グリッドから出土したものは、番号の若いグリッドを記した。

層位は第３章のとおり統一した。確認調査出土遺物でグリッドが分かるものはグリッド番号を付した。

大きさ、残存度土製品・石製品・木製品・金属製品等は形状により長・巾・厚・径などと記し、残存部の最大値を計測した。

土器・陶磁器は口縁部の残存度または底部を｢1縁部計測法〔文献４〕により計測し、すぺて分母36で統一した。底部を計測したものは、数字の前に底と略記した。

備考色調・焼成・胎土と、付着物など二次的に形成された痕跡を記した。色調は外面の状態を記した。胎土に含まれる砂粒・牒等を合わせて粒子と表し、色・大きさ・量を記した。

おおよそ０．５mm以下のものについては微細と表現し、それより大きいものは最大径を記した。また、器種ごとに観察したため、含まれる量の多少は相対的なものである。

「文字○」は第４表文字資料一覧の整理NQと対応する。

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出土位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

3６ １
２
３
４
５
６
７
８
９

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯高
喪
喪
喪
喪
喪
喪
斐
喪

×× ×

15.2×××

16.8×××

17.7×19,9×１１．５×

21.2×××

21.9×２４．５×９．０×

(胴径16.8）

17.2×１３．９×１１．７×

××６．４×

－
５
６
妬
３
廻
一
１

底９

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

にぶい黄燈色良好粗径２mm以下黒・灰・白色粒子多量

にぶい黄燈色良好粗径２mm以下灰・白・燈色粒子少量

にぶい黄燈色良好粗径２mm以下白・茶．金色粒子少量

にぶい黄楕色良好粗径３mm以下灰・白・燈色粒子多量

にぶい黄燈色良好径３mm以下灰・白．金色粒子少量

にぶい黄楕色良好粗径３mm以下灰・白．燈色粒子少量

にぶい黄燈色良好粗径４mm以下灰・白．茶色粒子少量

にぶい黄横色良好粗径２mm以下灰・白・金色粒子多量

にぶい黄燈色良好粗径１mm以下灰・白・金色粒子多量

3７ ０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

土師器

土師器

土師器

土師器

土製品

土製品

土製品

土製品

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
盤

脚
脚
脚
管
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

斐
喪
喪
斐
支
支
支
土
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５

×８．３

×９．４

×７．０

×１１．５

×７．４

×７．２

×９．１

×径５．

×７．６

×７，７

×７．５

×６．９

×８．１

×８．０

×６．４

×７．４

×８．７

×７．１

×７．４

×７．５

×７．２

×７．２

×８．８

×７．２

×８，４

×１１．４

８
０
８
６
８
７
４
７
７
２
１
４
４
８
９
７
２
４
１
７

●
●

●
ゆ
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
０
●

８
８
２
３
２
２
３
２
２
３
３
３
３
２
２
３
３
３
３
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

7.1

6.6

長33.4

６
８
１
９
６
４
７
４
４
４
４
６
６
６
８
８
４
４

●
●
ａ
Ｏ
●
●
■
●
●
●
の
●
●
●
●
●
申
■

１
１
２
１
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
６
６
７

１
３
３
１

底
底
底
底

一
一
一
一
５
巧
３
３
６
通
、
３
５
加
皿
Ｍ
ｎ
ｍ
ｕ
５
ｎ
５

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

にぶい黄燈色良好粗径２ｍ以下灰．白・茶．金色粒子多量

にぶい黄燈色良好微細な灰・白・茶色粒子少量

にぶい黄燈色良好粗径２mm以下灰・白・燈・金色粒子少量

にぶい褐色良好粗径２ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

にぶい黄燈色良好粗径１mm以下灰・白・茶色粒子多量

にぶい黄燈色良好粗径１ｍ以下灰・白色粒子多量

にぶい黄燈色良好粗径１ｍ以下灰・白色粒子多量

にぶい黄楕色良好粗径２ｍ以下灰・白・茶．橿色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好径３mm以下黒・白色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・灰・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

青灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

青灰色良好微細な黒・白色粒子少量

青灰色良好微細な白色粒子少量

青灰色良好径３ｍ以下白色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

青黒灰色良好微細な黒・白色粒子多量

灰黄色良好径３mm以下黒・白色粒子少量

褐灰色良好微細な白色粒子多量

灰黒色良好微細な黒・白色粒子少量

黄白色良好微細な灰・白色粒子少愚

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

3８ ６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

杯
杯
杯
杯
杯
杯

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

ム
ロ
今
口
今
口
今
口
《
口
《
ロ
今
ロ
ム
ロ
今
ロ
ム
ロ
今
口
今
口

有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有

台椀

椀
椀
椀
椀

ム
ロ
《
口
《
口
《
口

鉦
心
鉦
岬
鉦
へ
鉦
心

有台椀/皿

椀
椀
椀
椀

《
ロ
今
ロ
ム
ロ
今
口

鉦
心
鉦
心
鉦
小
鉦
へ

１

２
０
３
０
２

み
３
３
３
３

摘
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
８
９
８
６
５
２
４
６
８
４
９
６
６
８
０
４
５
３
４
３
０
７

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●

●

①
●
申

９
７
７
８
６
６
８
７
７
７
８
８
７
６
７
５
４
４
６
４
５
６
６

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
３
３
４
０
０
６
４
３
５
９
１
４
９
７
０
１

●

●
●
●

●
●
●
●
●

●

。
●
●
■

●
ｐ
①

３
３
３
２
４
６
６
６
７
６
３
４
４
５
４
５
７

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
５
１
７
８
０
４
２
６
０
２
０
０
２
８
０
２
０
０
４
４

０
①
●
●
●

●
●
日
●
●
甲

●
●

●
①
●
●
●

●
●
●
●

４
４
３
４
４
９
２
４
３
３
４
４
４
０
１
２
６
０
４
５
５
０

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

１
１

１
１
１
１
２
１
１
１
２

６３

別
Ⅳ
⑲
哩
羽
み
釦
８
４
Ｍ
羽
５

摘

底２２

底3３

４
５

底１０

底2１

ｕ
９
四
３
５

底3１

３
５
６
６

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好径２mm以下白色粒子多量

青灰色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径２mm以下白色粒子多量

灰色良好径１mm以下白色粒子多量

灰色良好微細な白色粒子少量

緑灰色良好径２mm以下黒．白色粒子多量

灰色良好微細な白色粒子多量

青灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子多量

暗灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好径３mm以下白色粒子多量文字７

灰色良好微細な白色粒子少量

灰褐色良好径１mm以下黒・白色粒子少量

灰色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

青灰色良好径１mm以下黒・白色粒子多量

青灰色良好径２mm以下黒・白色粒子多量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

明ｵﾘｰﾌﾞ灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

明燈色良好精径１ｍｍ以下白・茶色粒子少量

淡黄褐色良好精径１ｍ以下灰・茶色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下灰・白・茶色粒子少量

淡赤褐色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

明燈色良好微細な白・茶色粒子少量

明楕色良好精微細な白・栂色粒子微量

淡黄色良好径２mm以下白色粒子微量

淡褐色良好精微細な灰・白色粒子微量

燈色良好微細な灰・白色粒子微量

にぶい黄燈色良好径１ｍｍ以下灰・白色粒子少量



登明

豆血千７ｍｍ以卜峡・ＦＷ.！

丈喫十１壬

弓ｎ千オ華２ｍｍ以卜峡・ＦＭ韻胸

字居（ＳＸ６）ｌ淡褐灰色艮好微細な黒・Ｉ火・日柱韮0.6×軍１２．９２

王尼訊ご入ｂノｌ元ﾘ而】－m

軽穴住ﾉ舌(ＳＸ６）ｌ先端J－４〕８１鉄製白

昼好棒Ｚｍｍ黒・Ｉ火・日牲１９

牢居（ＳＸ６）Ｉ明袴色艮血十径１ｍ工I丹＄

亜ｕ十１毛」皿

皿徳も

主居(ＳＸ６）ｌ淡燈色艮好径１ｍj-８

工I昌剖

昼好葎１ｍ黒・』火色・日色和工I囲畠

受配ｆ樺１，以卜以卜白色ユＪ何割

。毎日

尋ｎｆｌ季３ｍｍ峡・Ｆ１倖

蔓好祥ｌｍｍｌ火・円f均粥､-８

ヨ色諏=f-微餌

軽穴住居(ＳＸ６）ｌ淡褐色艮リ工I艦 )-Ｆ

罰1判.瞳を哩十１勾雪‘、Ⅱ

晋伊．艮力工J何日 ).と

軽穴住ﾉ舌（ＳＸ６）ｌ淡荊局色艮リ〕_９

討製r誌 Ｉ璽季ﾉf． 逗袈Ｄ－ＯＥ

_〕

垂好掴【細な日煙３６，

宅 黄 耗 剥 五 艮 好 樺 １ ｍ〕弛器Ｉ無台椀 蚤‐て

]巾器ｌ無台Ⅲ _】

宅雷袴角艮１４Ｆ

、
』

弛器＊ＩⅢ

】

受好樺３皿以トリ火・白色病】ｦT縁刷

二コそ壬

－４３

文字1９

文字１８

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出土位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

3９ “
価
師
師
肥
的
加
ｎ
ｍ
門
別
布
布
両
沼
ね
別
別
印
囲
拠
妬
師
師
配

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色十器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯
杯
杯
杯
椀
椀
椀
椀
椀
妻
喪
喪

台
台
台
台
台
台
台
台
台
妻
斐
喪
喪
尭
喪
喪
斐
喪
喪
喪
胴
胴
胴

無
無
無
無
椀
椀
無
無
無
無
無
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
長
長
長

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６
３
４
２
６
６
９
０
５
０
０

●
●

●
●
●
●

◆
■
●
●
。

７
７
５
６
６
５
４
７
７
６
８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

12.4

12.8

13.0

13.2

13.8

15.0

20.0

21.0

22.0

７
６

底
底

一
一
一
一

底３６

底６

底１６

底1７

６
６
６
６
８
３
底２７

底２４

底２４

底１６

底６

６
３
６

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量文字４

灰色良好径１mm以下灰・白・茶色粒子少量文字３

灰色良好径１ｍｍ以下灰・白色粒子少量文字５

灰色良好微細な灰・白色粒子少量文字６

浅黄色良好微細な灰・白・澄色粒子少量文字1０

淡燈色良好微細な灰・白色粒子少量文字1１

浅黄色良好微細な灰・茶色粒子少量文字８

明褐色良好径５mm以下灰・白・茶・燈色粒子少量文字1２

明燈色良好径３mm以下灰・白・燈色粒子少量文字1３

明燈色良好径２mm以下灰・白・燈色粒子量文字1４

淡黄土色良好径１ｍ以下灰・白・燈色粒子少量文字1６

にぶい燈色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

明褐色良好径１mm以下灰・白色粒子少量内外面スス付着

にぶい燈色良好２ｍ以下灰・白色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

にぶい黄橿色良好径２ｍ以下灰・白・燈色粒子少量

浅黄燈色良好径２ｍ以下灰・茶・金色粒子多量

浅黄燈色良好径３ｍ以下白・燈色粒子多量

灰白色良好径２ｍ以下灰・白色粒子少量

淡灰白色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

灰白色良好径２mm以下灰・白・茶色粒子多量

明横色良好径２mm以下灰・白・茶・金色粒子少量

灰白色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下灰・白・茶色粒子少量

4０ ９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
100

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

瓶

鍋
壷
壷
壷
壷
壷
壷
横
妻
妻
喪
喪

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

11.5

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
８
８
６
２
４
７

●
●
●
●
●

●
●
●
●

８
１
１
１
２
０
６
６
６

３
１
１
１
１
１
１
２
２

９
必
６
週
一
一

底3６

５
２
３
３
一

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

竪穴住居(ＳＸ６）

淡燈色良好径３mm以下灰・白色粒子多量

黒褐色良好微細な白色粒子少量

黒褐色良好微細な白色粒子量

青灰色良好径２mm以下白色粒子少量

灰黒色良好微細な黒・白色粒子少量

赤灰色良好径１ｍ灰・白色粒子量

青灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

オリーブ灰色良好径１mm以下白色粒子少量

暗紫灰色良好径１ｍ以下白色粒子多量

青灰色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

灰色良好径３ｍ以下黒・灰・白色粒子多量



)_４ 雷耗ﾃ色艮1Iｆ祥１ｍｍ以卜峡ＯＦＩ律

ﾘー８ nｍ以卜l火・白色

甚尋ｆ王垂4f十ｆ季乙、1１

脈 E１．余1劃利

罰琶訂剛と＆１４和に坐釜趣

× ××

×××

×××

受ﾘ'十径Ｚｍｍ以卜j火・日1皇剰

－４４－

燕’服ｌｉ
土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器 jli伽
20.4×××

29.8××× 灰色良好径３mm以下灰・白色粒子多量

灰色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

1 2 . 1 × × ×

1 3. 0× ３． ２× ８． ０×

にぶい黄燈色良好径１ｍ以下灰・白色粒子多量

灰黄色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

灰色良好径１mm以下黒・灰・白・燈色粒子少量

燈色良好径２mm以下灰・白・燈色粒子少量

灰色良好径２mm以下灰・白・茶色粒子少量 ’

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

4１ 136

137

138

139

140

141

142

143

144

土師器

土師器

黒色土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土製品

土製品

無台椀

無台椀

椀

小斐

小喪

小喪

長胴髪

製塩十器

土錘

15.6×××

×× ×

16.1×××

16.1×××

××６．１×

××６．９×

×××

×× ×

長8.9×径4.5×孔径1.2×重'78.0９

３
－
３
４

底１２

底1８

一
一
一

５
５
５
５
５
５
５
５
５

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

淡燈色良好径５ｍ以下灰・白・金色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

燈色良好微細な灰・白色粒子少量

燈色良好径３mm以下灰・白・燈色粒子多量

燈色良好径２ｍ以下灰・茶色粒子少量

淡褐色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

明燈色良好径１ｍｍ以下灰・白・楕色粒子少量

燈色良好径３mm以下灰・白・金色粒子少量

にぶい黄燈色良好径１mm以下灰・白・茶色粒子多量

4２ ５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

須恵器

土製品

須恵器

須恵器

土製品

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

細頚壷

土錘

杯蓋

有台杯

土器片円盤

壷蓋

謹
喪

杯
壷
壷

台
頚
頚

無
短
短

横瓶

横瓶

× × ×

長3.6×最大径4.3×孔径1.4×

××天6.8×

1 2. 2× ３． ７× ７． ３×

長2.6×短2.5×厚1.1×

13.0××天井10.2×摘み3.5

2 6. 2× ××

35.8×××

13.4×２．７×１０．２×

9.0×××

11.0×××

×× ×

×× ×

一
一
一
皿
一
７
４
３
４
６
６
一
一

１
１
２
２
５
４
４
４
８
８
⑫
皿
皿

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰白色良好微細な白色粒子少量

黒褐色良好径２mm以下灰・白色粒子多量

灰色良好微細な白色粒子少量

黄灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

暗灰黒色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

黄灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好

暗灰褐色良好径１ｍ以下黒・白色粒子少量

灰オリーブ色良好径２mm以下灰・白．茶色粒子多量

青灰色良好径３ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下灰・白・燈色粒子多量

4３ ８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

白磁

土製品

土師器

須恵器

黒色土器

土師器

白磁

須恵器

須恵器

緑紬陶器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

黒色十器

須恵器

須恵器

須恵器

黒色土器

緑紬陶器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色十器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

黒色土器

黒色土器

土師器

土師器

小喪

杯
杯
杯
椀

台
台
台
台

無
無
有
無

椀
壷
盤

稜碗

碗

羽口

鍋

無台杯

無台椀

長胴尭

碗
妻

有台杯

椀

無台椀

無台杯

無台杯

杯蓋

無台椀

有台椀/皿

喪

無台杯

有台杯

椀

椀/皿

長胴喪

鍋
鍋
鍋

有台椀/皿

長胴妻

鉢
壷

無台杯

椀
皿
鍋

小謹

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７

４
８
８
８
０
０
８
０
０
３
０
８
０
６
６
３

４
７
６
２
７
６
７
６
Ⅵ
み
７
７
６
０
２
７

摘
１
１

１

１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
５
１

２
３
３

１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
８
２
４
３
２
２
８
６
０
５
９
６
９
２
８
０
０

●
●
●

●

。
●
■

●
ｐ

●

２
１
２
１
５
８
４
２
２
８
ａ
Ｌ
２
Ⅱ
８
Ｌ
Ｌ
２

１
１
１

１

２
１
１
４
１
４
１
１
１
１
１
１
１
１

咽
３
６

底６

３

－

底1８

３
３
３
－
３
６
一

底１

ー

２

底１８

底４

底1５

４

底９

妬
２
３
－
６
－
４

２

７

底
２
一
一
一
底

２

底１６

底４

４
３
一
一
３

３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
２
２
２
２
３
３
３
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
９

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

明燈色良好径３mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

浅黄燈色良好微細な白色粒子微量

浅黄燈色良好径１ｍ灰・白色粒子少量文字2８

灰色良好径２ｍ以下白色粒子少量

浅黄燈色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径３ｍ以下灰・白色粒子多量

黄灰色良好微細な灰色粒子微量

浅黄燈色良好径３ｍ以下灰・白色粒子多量

にぶい黄燈色良好径１ｍ以下白・茶色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

淡褐色良好径１ｍ以下灰・白・金色粒子少量文字2９

褐灰色良好径３mm以下灰・白・茶色粒子多量

薄黄色良好微細な灰色粒子微量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

にぶい燈色良好径１ｍｍ以下灰・白色粒子少量

淡緑色良好微細な灰色粒子微量

淡褐色良好径２ｍ以下灰・茶色粒子少量文字3０

灰色良好径２ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量文字3１

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

浅黄燈色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

黒色良好微細な白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下黒・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好径１ｍ以下白色粒子少量

淡緑色やや軟微白・茶色粒子微量

燈色良好微細な灰・白色粒子微細な量

浅黄燈色良好径２ｍ以下灰・白・茶色粒子多量

浅黄燈色良好径３ｍ以下灰・白・燈色粒子多量

燈色良好径３mm以下灰・白色粒子多量

黒色良好微細な灰色粒子微量

にぶい褐色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

褐灰色良好微細な白色粒子微量

にぶい黄燈色良好微細な白色粒子少量

にぶい黄楕色良好径１ｍ以下白色粒子少量

浅黄燈色良好微細な白・澄色粒子少量



灰色艮好径１ｍｍ以卜日色粒

蔓好径lInm以卜白色8.4 。【』

、－Ｆ

堅１ｍｍ以下白色8１１

受好径１ｍｍ以卜白僅５－召

。ｇ、

nｍ以卜日色利二コｆ士

受好径１ｍｍ以卜日色洞

昼好径１ｍｍ以卜白色罰』.(」

受hｆ径１ｍｍ以卜白f空洞４Ｂ８

３
２
９
９
６
６
２
３
２
３
８
４。－ｍ

－４５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
４
８
０
４
４
８
０
３
７
８

●
●
ｅ
●
●
ｐ
●

８
ゆ
巳
Ｇ

７
８
６
８
８
７
７
９
７
７
８

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量文字118

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色やや軟径１mm以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰オリーブ色良好径１１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

層

層

層
層
電
層
層
層
層
層
も
層
層
乱

５
５
３
５
４
４
４
４
４
４
３
撹

２
６
Ⅳ
ｕ
ｕ
９
皿
咽
型
廻
８
あ

Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ

５
５
５
４
５
５
５
４
４
５
４
４

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

《
ロ
今
口
《
口
《
ロ
今
ロ
今
ロ
今
ロ
今
口
《
ロ
今
ロ
今
ロ
今
ロ

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

4６ ×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
７
１
９
８
２
３
３
７
１
２

●
●
。
Ｄ
●
●
●

●
●
●
①

３
２
３
２
２
３
３
３
２
３
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５
６
６
《
ｂ
５
【
Ｉ
６
６
６
８
８
Ｑ
〉

●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
。
①

（
咽
猛
】
（
叩
〃
死
】
《
叩
〃
〈
】
（
｝
／
】
（
叩
／
】
、
〃
《
》
（
叩
”
／
》
（
叩
／
〕
（
叩
久
】
｜
ｎ
”
／
〕
（
》
／
〕
一
《
で
〆
〕

．
「
０
Ⅱ
《
一
勺
，
ｕ
冬
勺
■
Ⅱ
《
『
０
０
壬
勺
■
Ⅱ
坐
『
Ｉ
ロ
ユ
勺
■
Ⅱ
《
『
‐
Ⅱ
〈
『
■
Ⅱ
△
『
０
０
冬
『
■
Ⅱ
ユ
『
■
Ⅱ
ユ

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

８
９
０
１
２
３
４
５
６
両
沼
ね

妬
妬
”
”
”
”
訂
”
訂
２
２
２

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

4４ 208

209

210

211

212

213

214

５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
２
２

２
２
２
２
２
２
２
222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

石製品

須恵器

黒色土器

緑紬陶器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

黒色土器

杯
杯
杯
杯
妻
椀
椀
車
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
椀
椀

台
台
台
台
胴
台
台
錘
台
台
台
台
台
台
蓋
台
台
台

無
有
無
無
長
喪
喪
無
無
紡
無
椀
椀
無
椀
無
無
無
無
杯
有
無
無
椀

摘み4.0

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５

０
５
５
６
．
０
９
４
０
７
６
３

．
、
１

●
●
●

８
７
４
４
厚
８
６
８
７
８
５
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３．８

４．９

孔径０．８５

９
０
１

●
●

●

２
３
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６

９
２
４
．
０
２
２
４
０
０
８

５
．
．
．
．
．
．

２
３
１
２
３
２
３

Ｌ

長
皿
⑫
１
１
１
１
１

１

２
１

底1１

７
一
一
一
６
－
”
妬
－
５
３
底２

６３

一
一
３
３
６
６
み摘
底１２

底９

底2７

５

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
１
１
３
３
３
３
３
５
５
５
６
６
６
６
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

Ｋ
Ｋ
・
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好径２mm以下灰・白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量文字3２

淡黄色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

緑黒色良好微細な黒・灰・白・茶．

燈色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

浅黄燈色軟微細な燈色粒子少量

浅黄燈色軟微細な灰色粒子微量

灰白色

灰色良好微細な白色粒子少量

にぶい燈色良好微細な白色粒子微量

淡緑色良好微細な灰・白色粒子微量

灰色良好微細な白色粒子少量文字3３

明燈色良好微細な灰．白色粒子微量文字3４

灰白色良好径３mm以下灰・白色粒子多量

灰色良好微細な白色粒子少量

にぶい黄燈色良好径３ｍ以下灰・白・燈色粒子多量

灰色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰．白色粒子少量文字3５

にぶい燈色良好径１mm以下白・茶・燈色粒子少量

にぶい燈色良好微細な灰･白色粒子少量口縁部外面油煙付着

4５ 232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

１
２
３
４

５
５
５
５

２
２
２
２

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

須恵器

須恵器

黒色土器

緑紬陶器

須恵器

灰紬陶器

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

師
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

土
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

杯
杯

台
台

有
無

有台椀/皿

耳皿

聾
壷
妻

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
７
０
４
８
７
２
４
９
６
２
８
７
２
８
４
４
０
０
０
０
１
８
８
８
４
０
０
０
０
９
７

●
●
●
●
●
●
①
●
◆
①
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●

７
６
６
６
７
７
７
７
７
７
８
５
６
８
６
７
７
７
７
８
８
７
７
７
８
７
８
８
８
８
７
７

。
●
●

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
１
５
６
３
３
２
５
０
０
０
２
９
９
２
６
０
６
２
９
３
７
０
７
８
０
１
４
１

１

●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
申
。
●
●
①
●
●
●
●
●

４
２
３
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
３
３
３
２
３
２
３
３
３
２
２
３
３
３
３

●

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６
０
０
２
２
２
３
６
７
８
９
８
８
０
０
０
０
０
２
１
２
２
２
３
４
４
４
４
４
４

●
各
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
①
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

●
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１ 1２

底２８

底６

一
一
－
５
３
５
４
９
７
６
１
皿
訂
過
５
８
８
〃
ｕ
５
妬
廻
８
８
６
８
３
２
７
４
６
咽

３Ｂ４ｐｌ

４Ｃ１６ｐ４

５Ｂ２ｐ３

３Ｂ８ｐｌｌ

４Ｃ１２ｐｌ

５Ｃ１７ｐｌ

３Ｂ１２５層

３Ｃ２２撹乱

４Ｂ２１４層

５Ｂ１２４層

５Ｂ６５層

３Ｂ９５層

５Ｂ１２４層

５Ｂ１４層

５Ｂ３４層

５Ａ９表土

５Ｃ１４．５層

４Ｃ１６４層

５Ｂ１１４．５層

３Ｂ３４層

４Ｃ２２４層

５Ｂ６５層

３Ｂ１２５層

５Ｂ１６３．５層

５Ａ１４４層

５Ｃ６５層

４Ｂ２１４層

５Ｂ１５５層

４Ｂ１１４層

５Ａ９４層

５Ｂ１４．５層

３Ｂ１１５層

４Ｂ２０５層

４Ｂ２１３．５層

５Ｂ５４層

４Ｃ１８５層

灰褐色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好微細な灰色粒子微量

黄緑色やや軟径１mm以下灰・白色粒子微量

灰色良好径１ｍ以下黒色粒子少量

灰白色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

燈色良好径２ｍ以下灰・白・燈色粒子多量

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

にぶい褐色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰．白色粒子少量文字9７

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好径３ｍ以下灰色粒子多量

灰色良好径３ｍ以下灰・白色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下黒・白色粒子少量

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色軟微細な白色粒子少量文字7４

灰色良好径１mm以下黒・白色粒子多量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白・茶色粒子少量

燈色良好径２mm以下灰・白・燈色粒子多量

灰色良好微細な白色粒子少量

灰色良好微細な黒・白色粒子少量

灰色良好径３mm以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色軟微細な灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量文字5７



唾 ム ム Ｉ Ｊ Ｄ Ｅ

4８ 沖器｜無台椀 華詔宕力摺L伝ｌ巷力

４８１士帥器｜無台椀 4－８

神器｜無合栃 民 ３ ６ １ ４ Ｂ § 愛好径１，以卜日・I火・茶色和

那器｜無台椀 雪耗牙1堂艮好イ季１１ｍ

３Ｃｌ７５層

３Ｃ１７５層

５Ｃ７５層

４Ｂ ９ 撹 乱

－４６

５Ｂ６３．４｢間
土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

椀
椀
椀
椀
椀

台
台
台
台
台

無
無
無
無
無

１６．５×６．２×７．２×

××４．８×

××５．２×

××５．２×

××５．３× 峰’
にぶい燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

J’１
浅黄燈色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

黄横色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

浅黄橿色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量 ’

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出土位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

4６ ０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
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０
１
２
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
皿
杯
杯
杯
杯
杯
盤
盤
盤
盤
盤

台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

無
無
無
無
無
無
杯
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
皿
無
無
無
無
無
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

４
３
２
９
７
５
０
６
２
０

２
２
３
２
３
３
４
３
４
４

み
み
み
み
み
み
み
み
み
み

摘
摘
摘
摘
摘
摘
摘
摘
摘
摘

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６
０
８
０
０
６
１
８
４

●
●
●
●
●
●

５
４
３
８
２
０
４
３
８
９
８
１
８
０
６
０
８
４
０
６
９
６
５
８
７
９
２
０

群
魂
鈍

７
８
８
８
７
９
８
９
５
９
６
８
７
７
０
ｕ
Ｌ
Ｌ
２
井
井
井
井
井
井

●
ｐ
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
天
天
天
天
天
天

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
１
２
４
８
２
２
６
７
４
８
４
５
２
３
８
４
９
０

●
●
●
◆
●
●

①
ゆ
ゅ
●

３
３
３
３
２
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
０
２
３
４
４
４
４
８
０
５
６
３
０
６
８
９
３
４

①
●
ゆ
■
■
●
●
●
●
●
●

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
４
４
６
２
２
２
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

岨
妬
６
５
焔
１
ｕ
ｍ
９
１
ｍ
底８

底１０

底1３

一
一

底６

４
３
６

Ⅳ
９
７

底
底
底

５

４

３６

３２

７

８

摘み３６

摘み４

摘み１９

摘み１６

摘み1９

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

４
５
５
５
５
４
５
５
５
５
客
４
４
５
４
４
４
５
４
４
５
５
４
５
５
５
４
５
５
３
５
５
４

３

Ⅳ
Ｍ
７
７
ｕ
犯
皿
〃
１
釦
６
皿
６
羽
７
加
６
ｍ
１
５
６
５
７
肥
”
犯
ｕ
６
１
８
６
７

２
Ｂ
仲
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ

４
４
３
４
３
５
５
４
４
３
５
５
５
４
５
５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５
４
３
５
６
５
５
５

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰オリーブ色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色やや軟径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

にぶい黄燈色良好径１ｍｍ以下灰・白色粒子少量
4７ ４

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
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１
２
３

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
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２
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２
２
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３
３
３
３
３
３
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３
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４
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４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
皿
椀
椀
杯
杯
盤
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀
椀

台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
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椀
杯
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

有
有
有
有
有
有
有
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有
有
有
有
有
有
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折
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稜
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無
無
無
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×
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×
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×
×
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×
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×７．８

×

×７．８

×８．１

×１０．０

×

×８．７

×７．４

×８．８
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×７．２
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×９．２
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×

×１５．０
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７
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●
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●
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３
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４
４
３
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Ｌ
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２
２
３
３
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ａ
ａ

ｌ
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１
１
１
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ｌ
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ｌ

ｌ
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
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画
２
６
４
２
１
８
唖
睡
嘩
唾
輝
２
啄
騨
４
嘩
鋤
－
４
７
９
躯
２
７
１
９
１
２
岨
８
２

層
層

層
層
も
喝
層
層
層
乱
層
層
層
層
層
明
層
層
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

５
４
４
４
５
４
３
撹
５
５
５
４
４
不
４
４
４
５
４
５
５
表
５
５
５
５
３
５
５
５
４
５

１

ド

ｐ

狸
皿
加
羽
肥
必
型
肥
肥
Ⅳ
略
廻
加
シ
幻
７
羽
略
ｕ
ｕ
ｌ
皿
９
８
８
⑫
必
型
廻
躯
Ⅳ
塑
廻

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
リ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

４
５
４
４
４
５
５
３
４
４
４
５
５
グ
４
５
４
５
４
５
３
５
５
５
５
５
４
５
５
５
５
４
５

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

オリーブ黒色良好径１mm以下白色粒子少量

灰白色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

にぶい燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

浅黄燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

浅黄燈色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい赤褐色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

横色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下白．灰・茶色粒子少量

浅黄燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量



４０８１十帥器ｌ槻

愛好径ｌⅡ皿以１，日f型和

王１尽力 ヨ色洞

弧 宜艮好樺１ｍｍ以卜Ｆ１伝

葦､十径１Ⅱ皿以卜日色洞

ｎｍＬｌ卜I弓

、以卜白ffZ淵

又 好 径 １ ｍ ｍ 以 卜 Ｂ ｆ 皇 和

赴好イ生１Ⅱ皿以１，日色両

ヨ1皇和

濁色艮！

菱nｆ径１ｍｍ以卜白色和

40(］
叉碕－１主１Ⅱ皿以Ｉ，上１１且和

４０１１須恵器ｌ無 nｍ以卜ＦＩｆｒ

nm以卜日色和

4０ nｍ以卜ＦＭ士

４０４１須恵器｜有台ホ

4(１
量殉－１主』Ⅱ皿以Ｉ，上1巴和

406 ヨ 色 澗

4［ 垂ｎｆ．禍陰１ｍｍ以卜墓聖・Ｆ１律

受唖十イ季lｍＩＴ

４０９１士帥器｜椀

410 自３１(｝ 言袴f型艮好樺１ｍ

４Ⅲ抑君呑ｌ無宅ｆ碗 う_（］ 等色艮好棒１ｍ

箇 色 良 好 径 １ ｍ ｍ

沖器ｌ無台Ⅲ ａＵ １０ 毛奮袴伝良好#￥１ｍｍ

3巾器ｌ横

抑 器 ｌ 槻

皿ｂＩ－ｒ２Ｈｍ君需Ｉ碗

師器｜欄

ユ【］

抽器１桁

４ １５ １士 H巾 器ｌ 獄 ヘ【】
号Ｆ１艮好#羊１ｍ

４１９１‐ｔ師器ｌ椀 面ＦＩＥを晒十ｆ今１ｍｍ

４２０１十師器Ｉ輔 馬主Z

昼避ｆｌ微細

帯1画艮迩子棒１ｍ

姉器｜無台 椀 .Ｒｆ壱7卜火艮四'十干争１ｍｍ

1而器｜無台 椀 (Ⅲ

4７

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

4８ 352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

２
３
４
５
６
７

６
６
６
６
６
６

３
３
３
３
３
３
368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

土師器

黒色十器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色土器

黒色＋器

黒伝十器

黒色十器

緑紬陶器

緑紬陶器

緑紬陶器

緑紬陶器

緑紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

灰紬陶器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯
椀
椀
皿
皿
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

皿
皿
皿
皿
皿
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台
台

台
台
台
台
台
耳

無
無
有
無
皿
無
双
椀
椀
椀
椀
椀
稜
椀
椀
椀
皿
皿
椀
椀
椀
椀
椀
皿
壷
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５
０
２
６
２
６
１
４
２
１
４
０
６
２
９
５
６
８
５
５
４
１
３
８
８
２

●
●
●
●

①

６
７
４
４
５
６
６
５
６
６
私
８
８
８
８
６
私
＆
６
凧
６
８
８
正
Ｚ
９

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２．８

２．８

３．６

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

14.1

14.3

15.4

10.4

12.9

15.0

13.5

16.0

15.0

12.0

12.7

底１０

底１８

底８

４
６
４
６
ｍ
ｕ
唖
画
３
２
画
唖
唖
５
底１８

底３０

底１０

底５

底２０

底１０

底１２

底1７

８

ー

４
７

底
底

底

底１６

底１６

底８

底７

底1２

層
層

層
層
層
層
層
も
喝
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

客
５
５
５
５
４
客
４
５
４
５
４
４
４
５
５
５
５

３
５
４
５
５
４
４
４
５
４
４
５
４
５
５
３

４ｐ

ｕ
ｍ
６
７
５
８
１
妬
３
塑
羽
画
６
７
加
配
過
必
加
１
躯
２
ｎ
６
皿
肥
略
塑
１
７
皿
妬
ｕ
２
７

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
土
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ

５
５
４
５
５
５
５
５
５
４
４
３
５
３
５
５
排
５
４
３
５
５
５
３
５
５
５
５
３
５
５
４
４
５
５
５

灰白色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径1mm以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

淡燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

淡燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

濃燈色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

黒色良好径１ｍｍ以下白．灰・茶色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径１ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色軟精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

灰白色良好精微細な白色粒子微量

灰淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

淡緑色良好精微細な白色粒子微量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字9０

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量文字116

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字104

灰色良好径１mm以下白色粒子少量文字4５

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量文字109

灰色良好径１mm以下白色粒子少量文字８４

灰色良好径１mm以下白色粒子少量文字５３

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字5１

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字114

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字7９

灰白色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量文字8８



６岨

４旧j-ｔ47F

葱１６．９４７９１ノト

４層｜暗褐色』_０４８０１製垢

底４１４Ｂ２３４層｜明褐色粗艮好径Ｚｍｍ以卜日・I火色和5-9４８２１製蛎

4８ 罰Ｐ４不円四

4.8４８４１製矩 号Ⅱ'十イ卒ｄｍＩ１

管1五細艮好樺Ｚ、以卜円・Ｉ火色洞

４８６１製塩十器

垂吐ｒｌ剤茸乙ｕⅢ
４６イｌ鍬号』鴇

登色魅塵 ９ｌ４１ＥＪ

答ｆ凸塔Ｈ且ｔ

４９０１製蛎 饗一℃

扉Ｌ nｍ｣久卜I=ｌ・ノ火巴利４９１１製蛎

49Ｚｌ裂蛎

鍔任ｂｌＫ４Ｉ目ｆ４Ｂ１８４－Ｃ

4８

過艮好径Ｚ皿以~卜白・I火色和４９４１製靖

訂 T 豆 下 Ｆ Ｉ Ｅ 芝 リｍｕ

燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい楕色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい横色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい楕色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

黒色粘板岩完存

暗褐色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

暗褐色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

明褐色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい明褐色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径３mm以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径３mm以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい楕色粗良好径２１ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士付置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

4９ ４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４
４
４

黒色土器

黒色士器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

椀

無台椀

妻
喪
謹
喪
喪
喪
喪

、
、
、
、
、
、
、

４
４
４
４
川
４
４

×
×
×
×
×
×
×
×
×

5.8

7.2

×
×
×
×
×
×
×
×
×

12.6

×
×
×
×
×
×
×
×
×

11.6

11.8

12.4

12.4

12.8

13.8

13.8

底1２

７
皿

底3６

４
７
ｕ
７

５Ｃ７５層

４Ｃ２４層

４Ａ１４５層

５Ｃ１２５層

５Ｂ６５層

４Ｂｌ６５層

４Ｃ２１４層

４Ｂ２３４層

４Ｃ２４層

灰褐色良好微細な白・灰・茶色粒子少量文字130

にぶい燈色良好精径１mm以下白・灰･茶色粒子少量文字5６

燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

5０ ３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
４

４
４
４
４
４
４
４
４
441

442

443

444

445

446

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

小妻

小饗

小斐

小斐

小饗

小斐

長胴斐

長胴斐

長胴尭

長胴喪

長胴斐

長胴翌

佐渡斐

妻

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
９
０
０
０

①
●
●
●
●

５
６
７
８
８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９
２
２
６
９
２
６
１
４

●

●
●
●
。
●
、
●
●

４
７
９
４
４
７
９
９
８

１

１
１
２
２
２
２
２
１

４

４
９
６
１
１

２
１
３
２
２

底
底
底
底
底

７
２
３
６
２
３
略
７

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

５
４
５
５
５
５
４
５
４
４
３
５
４
５

Ⅳ
９
ｕ
２
２
ｕ
２
６
８
４
ｕ
２
別
７

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

４
５
４
５
５
４
４
５
５
３
５
５
５
５

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

淡燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

灰褐色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰褐色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい橿色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

黄燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

浅黄燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい褐色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

5１ ７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
２
０
８
８
０
６
２
０
４

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

６
９
０
１
１
２
２
３
４
８

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

１
４
２
１
１
１
１
５
１
１

５Ｃ１７５層

５Ｂ６５層

５Ｃ１２５層

５Ｂ２１３層

５Ｂ１８３層

５Ｂ１２４層

５Ｂ２０４層

５Ｂ１１４．５層

５Ｂ９５層

５Ｂ２２５層

燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

淡灰色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

灰白色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

にぶい燈色良好径２ｍ以下白・灰・茶色粒子少量

淡燈色良好径２mm以下白・灰・茶色粒子少量

5２ 457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷
壷

頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
耳
耳
頚
頚
瓶

短
短
短
短
短
長
長
双
双
短
長
横

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

8.5

9.4

0.2

4.9

１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

6.1
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
１
６
４
０
４

●
丹
●
■
、

●

７
９
３
０
１
０

１
１
１

１

皿
５
４
４
２

底３

一
一
一

底3６

2０

５Ｂ２１３．５層

５Ａ９４層

４Ｂ２１４層

４Ｂ２２３層

４Ｂ１４５層

４Ｂ２３４．５層

４Ｂ２３４．５層

５Ｂ６５層

４Ｂｌ９客土

５Ｃ８３層

３Ｂ２１５層

５Ｂ１１４．５層

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰オリーブ色軟径３mm以下白色粒子少量

灰色良好径３mm以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径３ｍ以下白色粒子多量

5３ ９
０
１
２
３
４
５
６
７

６
７
７
７
７
７
７
７
７

４
４
４
４
４
４
４
４
４

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

瓶
瓶
瓶

横
横
横
喪
喪
喪
鉢
鉢
鉢

×
×
×
×
×
×
×
×
×

7.1

×
×
×
×
×
×
×
×
×

5.8

×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
０
１
４
Ｏ

Ｌ
Ⅵ
私
２

■９

２
２
１
２

２
－
一
一
４
ｕ
６
３
－

層
層
層
層
層
層
層
層
層

５
４
３
４
４
４
４
５
５

４Ｂ２３

５Ｂ１４

５Ｂ１２

５Ｂ６

４Ｃ２２

４Ｂ２３

５Ｂ６

５Ｃ１

４Ａ1４

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字136

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白色粒子少量

灰色軟径１mm以下白色粒子少量

明灰色良好径20mm以下白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下白色粒子少量
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ラ'三

30-0 奴Ｅ

ﾂｰ０×６－０×４０

3-0×６ｍ 灰巳
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5６

Ⅱ微細な灰・白・茶色粒子微量色良好

目
目
目
目
目
目
目
燈

板
板
板
板
板
板
板
淡

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２４

×
×
×
×
×
×
×
×

2.0

1.5

2.1

4.1

4.8

4.0

4.5

6.6

×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
０
５
０
０
１

●
●
●
●
●
●
申
Ｇ

２
０
７
７
６
６
６
１

３
２
１

×
×
×
×
×
×
×
×

５
０
５
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●

８
７
７
０
１
９
８

５
４
４
８
８
７
７

8.2

板
板
板
桟
桟
桟
桟

縦
縦
縦
横
横
横
横
皿師器

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

中世土

釦
伍
団
囲
鯉
砺
髄
師

５
５
５
５
５
５
５
５

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

5４ 496

497

498

499

500

501

502

503

504

５
６
７
８
９
０

０
０
０
０
０
１

５
５
５
５
５
５
511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

製塩土器

製塩十器

製塩十器

製塩土器

製塩十器

白磁

珠洲

珠洲

製塩十器

土製品

灰紬陶器

灰紬陶器

中世土師器

磁
磁
磁
磁
洲
洲
洲
洲

白
白
白
白
珠
珠
珠
珠
珠洲．

洲
洲
洲
洲
洲

珠
珠
珠
珠
珠

盗器系陶器

盗器系陶器

盗器系陶器

石製品

黒色十器

土製品

碗
壷
鉢

カマド型土製品

椀
椀
皿
碗
皿
碗
碗
喪
妻
妻
妻
喪
喪
妻
鉢
鉢
鉢
喪
妻
尭
石鍋

椀

土器片円盤

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

8.8

7.0

7.6

5.9

4.0

0.0１

厚0.5

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１．８

短1.1

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

23.4

×

１×

28.4

７．８

推定

12.6

長2．

底４

４

底1５

３
３

底
底

６
底

底1０

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
底
一
一
一
一
４
－

層
層
層
層
土

４
４
３
５
客
６ｐ

２
廻
躯
咽
廻
７
１
１
２
２
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
６
６

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

４
５
３
４
４
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

燈色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２ｍ以下白・灰色粒子多量

燈色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

明赤灰色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい燈色粗良好径２mm以下白・灰色粒子多量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰色良好１，灰・白色粒子少量

灰白色良好径２mm灰・白色粒子少量

にぶい燈色良好粗径２mm灰白金色粒子多量

明褐色良好径２mm白・茶色粒子多量

淡灰色良微細な白色粒子微量

淡緑灰色良好径１mm白色粒子少量

浅黄燈色良好微細な燈色粒子微量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰白色良好微細な灰・白色粒子微量

灰白色良好微細な灰・白色粒子微量

灰色良好径１皿灰・白色粒子少量

淡灰褐色良好径１mm灰・白色粒子少量

灰色良好径２mm灰・白色粒子少量

灰色良好微細な黒・灰色粒子少量

濃灰色良好径１mm黒・白色粒子少量

灰色良好径２mm黒・白色粒子少量

灰色良好径１mm灰・白色粒子少量

灰色良好微細な灰・白・茶色粒子少量

灰色やや軟径２ｍ灰・白・燈色粒子少量

灰褐色良好径１mm灰・白・茶色粒子少量

褐色良好径１mm灰・白色粒子多量

精暗灰色良好径１mm黒・白色粒子少量

褐色良好径１mm灰・白色粒子少量

滑 石 製 外 面 ス ス 付 着

淡褐色良好微細な白・茶色粒子微量文字2２

須恵器

5５ 529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

９
０
１
２
３

弱
弘
誕
誕
型

544

545

546

７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
４
５
５
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
556

557

558

559

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

土師器

須恵器

木製品

木製品

磁
磁
洲
洲

白
白
珠
珠

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

須恵器

須恵器

杯
皿
椀

板
板
板
板
板
板
台
器
器

縦
縦
縦
縦
縦
縦
椀
無
漆
漆
皿
皿
喪
鉢
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
妻
喪

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
７
１
１
８
８
４
６
４
５
５
５
６
５
５
６
５
５
４
５
５

Ｑ
）
令
１
く
る

１
２
２
５
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

厚
厚
厚
厚
厚
厚
７
５
７
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
５
５
５
０
５

６
局
Ｉ
６
６
６
５
（
ｂ
６
５
８
６
《
ｂ
５
６
６

●
●
●
●
●
●

０
６
７
６
３
５
．
．
．
・
・
・
・
。
．
・
・
・
・
・
・

ワ
些
勺
１
で
１
九
Ｊ
勺
１
ぐ
１
。
。
．

Ｑ
》
ワ
些
勺
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
〈
Ｕ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｎ
）

ワ
】
『
１
ワ
】

市
叩
市
叩
市
叩
器
叩
市
岬
串
叩

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
５
５
５
２
７
３
４
Ｑ
〕
３
９
８
０
５
８
３
３
６
８

兜
岨
偲
妬
５
句
４
４
８
５
ａ
４
４
４
３
３
２
２
２
０
９
９
９
”
４
４

長
長
園
麹
建
鍵
皿
Ⅵ
皿
鐸
鐸
鐸
鐸
錘
鐸
鐸
髭
壁
鐸
園
壷
園
園
園

一
一
一
一
一
一
一
４
５
卯
一

底1２

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

一

ー

一

一

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

柾目

柾目

板目

板目・割抜筒の一部

板目

板目

淡燈色良好微細な白．茶色粒子少量文字2３

灰色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

ケヤキ

明オリーブ灰色良好微細な白・灰色粒子微量

灰白色良好微細な白・灰色粒子微量

灰色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

一端欠

一端欠

一端欠

欠
欠
欠
欠
欠
欠

端
端
端
端
端
端

一
一
一
一
一
一

灰色良好径２mm以下白・半透明粒子やや多量

オリーブ灰色良好径１ｍ以下白・灰色粒子やや多量



受89.Ｃ

■■

丈以十相

× × ×

×× ×

×× ×

5０

'１'億勝：
径42.4×高27.2×厚1.0×

長89.0×巾14.5×厚1.0×

灰色良好径２mm以下白・灰色・黒色粒子少量

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

灰色良好径５mm以下白・半透明・黒色粒子やや多量

灰色良好径２mm以下白・灰・黒色粒子少量

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出十位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

5６ ８
９
０
１
２
３
４
５
６

６
６
７
７
７
７
７
７
７

５
５
５
５
５
５
５
５
５ 口

叩

洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
製

珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
木 物

斐
妻
斐
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
曲

×× ×

×××

×××

×××

×××

23.1×××

30 .6 ×× ×

××１３．０×

径61.6×高13.2以上×厚0.8×

一
一
一
一
－
４
６

底1３

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ２

ＳＥ３

灰色良好やや粗径１mm以下白・灰色粒子少量

褐灰色良好径３mm以下白・灰色粒子少量

褐灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少麓

灰色良好径２ｍ以下白・灰色粒子骨針少量

黄灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径0.5mm以下白赤褐色粒子・骨針少量

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好微細な細な白・灰色粒子少量

上部

5７ ７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

木製品

須恵器

珠洲

須恵器

緑紬陶器

須恵器

製塩十器

白磁

白磁

盗器系陶器

珠洲

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

杯
杯
物
台
台
明
物
物

曲
無
鉢
無
皿
喪
碗
皿
壷
喪
不
箸
箸
椀
曲
曲

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
７
５
５
７
９

０
ワ
】
〈
ｂ

勺
Ｌ
Ｏ
Ｏ
０
６
０

厚
皿
５
２
厚
厚
厚
底
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

，
上

４

４
８
６

Ｍ
払

３
６２

０
０

ワ
】

巾
巾
巾
咋
邪

高

音
向

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
０
７
９
２

ｎ
Ｊ
６
８
６
０
６
０
４
７

６
Ｌ
３
３
３
１
２
１
５

径
１
１
１
１
長
長
長
径

－
４
４
－
４
－

底７

２

底７

２

ＳＥ３

ＳＥ３

ＳＥ３

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ４

ＳＥ５

ＳＥ５

下部

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白色粒子少量文字2４

灰白色軟微細な灰色粒子微量

灰色やや粗い良好径３mm以下白・灰・半透明粒子多量

明澄色良好粗径２mm以下灰・白・燈色粒子多量

灰色良好微細な灰・黒色粒子少量

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

灰褐色やや粗い良好径２ｍ以下白・灰・半透明粒子多量

灰色やや粗い良好径２ｍ以下白．灰・半透明・赤色粒子やや多量

一端欠

上部本体ヒノキ科（サワラ・アスナロ等）

上部ハカマ

5８ ４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６

木製品

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

盗器系陶器

中世土師器

木製品

須恵器

須恵器

中世土師器

珠洲

珠洲

椀
杯

物
台
敷
台

曲
無
喪
喪
斐
喪
妻
皿
折
無
喪
皿
喪
鉢

径57.8×高56.3×厚1.0×

1 2. 3× ４． ４× ４． ０×

× ××

×××

× × ×

× × ×

× × ×

1 2. 1× ２． ７× ９． ０×

長17.9×巾8.8×厚0.5×

××７．４×

×××

××５．４×

×××

36.0×××

－
４
一
一
一
一
一
皿
一

底1０

底７

一

６

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ５

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

下部スギ科スギ

燈色良好径２mm以下白・赤褐色粒子小量

灰色良好径１mm以下白色粒子多量

灰色良好径１ｍｍ以下白．灰色粒子やや多量

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下白・赤褐色粒子少量

赤褐色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

淡燈色良好径１mm以下白・赤褐色粒子少量

灰色軟径２ｍ以下白色粒子少量文字2５

暗灰色良好径１mm以下灰色粒子少量

淡褐色良好径１mm以下灰・白色粒子少量

灰色良好径２mm以下白・灰・半透明粒子やや多量

灰色良好径３mm以下白・灰色粒子少量

5９ ８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

須恵器

土製品

木製品

木製品

曲物

曲物

刀子の柄

箸
箸
箸

下駄

板

横桟

横桟

曲物

喪

土器片円盤

箸
箸

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６
７
９
５
４
３
２
０
３
０
２
９
５
５

●
●
●
●
巳
●
●
●
●
０
，

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
２
３
４
５
１
０
０
０

厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

‐
上

０
０
８
Ｍ
弘
９
５
６

５
４
２
７
５
５

●
。

“
融
沌
加
帆
加
叩
帖
祁
価
加
湿
帆
、

☆
尚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
０
２
９
２
３
０
０
０
５
６
１
０
６

５
７
０
８
６
４
岨
蛇
朋
帥
弱
２
唱
ｕ

唖
鯉
麹
園
長
長
長
長
長
長
径

長
長
長

一
一
一
一
一
一
一
一

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ６

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

ＳＥ７

上部スギ科スギ

下部スギ科スギ

欠
欠

端
端

一
一

ケンポナシ

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

須恵器

一端欠

一端欠

6０ ３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

木製品

木製品

須恵器

白磁

珠洲

木製品

須恵器

製塩土器

中世土師器

白磁

珠洲

珠洲

物
物
物
蓋

曲
曲
妻
碗
鉢
曲
壷
皿
碗
喪
尭

径65.2×高42.6×厚0.8×

径62.8×高48.4×厚0.8×

× × ×

× × ×

31.4×１４．５×１０．６×

径66.2×高29.0以上×厚1.5×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

× × ×

×××

９

底３

底3１

一
一
一

ＳＥ８

ＳＥ８

ＳＥ８

ＳＥ８

ＳＥ８

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

ＳＥ９

上部スギ科スギ

下部スギ科スギ

灰褐色良好微細な白色粒子少量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰白良好微細な細な灰色～黒色粒子少量

淡赤褐色やや軟径２mm以下白．灰色粒子少量

灰色良好やや粗い径３mm以下白･半透明･灰色粒子やや多量

にぶい燈色良好粗径５mm以下白・半透明・赤褐色粒子多量

燈色良好精径１ｍ以下白・半透明・金・赤褐色粒子少量

明オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

灰色良好径２mm以下白・灰・黒色粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白・灰・黒色粒子少量



5１

韮50.0×高48.7×厚0.6

Ｊ３ｌ珠3

鵬 垂唖十イ雫１ｍ『

昌色忘叡十微細な日。ｊ火色利

ＳＥ１３

ＳＥ１３

ＳＥ１３

ＳＥ１３

ＳＥ１３Ⅲ｢闘謹蕊＃
径50.0×高48.7×厚０．６×

× ××

×××

× ××

× ××

にぶい赤褐色良好微細な白・灰色粒子少量

にぶい赤褐色良好微細な白・灰色粒子少量 ’
下部

灰色やや軟径１mm以下白・灰色粒子少量

オリーブ黒色良好径１ｍ以下白・灰色粒子少量

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

6１ ０
１
２
３

“
“
“
“

644

５
６
７
８
９

“
“
“
“
“

650

651

652

653

654

655

656

657

658

659

660

661

662

663

盗器系陶器

壷器系陶器

餐器系陶器

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

土製品

土製品

土製品

尭
尭
喪
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
不明

土器片円盤

土器片円盤

土錘 ９重5.0

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×５

６
５
６
４
５
５
６
５
５
５
５
４
６
５
４
６
４
１
１
９
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
。
．
・
・
・
０

劇
画
劇
画
皿
劇
画
画
風
画
風
画
劇
画
回
国
回
国
画
画
確

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
８
７
６
６
８
６
６
６
６
６
７
７
６
５
５
７
８
３
１
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
２
２
１

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
短
短
径

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
８
７
０
７
２
６
９
０
４
２
３
２
８
３

４
３
１
１
９
９
８
８
８
６
６
６
４
２
１

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長9.2

長8.9

長12.4

４
４
３

２
２
３

長
長
長

一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰黄褐色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

暗赤褐色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

灰赤褐色良好径３mm以下白・灰色粒子少量

一端欠

一端欠

一端欠

一端欠

欠
欠
欠
欠
欠
欠
欠
欠

端
端
端
端
端
端
端
端

一
一
一
一
一
一
一
一

須恵器

須恵器

浅黄燈色良好径１mm以下白・半透明粒子やや多量

6２ 664

665

666

667

668

９
０
１
２
３
４
５

６
７
７
７
７
７
７

６
６
６
６
６
６
６
676

677

678

679

680

681

682

683

木製品

土師器

珠洲

須恵器

須恵器

珠洲

珠洲

珠洲

木製品

木製品

木製品

木製品

土製品

土製品

木製品

木製品

木製品

木製品

土師器

土師器

曲物

高杯

鉢
喪
喪
鉢
壷
壷
箸
箸
箸
箸
土錘

土器片円盤

物
板
板
板

曲
縦
縦
底

喪
椀

９重61.7

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

ｎ
Ｊ

１

７
４
５
３
．
８
８
０
８

７
．
．
．
・
１

１
－
（
ｕ
ｎ
４
４
毎
勺
Ｌ

劇
画
画
画
雁
厚
厚
厚
厚

。
Ｌ

厚
１

ラ
丁

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

，
上以

５
０
０

０

６
局
Ｉ
５
〈
ｂ
《
ｂ

２
．
・
・
・
・
２
Ｆ
ａ
妬
迦

０
０
０
０
３

４

巾
巾
巾
巾
径
鍬
巾
巾
巾

高

音
同

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１

８
３
１
４
１
２
０
５
０

６
２
９
８
８
《
ｕ

ｎ
Ｊ
ワ
』
ワ
竺
戸
ａ
《
ｂ
Ｑ
〉

鐸
園
鼠
園
長

謹
舞
琢
謎
唾
皿

５径
一
一
４
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
７
５

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１Ｏ

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１０

ＳＥ１１

ＳＥ１１

ＳＥ１１

ＳＥ１１

ＳＥ１１

ＳＥ１１

にぶい黄燈色良好精径１ｍ以下白･半透明･赤褐色粒子少量

にぶい黄燈色良好径２ｍ以下白・灰色・赤褐色粒子少量

黒褐色良好径１mm以下白色粒子やや多量

灰色良好精径３mm以下白・半透明・灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白・灰色・黒色粒子少量

灰色良好やや粗径３ｍ以下白・灰色粒子・海綿骨針少量

灰色良好やや粗径２mm以下白・灰色粒子・骨少量

淡黄色良好径２ｍ以下白・半透明粒子少量両端欠

須恵器

下部

井戸部材

褐色良好径１ｍ以下白・灰色・赤褐色粒子少量

淡灰褐色良好微細な白・燈色粒子少量

6３ ４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

鎚
鎚
錦
鎚
鎚
侭
閃
的
的
的
的
的
的
的
的
的
、
、

磁
洲
洲
洲

白
珠
珠
珠
査器系陶器

石製品

土製品

土製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

青磁

青磁

珠洲

石
錘
錘
物
物
物
桟
桟
桟
桟

皿
壷
壷
鉢
斐
砥
土
土
曲
曲
曲
横
横
横
横
杯
碗
喪

９重399.7

ｇ
ｇ

重97.0

重63.5

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
６
７
７
４
８
５
２
３
５

３
１
１
０
０
０
３
４
４
４

厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
０
０

■
●
●

７
４
４

巾
巾
巾

高50.5

高27.0

高19.0

８
１
１
１

５
６
５
５

巾
巾
巾
巾

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

9.0

長10.2

長6.7

長6.1

６
０
０
９
０
３
３

５
９
５
９
０
０
０

５
３
４
８
９
９
９

径
径
径
長
長
長
長

２ １
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

淡黄色良好微細な黒色粒子微量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

暗褐色良好精径１mm以下白・灰色粒子少量

明黄褐色粘板岩か一端欠

にぶい黄燈色良好径３mm以下白・半透明・赤褐色粒子少量一端欠

浅黄燈色良好径３mm以下白・半透明･灰色.赤褐色粒子やや多量

入れ子の外側

入れ子の最も内側

入れ子の692の内側

辺
辺
辺
辺

東
西
南
北

緑灰色良好微細な褐色粒子微量

明緑灰色良好密微細な黒色粒子微量

灰色良好径３ｍ以下半透明・黒色粒子少量

6４ 702

703

704

705

706

盗器系陶器

木製品

木製品

木製品

木製品

板
敷
板
物

喪
底
折
底
曲

2 3 . 2 × × ×

長33.3×巾14.4×厚0.6×

長26.3×巾12.9×厚0.5×

長16.2×巾3.1×厚0.6×

径55.8×高51.0×厚０．８×

５ ＳＥ１２

ＳＥ１２

ＳＥ１２

ＳＥ１２

ＳＥ１３

にぶい黄褐色良好精径５mm以下白・半透明・褐色粒子やや多量

文字128

上部



５４１中枇十帥器｜Ⅲ

貿桟 5-4×遅

ﾀ.［

5-Ⅲ 国 f 型 精 微 細 な Ｅ

帥器｜Ⅲ ヨ色艮好精桶〔細なＥ

ヨh狂１ｔ例 受､十6頭細兎

冒磁｜Ⅲ 唾ｔ 垂蝿．ｆｆｒｆ頃NMilぱこｌ・Ｉ火巴系l［ず.価【軍

受好桶〔細なＥ朱洲｜劉

雫 Ｌ Ⅱ
木1Ｗ１１画 ４

FEか４

5０

手と 受好窪１ｍｍ以卜白色駒

局色艮好イ全ｌｍｍｌ火・日f空洞

紬陶器｜Ⅲ 8.0 葉色伝と好UHX細な日・Ｉ火色別

砦力答ｲ童．月ｔエ〔:D－Ｃ

蔓tFF径１ｍＩ

短 1 ． ６ × 厚 0 . 8

垂咽ｆ微細な巳３８１ＦＭＫＩＩ伽

豆JIf微細な日・Ｉ火f皇和

軍０７５ ×童２８０Ｅ ヨヨ紅力哩旦に、了＝

昼&fｒｆ雫Ｊｍｍ

良好径Ｚｍｍ以卜白・ルｋ色洞司冠ヨイWm

４（二 I磁｜癖

受好微細なl火色籾雪磁ｌ碗

垂hｆ微細な日僅雪 磁ｌｂ卵 記℃

１m以卜日・Ｉ火色刑

蔓好樺１ｍｍ以卜白・』火色間

蔓好樺ｌ皿以ト白・Ｉ火色間

5２

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出土位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

6５ ２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

木製品

木製品

須恵器

土師器

黒色土器

土師器

磁
磁
洲
洲
洲

青
青
珠
珠
珠

木製品

木製品

杯物
桟
台
槌

曲
横
有
皿
椀
鍋
碗
杯
謹
鉢
鉢
横
模

径53.0×高47.0×厚０．５×

長78.9×巾4.7×厚3.8×

××５．４×

13.1×××

13.6×××

44.0×××

× × ×

××１０．６×

× × ×

×××

× × ×

長25.0×巾2.7×厚3.5×

長5.4×巾3.6×厚1.2×

一
一

底1９

３
３
３
－

底３

一
一
一

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰色良好やや粗い径２mm以下白・半透明粒子少量

灰色良好径１ｍｍ以下白・半透明粒子少量

灰色良好精径１mm以下白・半透明・赤褐色粒子少量

浅黄燈色良好粗径０．５～３の白・半透明粒子多量

緑灰色良好微細な灰色粒子少量

明緑灰色良好微細な灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量内面磨滅

灰色良好径0.5ｍ以下白・灰色粒子・骨少量

一端欠

6６ 725

726

727

木製品

木製品

木製品

割抜枠

割抜枠

割抜枠

長85.6×巾25.9×厚4.0×

長86.5×巾43.0×厚5.4×

長88.7×巾61.0×厚5.4×

一
一
一

ＳＥ１４

ＳＥ１４

ＳＥ１４

6７ 728

729

730

731

木製品

木製品

木製品

木製品

割抜枠

割抜枠

割抜枠

割抜枠

長83.5×巾20.4×厚4.2×

長71.0×巾26.8×厚4.8×

長74.4×巾24.1×厚2.9×

長90.7×巾56.5×厚4.5×

一
一
一

ＳＥ１４

ＳＥ１４

ＳＥ１４

ＳＥ１４

6８ ２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
４

７
７
７
７
７
７
７
７
７

品
品
品
品
品

製
滑
製
製
洲
洲
滑
製
製

木
常
土
土
珠
珠
常
木
木

物
錘
錘
物
物

曲
妻
土
土
喪
喪
妻
曲
曲

径76.0×高50.6×厚0.7×

× ××

長7.2×径5.4×孔径2.0×

長2.9×径1.2×孔径0.2×

× ××

×××

×××

径53.2×高52.9×厚0.5×

径47.0×高37.0×厚0.5×

一
一
一
一

５
５
５
５
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

スギ科スギ

暗灰色良好密径１mm以下白．灰色粒子少量

浅黄燈色良好径0.5白・灰色粒子少量半分欠

浅黄燈色良好微細な白・半透明・赤褐色粒子少量一端欠

灰色径１mm以下白・灰色粒子少量

灰色径３ｍ以下白・灰色・黒色粒子やや多量

暗灰色密径１ｍ以下白・灰色粒子少量

上部スギ科スギ

下部スギ科.スギ

6９ １
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４

７
７
７
７
７
７

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

敷
敷
物
物

折
折
箸
箸
曲
曲

長31.0×巾21.5×厚0.6×

長29.9×巾6.6×厚0.6×

長20.9×巾0.5×厚０．５×

長18.0×巾０．６×厚0.4×

径66.0×高54.2×厚0.8×

径56.4×高42.5×厚1.0×

一
一
一
一
一

ＳＥ１６

ＳＥ１６

ＳＥ１６

ＳＥ１７

ＳＥ１７

ＳＥ１７

曲物補強板

曲物補強板

一端欠

部
部

上
下



､-６×厚Ｕ

34Ｕ

J-６×厚０．４

) _ ６ × 巾 ０ － ６ × 厚 〔

)_６×屋(１

j,６×厚０

皇０－４

３４６１木勇3命

〕‐６×厚０－４因昌

)‐６×厚０－４

皇０－６

5３

】四

、四
皇０４

０－６×厚0-4

』』

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

■■■

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
．
×
×

７
４
５
５
５
４
３
４
４
６
３
５
４
５
４
５

●
●
●
●
①
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
６
６
６
６
５
７
６
６
７
６
７
５
５
６
５

●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾

●
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
７
６
５
５
，
Ｊ
３
ワ
】
１
１
（
』
８
８
７
【
Ｉ
４

①
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

１
０
〈
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
）
Ｑ
）
９
９
９
Ｑ
》

ワ
】
ワ
〕
ワ
】
ワ
】
ワ
】
ワ
』
ワ
“
ワ
］
ク
】
ワ
】
。
１
１
１
勺
上
１
１

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7０ 784

785

786

787

788

789

790

洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲

珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠

壷
壷
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

一

９
９
９
９
９
９
９

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰色良好径３mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白・灰色粒子少量

灰オリーブ色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

にぶい黄燈色やや軟径３mm以下白・灰・燈色粒子少量

灰色良好径３mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径１mm以下白色粒子少量

灰色良好径４mm以下黒・白・灰色粒子少量

7１ 791

792

793

794

795

796

797

８
９
０
１
２
３

９
９
０
０
０
０

７
７
８
８
８
８
804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

824

825

826

827

828

829

830

831

832

833

834

835

836

837

838

839

珠洲

珠洲

査器系陶器

資器系陶器

資器系陶器

資器系陶器

査器系陶器

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

石製品

石製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

鉢
鉢
喪
妻
喪
妻
斐
土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土錘

砥石

硯

棒状製品

漆器有台椀

漆器有台椀

折敷

折敷

箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸

９

９
７

4.9

110.

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９
５
０
３
４
５
５
５
５
４
５
５
６
５
５
４
５
５
４
４
４
４
４
５
５
５
６
５
５
５
５
６
５
６
５
４
６
５
４
３
４

４

●
●
■
。
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の

０
１
１
１
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

厚
厚
厚
厚
孔
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

３１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５
４
６
５
１
８
８
１
５
０

２
２
２
２
Ｌ
４
ｚ
Ｌ
Ｑ
Ｏ
・

短
短
短
短
径
巾
巾
巾
厚
４
価
巾10.8

８
７
７
７
７
６
６
８
５
６
６
５
７
７
８
６
７
７
６
６
７
７
６
８
７
７
７
６
６
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
申
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９
７
７
６
１
２
８

２
２
２
２
４
８
４

長
長
長
長
長
長
長

５
９
５
４
０
１
７
０
８
８
９
６
２
２
３
１
０
９
９
０
０
９
８
８
８
７
８
７
６
５
５
４
３
０

６
５
０
６
３
５
４
３
４
３
２
２
２
２
２
２
２
２
Ｌ
Ｌ
２
２
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

鐸
、
迅
鐸
園
鐸
鐸
壁
露
竪
建
鐸
鐸
壁
鐸
鋒
鐸
壁
鐸
鐸
鐸
鐸
舜
壁
鐸
匙
鐸
鐸
鐸
壁
鐸
鐸
壁
鐸
鐸

底1２

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
４
５
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰色良好径２mm以下黒・白・灰色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下黒・白色粒子少量

にぶい褐色良好径３mm以下黒・白・灰色粒子多量

暗赤褐色良好径２mm以下白・灰色粒子多量

にぶい黄褐色良好径３mm以下白・灰色粒子多量

暗オリーブ色良好径２ｍ以下黒・白・灰色粒子少量

暗オリーブ色良好径１ｍ以下黒・白色粒子少量

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

にぶい黄燈色良好径１ｍｍ以下白・灰・茶色粒子少量

黒色粘板岩
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９２６１中f廿十帥器ｌⅢ

９２０１中↑廿十師黙 受好】M二Ｉ微細Ｚ

雷禍色艮好やや開径Zmm以下目･半透明･金･赤褐色肘子少量匠内樵

3而器｜Ⅲ nm以下白・半透明・赤褐色約１月耗牙律．Ｆ己力

９ ２ ４ １ 中 世 十 帥 器 ｌⅢ ゴ１ｂ４眉ｌ灰渇律

旦嗣計巾希

宅雷耗子伝艮力

11 .6 ×４ ．７ ×７ ．０×

管色粒-ｆやや多匂

４Ｈ抑器＃ｌⅢ

5４

にぶい黄褐色良好やや粗径2mm以下白･半透明･金･赤褐色粒子少量底内指圧痕あ

1冊権；
××３．７×

××４．２×

××４．６×

にぶい燈色良好径１ｍ以下白・灰・燈色粒子やや多

××４．３×

××４．４×

××４．６×

××６．２× 雌
にぶい燈色良好粗微細な黒・灰・白・燈色粒子多量

明燈色良好精径１ｍ以下白・半透明・赤褐色粒子少量

にぶい燈色やや軟径１ｍｍ以下白・灰・燈色粒子やや多

灰褐色良好粗径２ｍ以下白.灰.燈色粒子多量切りはなし雑

にぶい黄燈色良好１黒・灰・白色粒子少量

浅黄燈色良好精径１ｍ以下白･灰･燈色粒子やや多切はなし１

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7２ ６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
873

874

875

876

877

878

879

880

881

882

883

884

885

886

887

888

889

890

891

892

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
箸
下駄

草履の芯

草履の芯

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
４
３
３
５
５
５
６
５
６
６
３
３
５
５
４
３
４
５
３
５
４
４
３
３
５
６
６
３
５
５
５
４
６
８
２
２

●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
巴
●
●
●
●
●
巳
●
●
●
●
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０

厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚
厚

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
６
７
４
６
７
６
７
６
７
７
５
６
７
５
６
７
５
７
７
６
６
７
６
７
６
６
８
５
７
７
７
６
７
３
２
５

０
０
０
〈
ｕ
Ｏ
〈
ｕ
Ｏ
０
０
Ｏ
〈
ｕ
〈
ｕ
〈
ｕ
〈
ｕ
（
ｕ
〈
ｕ
（
ｕ
（
ｕ
〈
ｕ
〈
ｕ
〈
ｕ
Ｑ
０
０
〈
ｕ
Ｏ
Ｏ
『
〈
ｕ
Ｏ
Ｏ
〈
ｕ
Ｑ
〈
ｕ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾
、
、
、

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
０
０
６
０
０
８
４
５
１
０
７
２
９
９
１
１
８
６
３
０
７
８
３
９
８
８
５
４
２
１
０
５
９
２
４
４

●
●
●
●
●
●
■
。
●
屯
●
●
●
◆
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
。
。
●
●
①
巳
●
●
■
●

９
９
９
８
８
８
６
６
５
５
５
４
２
１
０
１
１
０
０
９
９
８
７
７
５
５
５
５
５
５
５
４
４
３
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ホウノキ

スギ

7３ 893

894

895

896

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
910

911

912

３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１

９
９
９
９
９
９
９

黒色十器

土師器

中世土師器

洲
洲
洲
洲
洲

珠
珠
珠
珠
珠

盗器系陶器

盗器系陶器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

磁
磁
磁
洲
洲
洲
洲

白
白
白
珠
珠
珠
珠
石製品

珠洲

珠洲

黒色土器

灰紬陶器

椀

喪
石

小
皿
喪
喪
鉢
鉢
喪
壷
壷
皿
皿
皿
皿
皿
碗
碗
皿
喪
喪
喪
鉢
砥
喪
鉢
皿
椀

９20.4

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４

６
４
４
０
１
５
１
１
２
８

１

厚
７

７
４
１
５
６
６
７
６
６

１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２．７

２．０

巾2.6

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９．０

7.3

15.5

長4.8

口径13.8

６

底１８

底3６

一
一
一

底1２

４

１
２
２
１

底
底

－
２
４

９

５

底
一
一
一
一
一
一
一
一
３
底

５
３
１
３
６
５
皿
１
８
３
６
２

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｌ
１
２
２

拠
弘
羽
羽
羽
羽
羽
羽
羽
羽
皿
５
３
幻
２
２
７
ｍ
妬
皿
幻
皿
加
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
３
４
４
４
４
４
３
３
３
４
４
４
５
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

灰黄褐色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

にぶい黄燈色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

明褐灰色やや軟径２mm以下白・灰色粒子少量

灰白色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

青灰色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

灰色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

黄灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

暗赤灰色良好径２mm以下白・灰色粒子少量

褐灰色良好径２ｍ以下白・灰色粒子少量

褐灰色良好径２mm以下白・灰・金色粒子少量

灰白色やや軟径１mm以下白・燈・金色粒子少量

燈色良好径２mm以下黒・灰・燈色粒子少量

灰白色径１ｍｍ以下白・灰色粒子少量

にぶい黄澄色やや軟微細な黒・白・金色粒子少量

灰白色微細な灰色粒子微量

灰白色微細な灰色粒子微量

淡灰褐色微細な灰色粒子微量

灰色良好径１ｍ以下黒・白色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下黒・白・灰色粒子少量

赤灰色良好径２ｍ以下黒・灰・燈色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下黒・白・灰色粒子少量

灰色良好径２mm以下白色粒子多量

灰色やや軟径２mm以下白色粒子少量

淡褐色良好

灰淡緑色良好
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産も３９６１白橿１１Ⅲ

受 好 精 微 細 な j 火 色 洞３９７１白彊１１Ⅲ

ヨ 甚 監 ｌ Ⅲ

良好微細なj火色両３ ９９１白磁ＩⅢ |罰
－５５

４Ｃ１２４層

５Ｂ１３３層

５Ｂ１３５層

３Ｂ２１５層｢陰膳Iｉｌ
11.5×３．２×４．４×

××２．８×

××３．３×

9.6××× 灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

淡黄灰白色良好精微細な灰色粒子微量

淡黄色良好精微細な灰色粒子微量

淡黄灰白色良好精微細な灰色粒子微量 ’

図版
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示
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図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出十位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7４ 928

929

930

１
２
３
４
５
６

３
３
３
３
３
３

９
９
９
９
９
９

７
８
９
０
１
２

３
３
３
４
４
４

９
９
９
９
９
９
943

944

945

946

947

948

949

950

951

952

953

954

955

956

957

958

959

960

961

962

963

964

５
６
７
８
９
０
１

師
妬
妬
妬
鮪
切
師
972

973

974

975

976

977

978

979

980

981

982

983

984

985

986

987

988

９
０
１

肥
的
的

992

993

994

995

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器

中世土師器
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×
×
×
×
×
×
×
×
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×
×
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×
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●
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●
●

●
●
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●
●

●

●

１
１
１

１
１

３
３
３
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２
１
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×
×
×
×
×
×
×
×
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×
×
×
×
×
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０
２
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０
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４
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２
０
２
０
２
５
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６
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●
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●

Ｐ
●
巳
●

●
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●
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●
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●
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●
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●
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７
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８
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２
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灰黄褐色軟精微細白・燈色粒子少量

にぶい黄燈色良好やや粗径１ｍ以下白･灰色粒子多量

燈色良好径１mm以下白・灰・茶色粒子やや多

浅黄色良好精微細な灰・茶色粒子少量

灰白色精径１ｍ以下白・半透明・灰色粒子少量

にぶい燈色良好精径１ｍ以下白・灰・半透明粒子少量

灰白色軟精径１ｍ以下白・灰・赤褐色粒子少量

浅黄燈色良好精微細な白・灰・赤褐色粒子少量

灰白色良好精径１mm以下白・灰・金色粒子少量

にぶい燈色良好径２mm以下白・半透明粒子少量

黄灰色良好微細白色粒子少量

灰白色良好精微細な灰・白色粒子微量

淡黄色軟精径１mm以下･半透明・赤褐、金色粒子少量

浅黄燈色良好精径１ｍ以下白･灰･赤･褐色粒子少量

浅黄燈色軟微細な白・灰・金・赤褐色粒子微量

灰白色良好精径１ｍ以下赤・褐・半透明粒子少量含

舶色良ｊＷ精怪2■以下半紙醐狛･灰･艶粒抄量口鰯内面･底~固釧miにｽｽ付着

灰白色軟精微細な灰・金色粒子微量

灰白色良好精径２mm以下半透明、灰・褐色粒子少量

にぶい燈色良好精径１ｍ以下白･灰･金色粒子少量内底､スス付着

灰白色良好精径３皿以下半透明･径１mm以下白･赤･灰･金色粒子少量

灰白色良好精径１ｍ以下・半透明・赤・灰・金色粒子少量

灰白色良好精微細な白・燈色粒子微量

灰白色やや軟精径２mm以下半透明･茶色粒子･微細な灰色粒子

灰白色良好精径1mm以下半透明･金･灰色粒子少量底～胴部内面スス付着

浅黄燈色良好精微細な白・灰・赤褐色粒子少量

にぶい黄褐色良好微細な白・半透明色粒子・少量

にぶい黄褐色良好微細な白・半透明色粒子・少量

浅黄色精微細な白・燈色微量口縁スス付着

淡 黄 色 良 好 精 良 微 細 な 白 ・ 燈 色 粒 子 微 量

浅黄燈色良好径１mm以下白・灰・赤褐色粒子少量

オリーブ黒色良好精微細な灰色粒子微量

褐色良好精径３ｍ以下赤褐色・白・金色粒子少量

にぶい黄澄色良好精径１mm以下赤褐色･黒･金･半透明粒子少量含スス付着

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

淡黄灰白色良好微細な灰色粒子微量

淡黄色良好精微細な灰色粒子微量

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

灰白色良好微細な黒色粒子微量

淡いｵﾘｰﾌﾞがかった灰白色良好微細な黒色粒子微量

灰白色良好微細な黒色粒子微量

明ｵﾘｰﾌﾞ灰色良好微細な黒色粒子微量

淡黄色良好微細な黒色粒子微量

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰白色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好やや粗微細な灰色粒子微量

浅黄色良好やや粗微細な灰色粒子微量

灰色良好微細な灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な灰色粒子微量

浅黄色良好微細な灰色粒子微量

淡黄灰白色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

浅黄色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

灰ｵﾘｰﾌﾞ色良好微細な灰色粒子微量

淡黄色良好やや粗微細な灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好やや粗微細な灰色粒子微量



癖j火恒昼Ⅱ十禍偶１ｍｍ以卜ｊ火・Ｆ１倖

〕４８１珠＃ 受ｎ千ギ曇３ｍｍ以卜墓§・Ｆ１低

．Ｌ』

垂Ｒ十ｆ雫４ｍＩ

日 色 糊

ヨ色利垂牡十ｆ季１ｍｍ

豆8ｆｒｆ雫乙ｍｎｌ

丈供すｆ全幽、Ⅱ

３９４層 二コｆ室

．ｆ西

､６ ユ化

Ｘｊ

J６３１珠も

０６４

．ｆ通

垂以十f雫人、Ⅱ

m ｕ ｄ 塵

ｊ６９１珠＃

良好径２mm以下黒・灰・白色粒子多量
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良好径１ｍ以下黒・白色粒子少量

良好径１ｍ以下灰・白色粒子少量

良好径２mm以下灰・白色粒子多量

良好径３ｍ以下黒・白色粒子少量

良好径４ｍ以下黒・白・茶色粒子少量

良好径２mm以下黒・灰・白色粒子多量

良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

良好径２mm以下黒・白・茶・針色粒子少量

良好径５mm以下黒・灰・白・茶色粒子多量

良好径､m以下黒・灰・白色粒子多量

良好微細な黒・白色粒子少量

良好径２ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

良好粗径３ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

良好径１mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

良好径３mm以下黒・灰・白色粒子少量

良好径１mm以下黒・灰・白色粒子少量

良好径２mm以下黒・灰・白・糧色粒子少量

良好径４mm以下黒・灰・白色粒子多量

良好径１ｍ以下灰・白・燈色粒子少量

良好径２ｍ以下黒・灰・白色粒子少量

良好径２mm以下黒・灰・白色粒子多量

良好径４mm以下黒・灰・白色粒子多量
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明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

明オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な白・灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

淡黄色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

暗オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ灰色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

灰オリーブ色良好微細な灰色粒子微量

明緑灰色良好微細な灰色粒子微量

緑灰色良好微細な灰色粒子微量

オリーブ黄色良好微細な灰色粒子微量

にぶい黄色良好微細な灰・白色粒子微量

灰黄褐色良好微細な灰・白色粒子微量

オリーブ褐色良好微細な灰・白色粒子微量

にぶい黄燈色良好微細な灰・白色粒子微量

灰オリーブ黄色良好微細な灰・白・茶色粒子少量

オリーブ褐色良好微細な灰・白色粒子微量

緑かかったオリーブ灰色良好微細な黒・灰・白色粒子少量

暗灰色良好径４ｍ以下黒・白色粒子多麓

灰白色良好粗径２mm以下灰・白色粒子少量

暗灰色良好径２ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径３ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

青灰色良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好粗径２ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

黄灰色良好粗径２mm以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好粗径３ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好粗径４ｍ以下黒・灰．白．茶色粒子多量

暗灰色良好径３mm以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好径２mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

灰白色良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子少量

灰色良好径６ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

暗灰色良好径１mm以下黒・白色粒子多量

暗灰色良好径３mm以下黒・灰・白色粒子少量

暗灰色良好径２ｍ以下黒・灰・白色粒子少量



届 色 艮 好 径 ３ Ⅱ 皿 以 卜 l 火 ・ 日 性

圧ＹｌｂＢ皿

氏ＺＵＩｂＢｔ 雪隆哩十１句冒乙ⅢⅡ木げＷ１劃

蔓幽ｆ微細な黒４．ノ火・白色

垂Kff-イ傘１ｍｍ

幹司ｦ1１１劃

ｍ以下禁４．Ｆ１伝

蔓pｆ径Ｚｍｍ以卜黒・白色洞３４

雲・白色粒－Ｆ少b重目然粧

魁１画艮好径３ｍｍ以卜l火・白色洞ｎＬ

ｎ匹 明 渇 色 径 Ｚ ｍ ｍ 以 ト j 火 ・ 白 色 和

淘器 ３８３．４画暗示新品伝b‘好ｆ祥ＺｍＩｎ以卜灰・Ｆ１倖

愚fZi艮好棒２ｍ以下灰・白色

固器

ヨ色和

愚 f 道 艮 好 樺 ２ ｍ ｍ 以 卜 黒 ・ 白 色 罰皿凹

nm以卜ｊ火・白色和

罰巴ＥとHすｆ全乙、1ｍ

画f虫伝と好径ＺⅡ皿以トノ火・日色和

計1王Ⅱ}尋Ｚ

蔓Ｅｆ禍陽１ｍｍ以卜峡・F1f正

淘琳 壱b1エＩ届苫Af十f司雪１，１

４Ｂｌ８ ､、以卜兵４．ＦI惇

nm以卜黒・白色両

nｍ以卜j火・白色満

亜喫十不用

。色艮好樺３ｍｍ以卜l火・白色扇鋲印１１遜囲

5７

図版

番号

示
号

図
番

種別 器種
大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出十位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7６ 1072

1073

1074

1075

1076

1077

1078

107９

洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲

珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠

壷
壷
壷
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢

×
×
×
×
×
×
×
×

8.8

×
×
×
×
×
×
×
×

6.9

×
×
×
×
×
×
×
×

16.5

19.6

23.7

27.7

32.2

一
一
一

底６

６
６
３
４

５Ｂ６３層

表土

５Ｃ７４層

４Ｂ１４５層

５Ｃ１２３．４層

５Ｂ１３３．４層

３Ｂ１１３層

５Ｂ９４層

暗灰色良好径４mm以下黒・灰・白色粒子多量

灰色良好径５mm以下灰・白色粒子少量

黄灰色良好粗径３mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

灰色良好径１mm以下黒・灰・白色粒子少量

黒灰色良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子少量

暗灰色良好微細な黒・灰・白色粒子多量

灰色良好径１ｍ以下黒・白・茶色粒子多量

にぶい黄燈色良好微細な灰・白・燈色粒子少量

7７ 1080

1081

1082

1083

1084

1085

1086

1087

1088

1089

1090

1091

２
３
４
５

的
的
的
的

１
１
１
１

1096

１０９７

1098

1099

1100

1101

1102

1103

1104

1105

1106

1107

1108

1109

１１１０

1111

1112

1113

1114

1115

洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲
洲

珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠
珠

鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

10.0

15.8

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

31.8

31.8

26.0

一

一

一

一

句一

一

一

８
９

底
底

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
７
４
－
２
一
一
一
一
一

４層

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
・
層
層

４
５
４
５
３
５
４
５
４
３
４
４
５
５
３
４
３
４
客
３
３
４
３
４
４
４
３
５
３
３
４
３

Ｂ

犯
哩
５
７
８

咽
２
１
４
ｍ
幻
塑
８
辺
ａ
７
ｍ
３
６
１
皿
７
５
７
配
１
躯
犯
９
皿
８
理
２

Ｂ
Ａ
・
Ｂ
抄
Ｃ
Ｂ
土
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

４
４
４
５
１
４
５
排
５
５
４
４
３
４
４
５
４
５
３
５
５
５
５
５
５
５
５
４
５
３
４
５
５
５
３
５

灰色良好径２mm以下黒・灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下黒・白色粒子少量

青灰色良好径２mm以下黒・白・茶色粒子多量

灰色良好径１ｍ以下黒・白色粒子

灰色良好径２mm以下黒・白・茶色粒子少量

灰色良好微細な灰・白色粒子少量

灰白色良好径１mm以下黒・灰・白色粒子少量

褐灰色良好微細な黒・白色粒子少量

オリーブ灰色良好粗微細な黒・灰・白・茶色粒子多量

青 灰 色 良 好 径 ２ ｍ 以 下 黒 ・ 灰 ・ 白 色 粒 子 少 量

灰色良好径３mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

灰白色良好微細な黒・白・針色粒子少量

灰オリーブ色軟微細な黒・白・茶色粒子少量

灰色良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子少量

灰色良好径３mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

灰色やや軟微細な灰・白色粒子少量

灰白色良好微細な灰・白針色粒子少量

浅い黄色良好径１ｍ以下灰・白・茶色粒子少量内面スス

灰黄色良好径１mm以下灰・白・茶・燈色粒子多量

灰 色 良 好 粗 微 細 な 黒 ・ 白 ・ 針 色 粒 子 多 量

暗灰色良好径１ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

灰白色良好径１mm以下黒・灰・白色粒子少量

灰色良好径１mm以下黒・灰．白色粒子少量

灰色軟径１mm以下黒・灰・白・茶色粒子少量

灰色良好径２mm以下黒・灰・白色粒子少量

灰白色良好径２ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径２ｍ以下灰・白色粒子少量

灰色良好径２ｍ以下灰・白色粒子多量

灰色良好径２mm以下黒・灰・白・茶色粒子多量

にぶい黄燈色良好径２ｍ以下黒･灰･白色粒子少量内外面スス

灰色良好径３ｍ以下黒・灰・白色粒子多量

灰白色良好径２ｍ以下黒・灰・白色粒子少量

青灰色良好径１mm以下黒・灰・白色粒子少量

灰褐色良好径２mm以下黒・灰・白色粒子少量

明褐灰色良好粗径３mm以下黒･灰･白色粒子少量内面スス

灰色良好径３mm以下黒・白・茶色粒子少量
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図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

口径×器高×底径×他

残存度

分母3６
出十位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7８ 1144 越前 喪 × × × ３Ｂ６３層 にぶい赤褐色良好径１ｍ以下黒・灰・白・燈色粒子少量

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長×最大径×孔径×重さ（９）
出士位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

7９ 1145

1146

1147

1148

1149

1150

1151

1152

1153

1154

1155

1156

1157

1158

1159

1160

1161

1162

1163

1164

1165

1166

1167

1168

1169

1170

1171

1172

1173

1174

1175

1176

1177

1178

1179

1180

1181

1182

1183

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

士製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘
錘

土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
士
士
土
土
土
土
土
士
士
士
土
土
土
土
土
土
土
土

６
５
０
６
０
７
１
９
ｊ
５
７
９
４
１
９
１
８
９
０
７
９
４
５
６
６
３
７
９
５
５
３
９
４
８
６
１
７
４
９

．
．
．
．
．
．
．
、
４
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
６
４
．
．
０
．
．
．
．
．

４
３
４
６
７
０
５
７
２
８
９
７
７
３
９
４
７
８
２
２
５
６
４
３
４
５
２
５
１
１
３
８
１
３
４
０
５
６

１

く
２
１
２
５
６
７
３
７
７
５
３
６
５
６
０
２
７
３
４
０
７
９
０
７
０
０

１

１

１

１
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
４
５
５
４
６
５
５
５
８
１
１
０
３
５
３
３
８
８
７
９
５
３
３
８
５
６
８
７
７
７
３
８
４
８
８
５
１
１

●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
申
●
●
●
●
ｅ
●
＆
■
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
１
１
１
０
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
２
４
１
３
９
２
６
５
４
４
４
５
７
５
８
６
８
０
０
１
２
３
６
２
６
７
８
９
２
３
１
８
１
３
１
４
８
８

●
●
●
●
●
。
●
●
甲
●
巳
●
。
。
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
３
２
２
２
３
３
１
３
３
３
４
４
４
２
４
３
４
３
３
３
３
５
４
４
３
４
４
４
３
３
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５
２
８
２
３
４
４
９
３
６
８
０
５
６
８
０
１
０
１
１
１
３
２
４
６
６
７
７
８
７
９
４
９
２
２
２
４
７
３

●
●
①
の
①
中
の
●
＄
●
●
ゆ
り
①
●
●
申
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
６
７
７
７
７
７
７

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
層
層
土
層
層
層
層
層
土
層
層
層
層
土
層
層
層
層
層
層

５
３
５
５
４
５
５
層
３
５
４
客
５
層
層
５
客
４
５
４
４
４
客
５
４
３

層
３
客
５
４
４
４
層
５
層
層
３

３

４
４

〃
１
ｍ
２
必
加
Ⅳ
犯
逓
ｕ
哩
皿
妬
６
皿
１
Ⅳ
８
２
妬
犯
皿
７
妬
５
妬
加
羽
８
２
，
２
皿
躯
羽

Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
過
ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
明
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ

５
５
５
５
４
５
４
４
３
５
５
５
５
６
６
５
５
３
３
２
５
５
２
５
５
３
不
５
５
３
３
４
２
２
３
３
３
４
３

にぶい黄燈色良好径１mm灰・白色粒子少量一端平ら

にぶい黄燈色良好径１ｍ灰・白色粒子少量

浅黄燈色良好径１ｍ灰・白色粒子少量

褐灰色良好径１ｍ灰．白色粒子少量一端欠損

にぶい黄燈色良好径２ｍ灰・白・茶色粒子少量

にぶい黄燈色良好径１mm灰・白色粒子少量

明黄燈色良好径１，灰・白色粒子少量

明褐色良好径１mm灰・白色粒子少量

明褐色良好微細な灰・白色粒子少量半分欠損

灰白色良好微細な灰・白色粒子少量硬い焼成

浅黄燈色良好径１mm灰色粒子少量

褐灰色良好径１ｍ白色粒子少量硬い焼成

にぷい黄燈色良好径１mm灰・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好微細な灰・白色粒子少量一端平ら

にぶい黄燈色良好径３mm灰・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好微細な茶色粒子多量一部欠損

にぶい黄燈色良好径１mm灰･白･茶色粒子少量半分欠損一端平ら

明黄燈色良好径１ｍ灰・白・茶色粒子少量一端平ら

にぶい黄燈色良好径１ｍ灰・白・茶色粒子少量一部欠損

明黄燈色良好粗径１mm白・茶色粒子少量半分欠損

にぶい黄燈色良好径１，灰・白・燈色粒子少量半分欠損

にぶい黄燈色良好径１mm灰・白色粒子少量両端部一部欠損

にぶい黄燈色良好径１mm灰・白・燈色粒子少量半分欠損

にぶい黄燈色良好径１，灰･白色粒子微量全体に指圧痕あり端平ら

灰黄褐色良好径１mm白・茶色粒子少量両端部の口径の差が大きい

明黄燈色良好径２mm白・茶色粒子多量半分欠損

にぶい黄燈色良好径１ｍ灰･白･横色粒子少量両端部の口径の差あり

明黄燈色良好径３mm灰・白・燈色粒子少量半分欠損

明黄燈色良好径３mm灰・白・燈色粒子少量半分欠損

浅黄燈色良好径１mm灰・白色粒子少量半分欠損

にぶい黄燈色良好微細な灰・白・茶色粒子多量

浅黄燈色良好径２mm灰・白・茶色粒子少量

にぶい黄燈色良好微細な灰・白色粒子少量端部平ら

浅黄燈色良好径１，灰･白･茶色粒子少量一部欠損指圧痕跡あり

明黄燈色良好径１ｍ灰・白・茶色粒子少量端部平ら

にぶい黄燈色良好径１mm灰・白・茶色粒子少量

灰黄燈色良好径１ｍ灰・白色粒子少量

にぶい黄燈色良好径１ｍ灰・白・茶色粒子少量

浅黄燈色良好径４ｍ灰･白色粒子少量一端すだれ状のハケ目平ら

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長×幅（短）×厚×他
出士位置 備考
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図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長 × 幅 （ 短 ） × 厚 ×他
出土位置 備考

7９ 1212

1213

1214

1215

1216

1217

1218

1219

1220

1221

1222

1223

1224

1225

1226

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

９
０
０
１
９
７
８
７
７
２
１
０
９
９
０

●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
０
０
０
０
１
１
１
１
０
０
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
２
６
１
０
０
０
９
２
９
９
９
５
１

●
◆
●
●
●
●
●
◆
●
○
●
●
、
●
■

２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
１
２
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
２
７
６
７
１
１
１
１
３
１
１
４
７
２

●
●
●
●
●
Ｐ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
ｃ
●

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
２
２
２

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
層

５
５
３
５
５
３
３
３
５
３
５
表
４

３
７
６
，
６
６
略
ｕ
ｎ
羽
Ｍ
皿
１
岨
銅

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器



鉄製品ｌ鉄錫

ＩＤ_４

j‐§

１４

鉄製品｜鉄錨 j，ｂ×０．４

咲翻

１４

４８１鉄製ｆ

１４里1ｍ
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6０

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長 × 幅 （ 短 ） × 厚 × 重 さ（９）
出十位置 備考

8０ ４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

土器片円盤

石
石
石
石
石
石
石
石
石

砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥

408.1

350.4

232.7

173.1

７３．１

５６．３

６８．８

３２．１

５２．４

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
８
９
４
９
０
３
０
９
９
８
１
０
９
１
９
０
９
０
９
６
１
１
９
７
８
０
７
２
５
２
９
２
２
７
９
３
４
０
２
２
６

●
●
●
Ｇ
Ｂ
●
●
●
●
●
●
ｇ
●
●
●
●
●
●
①
●
け
ｃ
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
つ
●

１
０
０
１
０
１
１
１
０
０
０
１
１
０
１
０
１
０
１
０
０
１
１
０
０
０
１
１
１
１
１
０
１
５
４
４
４
２
２
３
１
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
３
０
２
１
７
７
４
１
０
３
１
５
２
１
４
３
４
０
２
４
９
３

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
ら
●
●
●
■
●
●

２
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
１
１
２
３

０
８
３
２
２
２
７
７
９
４

●
●
●
●
●
。
●
●
。
０

３
１
２
２
２
２
２
２
２
２

短
短
短
短
短
短
短
短
短
短

９
２
７
７
５
７
０
５
７

●
●
●
●
■
●
●
●
●

４
５
３
４
５
３
２
３
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

５
４
１
４
５
０
９
５
２
２
７
２
６
８
０
７
３
５
３
９
６
１
６
８
２
４
４
２
５
８
９
１
０
０
６
３
８
７
９
７
５
４

●
●
●
●
●
ｑ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
Ｄ
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
１
９
６
６
５
５
５
５

１
１

層

層
層
層
層
層
層
層
層
土
唖
土
土
層
土
乱
土
層
層
層
土
層
層
層
層
層
土
層
層

４
５
３
５
５
５
４
４

表
３
客
表
４

客
撹
表
４
３
３
客
５
５
３
５
４
表
４
３

１
７
昭
１
皿
１
略
皿
遁
８
躯
５
Ⅳ
皿
犯
遁
皿
過
幻
Ⅳ
卵
２
躯
略
巧
６
別
四

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
明
明
明
明
明
明
明
Ｃ
明
明
明
明
明
明
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
明
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ

５
５
５
５
５
５
５
不
不
不
不
不
不
不
５
不
不
不
不
不
不
５
５
２
３
４
不
２
３
３
５
５
４
２
４
３
４
３
５
５
４
５

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

珠洲

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵
恵

須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
須
餐器系陶器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

8１ 1326

1327

1328

1329

1330

1331

1332

1333

1334

1335

1336

1337

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

錘
錘
車

石
石
石
石
石
石
石
状
状
錘

砥
砥
砥
砥
砥
砥
砥
権
権
硯
硯
紡

１
６
９
０
１
５
５
９
８

●
●
●
甲
、
●
●
●
●

０
５
１
４
３
６
３
９
７

２
３
３
３
１
１
７
４
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
３
２
１
７
２
９
３
８

●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●

０
１
１
１
０
１
１
２
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
７

４．７×４．９

４．６×３．６

４ ． ５ × ４ ． １

４．４×４．７

４．３×２．３

４ ， ０ × ２ ． １

４．０×５．８

４．５×３．５

４．１×２．４

６．９×４．２

３ ． ２ × ２ ． １

推定径5.4推定孔径０

３Ｂ２客土

４Ｂ１６５層

５Ｃ1６

５Ｃ２２４層

３Ｂ１５層

５Ｂ１０４．４層

３Ｂ１５層

５Ｃ1２

５Ｂ１４５層

ｌトレ

５Ｂ２５層

４Ｂ６表土

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長×幅（短）×厚×重さ（９）
出十位置 備考



6１

図版

番号

示
号

図
番 種別 器種

大きさ（c､）

長×幅（短）×厚×重さ（９）
出土位置

備考

(色調･焼成･胎土ほか）

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

謁
弱
弱
弱
弱
弱
妬
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
諏
師
訂
諏
訂
諏
諏
師
訂
訂
犯
羽
犯
犯
犯
犯
羽
羽

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

車
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子

錘
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面
面

釘
釘
釘
釘
釘
釘
釘
釘
釘
釘
釘
鎚
紡
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥

６
３
２
０
０
４
４
３
７
２
８
３
３
４
６
３
２
２
５
０
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
■

１
２
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
５
６
１
６
４
５
６
５
５
４
７
８

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
凸

０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
５
５
４
４
６
７
４
４
４
６
４
６
６
４
５
５
５
４
８
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
７
１
７
４
５
４
５
６
１
４
９

の
●
●
●
●
●
●
●
ｂ
●
●
●

０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
１

８
１
６
６
５
６
７
８
６
９
７
５
８
２

●

●
●
●
●

●

１
２
１
Ｌ
ａ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
１
１
１
１
１

●
①

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
８
２
６
６
４
６
６
７
９
８
Ｑ
》
６
７
６
２
７
６
６
Ｑ
》
１
７

１
０
１
５
ワ
】
９
８
３
１
０
６
１
．

Ｆ
ａ
５
Ｆ
ａ
４
４
３
３
３
２
４
２
６
唖
Ｌ
２
画
Ｌ
御
麺
ｚ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
錘
御
Ｌ
Ｌ
Ｌ
掴
１
２
画

層
皿
皿１１

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
土
土
土
土
土
土
層
土
層
層
土
層
土
層
も
土
層
土
Ｋ
Ｋ

５
３
３
５
３
３
３
３
３
３
３
３
５
客
客
表
客
表
表
５
客
５
３
表
３
客
３
４
表
３
表
Ｓ
Ｓ

犯
犯
７
５
加
配
犯
１
浬
Ⅳ
１
皿
８
幻
羽
Ｍ
１
６
週
追
加
４
７
ｍ
喝
略
焔
⑲
６
８
４
９
９

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ａ

５
４
５
５
４
３
４
５
４
３
４
５
５
２
２
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
４
４
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136 135 1３４ 1３３ 1３２ 1３１ 1３０ 1２９ 1２８ 1２７ 126 1２５ 124 1２３ 1２２ 1２１ 120 １１９ 1１８ 117 １１６ 1１５ 1１４ 113 1１２ 111 lｌＯ 1０９ 1０８ 1０７ 1０６ 1０５

整
理
恥

5３

●

472

4９

●

424

6４

●

704

７１

●

８０７

4９

●

399

4６

●

270

4９

●

417

4８

●

３７８

4９

420

4８

●

385

4９

●

4０１

4９

●

414

4９

●

402

4８

●

3８１

4９

●

4２１

4９

●

393

4９

●

409

図
版
・
図
示
恥

須
恵
器
・
婆

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
要

黒
色
土
器
・
椀

黒
色
土
器
・
椀

黒
色
土
器
・
椀

黒
色
土
器
・
椀

黒
色
土
器
・
椀

木
製
品
・
折
敷

木
製
品
・
漆
器
有
台
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

種
別
・
器
種

卵
６
．
４
層

4Ｃ

ｌ２
●

SＫ

２２

記
６
．
４
層

託
焔
・
４
層

卵
加
・
４
層

狐
５
．
５
層

託
７
．
５
層

託
２
．
５
層

SＥ

ｌ２
弧
９
．
２
層

排
土

肥
田
（
６
ト
レ
）

駈
犯
・
３
層

5Ｃ

2１
託
旧
・
５
層

託
Ⅳ
・
５
層

託
Ⅳ
・
５
層

託
Ⅳ
・
５
層

託
Ⅳ
・
３
層
ほ
か

託
肥
・
４
層

駈
肥
・
４
層

灰
皿
・
５
層

託
ｕ
・
５
層

灰
皿
・
５
層

託
８
．
５
層

託
６
．
５
層

託
３
．
５
層

託
１
．
４
層

託
１
．
４
層

卵
迦
・
３
層

記
幻
・
３
層

記
Ⅳ
・
４
層

出
土
位
置

刻
書

墨
書

刻
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

漆
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書 種

類

肩
部

底
外

胴
外

胴
外

胴
外

胴
外

胴
外

胴
外

胴底
外内

●

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

胴
外

胴
外

底
外

底
外

胴
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

底
外

底
外

胴
外 部

位

一

十
－

□
「
大
ヵ

ｎ
Ｕ

□ □ □
□

□
ｰ

本
文
犯
頁
参
照

底
内
「
森
」
朱
漆

胴
外
「
木
」
朱
漆

□
ｰ

弓

□
ｎ
Ｕ

－

□

弓

□
□ ｎ

ｕ
ｎ
ｕ

「
福
ヵ
」

□ □
ｰ

ｎ
Ｕ

弓

□
□ 「

一
局
」
・
「
□

ｎ
Ｕ

言

□

一

井
一

「
西
ヵ

「
大
ヵ

ｎ
Ｕ

木
一

釈

墨
痕
上
下
不
明

釈
備
考

1０４ １０３ 1０２ １０１ lＯＯ 9９ 9８ 9７ 9６ 9５ 9４ 9３ 9２ ９１ 9０ 8９ 8８ 8７ 8６ 8５ 8４ 8３ 8２ 8１ 8０ 7９ 7８ 7７ 7６ 7５ 7４ 7３ 7２ 7１ 7０ 6９ 6８ ６７

整
理
脳

4８

●

379

4９

●

413

4９

●

422

4９

●

412

4９

●

４２３

4９

●

４１５

4９

●

4１１

4５

●

2４１

欠
番

4９

●

3９１

4９

●

410

4８

●

377

4８

●

387

4８

●

382

4９

●

396

4８

●

386

4９

●

390

4９

●

392

4９

●

389

4５

●

256

4９

●

404

4９

●

418

欠
番

4９

●

４１９

図
版
・
図
示
脳

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
無
台
皿

土
師
器
・
無
台
椀

土
師
器
・
皿

土
師
器
・
無
台
椀

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
無
台
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

黒
色
土
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
皿

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
無
台
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
有
台
杯

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
無
台
椀

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
椀

種
別
・
器
種

5Ｂ

ｌ６
●

p４

鎚
胆
・
５
層
ほ
か

卵
哩
・
５
層

記
哩
・
５
層

卵
腔
・
４
層

5Ｂ

ｌ３
犯
凪
・
５
層

記
廻
・
４
層

郎
皿
・
４
層

犯
皿
・
５
層

犯
皿
・
４
層

卵
ｎ
．
４
層

卵
皿
・
５
層
ほ
か

卵
皿
・
５
層

記
９
．
４
層

記
７
．
５
層

卵
７
．
４
層

卵
７
．
４
層

卵
３
．
５
層
ほ
か

記
７
．
４
層

卵
４
．
５
層

卵
４
．
５
層

卵
２
．
５
層

卵
２
．
５
層

卵
２
．
５
層
ほ
か

卵
２
．
３
層

卵
１
．
４
層

弘
型
・
カ
ク
ラ
ン

臥
加
・
４
層

弘
哩
・
４
層

瓢
、
・
４
層

副
９
．
４
層

“
躯
・
４
層

“
犯
・
４
層

虻
犯
・
４
層

“
犯
・
４
層

出
土
位
置

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

刻
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書 種

類

胴
外

胴
外

底
外

胴
外

底
外

胴
外

胴

外
底
外

胴
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

胴
外

胴
外

底
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

底
外

底
外

底
外

胴
外

胴
外

底
外

胴
外

胴
外 部

位

ｎ
Ｕ

□
ロ
ヵ
」

ｎ
Ｕ

「
寺
ヵ

言

□
ｰ

□
ー

太
一

十
ヵ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

「
寺
ヵ
」

「
十
ヵ

言

□

弓

上
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

‐

□
ｰ

□
ｰ

‐

□
←

□
ｰ

ｎ
Ｕ

‐

□
ｰ

コ

カ

言

□
ー

「
寺
ヵ
」

ｎ
Ｕ

‐

□
弓

□
ー

「
井
ヵ
」

‐

□
ｎ
Ｕ

□
ｰ

ー

□
ｎ
Ｕ

釈

×
力

釈
備
考
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第
４
表
文
字
資
料
一
覧

1Ｊ
ｌ
ｍ
－

|__」

6３

6６ 6５ 6４ 6３ 6２ ６１ 6０ 5９ 5８ 5７ 5６ 5５ 5４ 5３ 5２ 5１ 5０ 4９ 4８ ４７ 4６ 4５ 4４ ４３ 4２ 4１ 4０ 3９ 3８ ３７ 3６ 3５ 3４ 3３ 3２
整
理
恥

4９

●

408

4９

●

405

4９

●

407

4９

●

406

4５

●

267

4９

●

425

４１

●

1２９

4８

●

383

4９

●

388

4８

●

384

4９

395

4９

●

403

4９

●

400

4８

●

380

4９

●

398

4９

●

４１６

4９

●

397

4９

●

394

4４

229

4４

●

222

4４

●

2２１

4４

●

２１１

図
版
・
図
示
恥

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
無
台
椀

須
恵
器
・
杯
蓋

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

黒
色
土
器
・
無
台
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
蓋

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
椀

土
師
器
・
無
台
碗

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

土
師
器
・
無
台
椀

土
師
器
・
椀

須
恵
器
・
無
台
杯

須
恵
器
・
無
台
杯

種
別
・
器
種

“
犯
・
４
層

“
犯
・
４
層

“
犯
・
２
層

虻
塑
・
２
層

虻
浬
・
４
層

“
理
・
４
層

“
迦
・
４
層

“
迦
・
４
層

虻
迦
・
４
層

虻
田
・
５
層

虻
２
．
４
層

“
２
．
４
層

SＢ

６
●

p３

（
妃
塑
・
皿
）

妃
迦
・
４
層

4Ｂ

ｌ７
●

pｌ

妃
陥
・
５
層

4Ｂ

ｌ４
●

p２

姻
旭
・
４
層

岨
６
．
３
層

妃
２
．
５
層

“
ｕ
・
４
層

虻
理
・
５
層

犯
肥
・
５
層

邪
ｕ
・
５
層

犯
皿
・
５
層

犯
８
．
５
層

犯
７
．
５
層

記
６
．
３
層

記
３
客
土

記
１
．
５
層

犯
１
．
５
層

部
拓
・
恥
９

郎
羽
．
ｌ
層

郎
羽
・
’
層

SＫ

３０
出
土
位
置

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

刻
書

刻
書

刻
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書

墨
書 種

類

胴
外

胴
外

底
外

天
外

底
外

胴
外

底
内

底
外

胴
外

底
外

底
外

胴
外

底
外

底
外

底
内

リ胴
底外
外

底
外

底
内

胴
外

摘
み

底
外

底
外

底
外

底
外
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５暗褐色砂

６黒褐色砂粘性なししま

炭化物少量含む

７暗褐色砂粘’性なししま

８黒褐色砂１cm大炭化物含

しまり弱

Ｅ
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須恵器無台杯・椀・盤

須恵器杯蓋

須恵器有台杯・椀

須恵器証・横瓶

須恵器壷

土師器無台椀”皿

土師器有台椀

土師器蕊・鍋

土師器小謹

土師器瓢（ロクロ未使用）
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須恵器

同 －０４０ｍ且

本文１３頁

■

Tｒ

黒色士器椀

軽石

石

鍛冶関連遺物

土製品

その他
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土師器
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遺物出土付置回 更）
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置物出土層位図（全体）
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SE２

１黒色土粘性なししまり強炭化物やや多く含む

２黒褐色土砂多く粘性.しまりなし

３黒褐色砂粘性．しまりなし

４ 黒 褐 色 砂 粘 性 や や あ り し ま り な し 炭 化 物 少 量 含 む

５黒褐色土４層に似る粘性．しまりなし

６暗褐色砂粘性なし

７黒色砂炭化物含む

５
-0.50ｍ且

ＳＥｌ

ｌ 黒 褐 色 土 粘 性 . しまりあり炭化物多く含む

２暗オリーブ褐色砂暗灰黄色砂の混じり

３黒褐色砂粘性なししまりあり

４黒褐色砂粘性・しまりなし

５黒褐色砂粘性なししまりあり
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レョ四
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６黒褐色砂粘性．しまりなし

７黒色砂粘性．しまりなし炭化物多く

８黒色砂粘性あり

９暗褐色砂粘性あり

ＳＥ３

１暗黒褐色士粘性なししまりあり

２暗オリーブ褐色砂粘性．しまりなし暗褐色砂混じる

３黒褐色砂炭化物少量含む

、

-0,50,竺〔｣

|①．



同

Ｖ

－７５

－－－ミーーーー ＳＥ４、

、

ＳＥ５

SE４

１暗褐色土粘性なししまりあり遺物．黄褐色パミス･炭化物含む

２黒褐色士粘性弱しまりなし遺物・炭化物多量

３黄褐色砂

４黒色砂炭化物多量
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い

ＳＥ５

１黒色土粘性なししまりあり炭化物やや多く含む植物根多Ｌ

２黒褐色士粘性なししまりなし

３にぶい黄褐色砂

４黒褐色砂

５黒褐色砂

６黒褐色砂

７黄褐色砂混じり黒褐色砂

８黒褐色砂

９暗褐色砂撹乱か

※４～７層撹乱による２次堆積

堵 社

Ｌ
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炭 化 物 少 し 含 む 砂 多 い

炭化物含む
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粘性なししまりややあり

粘性なししまりややあり

白砂２層の混じり
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三７

SE６

１ 黒 褐 色 士

２黒褐色砂

３黒掲色砂

４黒褐色砂
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１褐色砂しまりなし

２暗褐色粘質士しまりあり

３暗褐色土粘土粒子を含む

４にぷい黄褐色砂

５粘土塊を含む黒褐色砂

６黒褐色士粘性．しまりあり

７暗褐色砂

８黒褐色粘質土しまりあり

９極暗褐色土粘性．しまりあり

１０黒褐色砂(基本層序４届）粘性．しまりあり

１１黒褐色粘質士粘性．しまりあり

１２紫がかった黒褐色砂粘性．しまりあり

粘土塊、炭化物含む

１３暗褐色砂粘性.しまりなし

１４黒褐色砂粘性.しまりあり

１５黒褐色砂粘性．しまりあり

１６黒褐色砂粘性なししまりややあり

１７やや灰色がかった黒褐色砂粘性なししまりあり

１８黒色砂粘'性なししまり普通

１～７層客士
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ｌ暗褐色土灰色・黄褐色粘土ブロック混じり

２暗黒褐色土粘性なししまりややあり炭化物

３黄褐色砂

４暗褐色砂下部黄褐色砂混じる炭化物

ｅ

Ⅱ ＬＬ
３

ﾛ：

ＳＥ８

１ 暗 褐 色 土 粘 性 な し し ま り や や あ り

全体に８mm大の炭化物含む

２黄褐色砂混じりの黒褐色砂炭化物粒子含む

３黒褐色砂炭化物多量に含む中世遺物含む

４ 黒 褐 色 砂 混 じ り の 黄 褐 色 砂 炭 化 含 む
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粘性弱

(灰褐伊.＋含む）

粘‘性あり

粘性なししまりややあり

(黒褐色砂含む）

｡ＳＥ 1０

）

黒褐色土砂質粘性ややありしまりなし炭化粒子含む

黒色砂粘性あり炭化粒子含む

暗黒色士粘性.しまりややあり炭化粒子含む

暗黒褐色士粘性。しまりあり植物層．炭化粒子含む

黄灰色砂混じり黒色土粘性あり植物含む

黒褐色土粘性あり炭化粒子含む

暗褐色砂汚れた黄砂炭化粒子含む

(３～９層SElO）

暗黒褐色上粘性なししまりあり

暗褐色土粘性なししまりあり炭化粒子含む

暗黒褐色土粘性なししまりあり径0.5～１cm大の炭化物多量含む

汚れた黄褐色砂混じり黒褐色砂

暗褐色士粘性ややありしまりなし炭化物・腐植植物含む

黒色砂粘性弱しまりなし炭化物・腐植植物含む

暗黒褐色土粘性．しまりややあり炭化物・腐植植物含む

汚れた黄褐色砂

黒褐色砂混じり黄褐色砂炭化物・腐植植物含む
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１黒褐色士

２黒褐色士

３ 黒色士

４黄褐色砂

５黄褐色砂
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－一

黒色士粘性強しまりなし

腐植植物多量に含む

黒褐色砂粘性.しまりややあり

暗褐色砂粘性なししまりあり

黒色土粘性なししまりややあり

黒褐色砂粘性なししまりや･やあり

黒褐色砂粘性なししまりややあり

１黒色土粘性なししまりあり

炭化物多批に含む

２暗褐色砂粘性．しまりなし

３黒褐色士粘性なししまりあり

（黄褐色砂混じる）

４黒色上粘性ありしまりややあり

（黄褐色砂混じる）

５暗褐色砂粘性なししまりあり

６黄褐色砂粘性。しまりややあり

７黒色土粘性ありしまりややあり

井戸枠縦板含む
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１ 黒 色 砂 粘 性 あ り し ま り 強

２暗褐色砂粘性なししまり強

３黒褐色砂粘性なししまり強

４褐色砂粘性なししまり強

５黄褐色砂粘性なししまり強

６暗褐色砂粘性なししまり強

７明褐色砂粘性なししまり強炭化物含む

８黄褐色砂粘性なししまりあり黒色砂ブロック含む

９暗白色砂粘性なししまり強黒色砂ブロック含む

１０暗褐色砂粘性なししまり強

１１黄褐色砂粘性なししまりあり

１２暗褐色砂粘性なししまり強

１３明褐色砂粘性なししまりあり

１ ４ 明 褐 色 砂 粘 性 な し し ま り あ り
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己

-0.30ｍ二
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黒色砂粘性なししまり強粘土ブロック少赴含む

黒褐色砂粘性なししまり強粘土ブロック多量に含む

黒褐色砂粘性なししまり強

黒 色 砂 粘 性 な し し ま り強

暗褐色砂粘性なししま り強

暗褐色砂粘性なししまり強腐植植物多く含む

黒 色 砂 粘 性 な し し ま り強

褐色砂粘性なししまりやや強粘土ブロック少量含む

黄褐色砂粘性なししまり弱

黒褐色砂粘性なししまり弱

淡褐色砂粘性ややありしまり弱

黄褐色砂粘性なししまり弱

褐 色 砂 粘 性 な し し ま り弱
Ｃ

淡褐色砂粘性なししまり弱

黄褐色砂粘性なししまり弱

褐色砂粘性.しまりなし

褐色砂粘性.しまりなし

褐色砂粘性．しまりなし

黄褐色砂粘性．しまりなし

褐色砂粘性なししまり弱
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1暗褐色砂粘性なししまりあじ

２ 黒 色 砂 粘 性 弱 し ま り あ り

３ 暗 褐 色 砂 粘 性 。 し ま り な し

４ 黒 色 砂 粘 性 。 し ま り あ り

５ 暗 褐 色 砂 粘 性 . し ま り な し

６黒褐色砂粘性弱しまりあり

７明褐色砂粘性．しまりなし

８暗褐色砂

９黄褐色砂
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炭化物含む
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１ｋ／

１０～1２

暗褐色砂黄砂混久

黄褐色砂

暗褐色砂
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~ﾐ三三ラー

Ｖ鋤哩

②
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SK２

１暗黒褐色ゴ

２黒褐色土

３黒褐色砂

ＳＫｌ

ｌ暗黒褐色土

粘性なししまりあり植物根・炭化粒子含む

２黒褐色土

２層より砂っぽい植物根・炭化粒子含む

0．３０，－
炭化物含む

炭化物含む

炭化物含む

ロ

-０．５０，－

Ｓ

SK3

１暗褐色土粘性ありしまりなし

２暗褐色砂粘性なししまりあり

３褐色砂粘性なししまりあり

４暗褐色砂粘性なししまりあり

５黄灰白色砂黒褐色土ブロック混じりしまりあり

１黒色士粘性ややありしまり強

２暗褐色土混じり茶褐色･上

３暗褐色砂粘性。しまり弱

４汚れた褐色砂混じり黄褐色砂

５暗黄褐色砂
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１黒色士粘性．しまりあり

２黒色土粘性あ りしまりなＬ

３黒褐色砂粘性。しまりなし

１黒色士粘性なししまりあり３

２汚れた褐色砂４
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１黒褐色砂粘性.しまりなし

２黒褐色砂粘性.しまりなし

３黒色砂粘性.しまりあり

４ 暗 黒 褐 色 砂 粘 性・しまりなＬ
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Ｃ
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|画
０－１

黒褐色士粘性なししまりややあり

黒褐色砂粘性なししまりややあり

黒色の灰層細かい灰分の堆積層炭化物含む

黒色士粘性．しまり弱植物根・炭化物含む

須恵器・土師器の小片あり

黒色士粘性ありしまり弱植物根・昆虫・種子等含む

黒褐色砂粘′性なししまりあり植物根含む

伊

１
■

SＫ９ Ｉ 器

〆

２ｍ

Lｌ

ｌ２

SＫ１３土器
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１ｍ

ｂ’
－０．６０，－

／

SＫｌ４

１黒褐色土粘性.しまりなし炭化物含む

--丁_Lｒ

遺物包含層 ／
詫
〆三

一

ノ

黒 色土粘性弱しまりあり炭化物含む

黒色士植物腐植層

黒色粘土粘性強しまりあり昆虫・種子含む

黒褐色土粘性弱しまりややあり

黒色土粘性強しまり弱植物根含む

黒 褐 色 士 砂 多 い 植 物 根 含 む

２
３
４
５
６

８
９
ｍ

SＫｌ３

１暗褐色砂粘性．しまりなし

炭化物粒子少量含む

２黄灰褐色砂粘性なししまりややあり

イ
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●
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。
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SK28

１明褐色砂しまり.粘性なし黒砂ブロックを少量含む

２褐色砂しまり強・粘性なし黒砂ブロックを多既に含む

３褐色砂

４明褐色砂しまり・粘性なし

5黒色砂しまり強･粘性なし

６明褐色砂しまりやや強・粘性なし黒砂ブロックを少量含む

７黒褐色砂しまり強・粘性なし

b，⑰画

SK22

b,

2３

ｈ ＩＪＬ

-０．４０，１一一 -0.40ｍ二

｜
’

２ｍ

SK23

１黒褐色土粘性なししまりあり

黄褐色砂・炭化物混入須恵、土師小片多赴

２褐色砂粘性なししまりややあり

黄褐色砂混入遺物含

二

SＫ２２

１暗褐色土粘性なししまりあり

炭化物含む

２黒褐色士粘性弱しまりあり

炭化物含む

３褐色砂粘性なししまりあり

炭化物含む

謝
局'

8２－

８ＳK２
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ー

ミ ノー

ノ へ
〕

-0.40,里

寅塞雲蚕芋アー

一
》

SＫ

1

黒色土粘性ややあり

黒褐色土固くしまる

黒褐色士3層に白っぽい土がブロック状に混入

黒褐色土４と同様白っぽい土がブロック状に少量混入

黒褐色土上下の届と比較し、全体に白っぽい

黒褐色土

黒色上やや粘性あり

灰黄褐色砂６届に近い色、地山と黒色上の互層になる部分がみられる

暗褐色土径５～６ｍ程度の炭化物を含む

暗褐色土粘性ややあり

黒褐色土

黒色士粘性.しまりあり遺物を多吐に包含ブロック状に１２層下部に混入

｢里

土器

(Ｓ＝ｌ／４０）

○
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SK27

１暗褐色砂

2黒褐色砂l届に比べ、赤茶けた土がまだらに入る

３にぷい黄褐色砂

4黒褐色砂

５黒色砂SK26の７届と似た黒土塊が明禍色の砂層に混〕

SK26

了、母
（
／、､、

/d~~､--------.

－へ

ｄ’
-0.50ｍ一

Ｃ；

１黒褐色砂乾燥しやすい

２にぷい黄褐色砂乾燥しやすい

３暗褐色砂径2,3cmの黒色土が混入

１暗褐色砂３層に比べ、若干明るい色調

５黒褐色砂

６黒褐色砂黒色土と2届のような砂がブロック状に混入粘性強遺物を多量に含む

７黒褐色砂黒色土がブロック状に混入粘性強遺物を多堂に含む
０

、半

〆ー

~、

Ｌ-－

〆
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一－－
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場
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土師器土師器

ﾛ

-0.50ｍ

－、三'蕨
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SK31

１灰褐色砂粘性なししまり強

２ 黒 色 砂 粘 性 な し し ま り や や 強

明褐色砂ブロックを少量含む

３暗褐色砂粘性なししまり強

４褐色砂粘性なししまり強

５明褐色砂粘性なししまり弱

SK29

名

-0.40ｍ呈

星

１３

SＫ２９

１暗褐色砂粘性なししまり強

黄褐色砂ブロックを多量に含む

２黒褐色砂粘性なししまりやや強

３暗褐色砂

１層に似ているが、黄褐色砂ブロックを含まない

４暗褐色砂

５褐色砂

６ 灰 褐 ～ 褐 色 砂

７黒褐色砂２層に似るが、やや明るい

８暗褐色砂粘性なししまりやや強

黒褐色砂と黄褐色砂を斑状に含む

９黒色砂粘性なししまり強

１０褐色砂粘‘性．しまりなし

１１白色砂粘性．しまりなし黒色砂を微量含む

１２黒褐色砂黄褐色砂ブロックを少量含む

１３褐色砂粘性なししまり強

１４褐色砂黄褐色砂を主体とし黒色砂を斑状に含む

１５黒褐色砂粘性なししまり強

b，

O'

４

SＫ３３

０黒褐色砂

１ 黒 褐 色 砂

２暗褐色砂

３ 黒 色 砂

４にぶい黄褐色砂

２ｍ

第33図遺構１７ＳＫ２９～3１．３３
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SK30

１暗褐色土しまりあり黄褐色土が混入

２暗褐色士直径２～４cmの石が混入

３ａ暗褐色士しまりあり粘土が若干混じる

３ｂ黒褐色士しまり強

４にぶい黄褐色砂黒褐色土が若干混じる

５黒褐色土

６黒褐色土

７黒色土

８ａ黒褐色土６．７層に比べしまり弱

８ｂ黒褐色土

８ｃ黒褐色土

９ａ暗褐色土

９ｂにぷい黄褐色土

1０黒色士

1１黒褐色土

－０．４０ｍ

。

8３－
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SK34

１ 黒 褐 色 士 し ま り あ り

２黒褐色士しまりなし

３暗褐色士しまりなし

４にぷい黄褐色土しまりな１

※ｌ～４層とも遺物を包含

己

－０，５０，二

１

Ｈ

４

_/づ

Ａ

５ h’

SＫ３５

１黒褐色士粘性なし炭化物少量含む

SK35を切る

２暗褐色砂粘性なししまりあり

炭化物含む

３黒褐色士粘性なししまりあり

１～２ｍｍ大の炭化物を含む遺物あり

４暗褐色砂粘性なししまりあり

炭化物含む

５暗褐色砂粘性なししまりややあり

炭化物含む

ﾛ b，
－０．７０ｍ

暗褐色土粘性.しまり弱炭化物がブロック状に混

3８

、

-0.60ｍ二

じる

伏に

SK36

１黒；

２晴

９に

黒褐色士粘性なししまりあり５mm炭化物含む

暗褐色砂粘性.しまりなし炭化物含む

にぶい黄褐色砂粘性.しまりなし炭化物含む

黒色上粘性．しまりなし木の枝・木の根多迂に含む

暗褐色砂粘性．しまりなし炭化物多量に含む

暗褐色砂粘性．しまりなし

にぶい黄褐色砂粘性．しまりなし

黒褐色砂粘性．しまりなし長１～３cmの木の枝を含む

Ｏ
（
ｈ

８

bｿ ｆ ｅ

－０．６０ｍ－

⑨ i： ｄ
-0.50ｍ－
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SＫ３７
黄褐色砂粘性しまりあり

暗褐色砂黒色士が帯状に入る

ﾐー 一
一
一

SＫ３
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しまりややあり黄褐色砂混じる

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

、

にぶい黄褐色砂粘性なししまりあり黒色士が帯： 入る

７－黒色の細土層

「

５
６

黒褐色士

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色±

黒褐色砂

黒色粘上

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

しまりあり

しまりなし

しまりあり

暗褐色砂

暗褐色砂

黄褐色砂

粘性な’

粘性弱

粘性なＬ
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SK5

5Ｈ４

名'
同
日

ｂ』
-０．５０，－

ｂ

4Ｃ２

~=ミー三i=ブ戸土器
-0.40ｍ‐且白'

SK6

シゼ重三雲≠犀 病づ
SＫｌＯ１

１黒褐色土粘性ややありしまりなＬ

炭化物少量黄灰色砂含む

２暗褐色土粘性強しまりなし

ＳＫ３９

，褐色砂しまり強粘性なし径１ｃｍ程の炭をまばらに含む

２暗褐色砂しまり強粘性ややあり径１ｃｍ程の炭をまばらに含む

３黒褐色砂しまり強粘性なし径１ｃｍ程の炭をまばらに含む

４ 明 褐 色 砂 し まり強粘性なし

５暗褐色砂２層に似るが、粘性なし

６明褐色砂しまりやや強く、粘性なし径３ｃｍ程の黒砂ブロックをまばらに含む

７褐色砂しまり強く粘性なし

８明褐色砂わずかに黒砂ブロックを含むしまり弱粘性なし

、 ２ｍ

SＫ３５

(Ｓ＝ｌ／４０）

5Ａ1４．１５

星〃

０．７０5Ａ２４．２５

日Ｌ

d,． 一
唖

‐
Ｌ

ｃｄ
－－０．４０ｍ

（ Ｑ

-0.40ｍ－

ﾄ』

-0.50ｍ二

SＫ３６ｈ3８１６

、iごヰデ

8５

､

４

SＫ１０４

１暗茶褐色士植物根多量腐植層

粘性弱しまりなし

２暗褐色士粘性強

SＫｌＯ２

１黒褐色士粘性なししまりあり

２褐色砂

３暗褐色砂

SＫ１０３

１暗褐色粘士粘性やや強しまりなし炭化物含む

２暗褐色粘土粘性強しまりなし炭化物含む

３暗褐色砂質士粘性なし

４暗黒褐色士粘性 な し
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４

●
●
●
●
●
●

■

１
２
２
５
１
１
５

×
×
×
×
×
×
×

20.0

16.5

17.5

36.5

13.0

15.5

74.8高

×
×
×
×
×
×
×

９３．０

９９．０

１０３．０

１１６．５

４５．５

４７．５

径60.0

柾目

柾目

板目

板目・割抜筒の一部

板目

板目

上記のほかに2枚残存

SE２

真

駈
死
死
閃
記
死
砺
写

560

561

562

⑪

３
４
５
６
へ

鎚
死
師
髄
③

板
板
板
板
桟
桟
桟
桟
桶

縦
縦
縦
縦
横
横
横
横
結

０
５
１
１
８
０
５
８

２
Ｌ
２
４
４
４
４
４

■
●
●
●
●

×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
０
５
０
０
４

２
０
７
７
６
６
６
２

３
２
１
７－局

×
×
×
×
×
×
×
×

５
０
５
０
０
０
０
０

●
●
●

●
●
●
●
●

８
７
７
０
１
９
８
６

５
４
４
８
８
７
７
６径

板目

板目

板目

上記のほかに50枚残存

板目

板目

板目

板目

25枚組・竹のたが4段・合印あり
SE３ 5６

５７

576

577

上部曲物

下部曲物

径６１

径6３

６×高1 3 . 2 以 上 × ０

４× 高23.4×１

８
０

SE４ 割抜筒

縦板

××４．５ 劣化著しい

8枚残存
SE５ 5７

５８

5９２．５９３

594

上部曲物

下部曲物

縦板

径57.2×高2 6 . 6 以 上 × ０ ． ９

径57.8× 高56.3×１．０

ヒノキ科（サワラ・アスナロ等）

スギ科スギ

上記のほかに2枚残存

済
済

SE６ 5９

５９

608

609

上部曲物

下部曲物

縦板・杭

0.6

0.7

×
×

５
４

３
０

４
３

－
局
一
局

×
×

55.4

47.0

径
径

スギ科スギ

スギ科スギ

上記のほかに2枚残存

済
済

SE７ ９
９
９
９

５
５
５
５

６１５

６１６

６１７

６１８

板
桟
桟
物
板

縦
横
横
曲
縦

42.0×４ ５ ． ０ × 3 . 0

8 5 . 0 ×７．０×4.3

80.5×６ ．８ ×５ ．０

径55.6×高 １７．６以上×１．２

上記のほかに１０枚残存
SE８ 6０

６０

623

624

上部曲物

下部曲物

縦板

径65.2×高4 2 . 6 以 上 × ０ ． ８

径62.8× 高48.4×０．８

スギ科スギ

スギ科スギ

上記のほかに27枚残存

済
済

SE９ 6０

６１

６１

628

635

636

上部曲物

下部曲物

板

径42.4× 高27.2×１．０

径66.2×高2 9 . 0 以 上 × １ ． ５

89.0× １４．５×１．０

SＥｌＯ 6２ 664 曲物 径56.1 × 高42.0× １．１

SＥｌｌ

２
２
２
２

６
６
６
６

678

679

680

681

上部曲物

下部曲物

板
板
板
板

縦
縦
縦
縦

８
８
Ｏ
８

Ｑ
２
４
Ｌ

×
×
×
×
×

以上高33.2

5.5

25.0

21.0

×
×
×
×
×

53.2

52.0

62.5

65.0

径

劣化著しい

上記のほかに11枚残存
SＥｌ２ ３

３
３
３
３
３
３
４

６
６
６
６
６
６
６
６

２
４
３
５
６
７
８
４

９
９
９
９
９
９
９
０

６
６
６
６
６
６
６
７

１
１
ｊ

外
中
内

く
く
く

物
物
物
桟
桟
桟
桟
敷
板
材

曲
曲
曲
横
横
横
横
折
縦
角

７
８
４
５
２
３
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
３
４
４
４
０

×
×
×
×
×
×
×
×

５
０
０
８
１
１
１
９

■
●
ゆ
■
●
●
■
●

０
９
７

５
１
２

－
局
一
局
一
局

５
６
５
５

1２

×
×
×
×
×
×
×
×

６
０
０
９
０
３
３
３

５
５
９
９
０
０
０
６

５
４
３
８
９
９
９
２

径
径
径

スギ科スギ

上記のほかに76枚残存

4本残存
SＥｌ３ 6４

６５

706

707

上部曲物

下部曲物

0.8

0.6

×
×

０
７

Ｌ
＆

５
４

－
局
一
局

×
×

55.8

50.0

径
径

SＥｌ４ ５
５
６
６
６
７
７
７
７

６
６
６
６
６
６
６
６
６

２
３
５
６
７
８
９
０
１

１
１
２
２
２
２
２
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７

枠
枠
枠
枠
枠
枠
枠

物
桟
抜
抜
抜
抜
抜
抜
抜

曲
横
剖
割
剖
剖
割
割
剖

３
８
５
６
８
３
１
４
０

５
７
８
８
８
８
７
７
９

径 高4７

４

５
３
１
０
６
４
６

２
４
６
２
２
２
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
９
６
５
７
５
０
４
７

０
３
４
５
５
４
４
２
４

×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
７
９
０
０
４
８
１
５

５
８
０
４
４
２
８
９
５

725～731の組み合わせで一組

斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉

SＥｌ５ 6８ 732 曲物 径7６ ０ × 高5０ ６×０ ７ スギ科スギ 斉
SＥｌ６ 6８

６８

739

740

上部曲物

下部曲物

３
７

５
４

径
径

２
７

５
３

一
局
一
局

×
×

２
０

９×０

０×０

５
５

スギ科スギ

スギ科スギ

済
済

SＥｌ７ ０
０
０
０
０
９
９

７
７
７
７
７
６
６

１
７
８
９
０
５

５
４
４
４
５
４

７
７
７
７
７
７
746

板
桟
桟
桟
桟

縦
横
横
横
横
上部曲物

下部曲物

縦板

８
６
４
２
０
８
０

●
●
●
●
●
●
■

２
５
５
５
７
０
１

×
×
×
×
×
×
×

１
４
９
７
５
２
５

８
６
５
６
５
４
２

２
５
４
－
局
一
局

×
×
×
×
×
×
×

０
０
５
２
６
０
４

●
●
●
●
●
●
●

９
１
０
５
０
６
６

５
８
８
７
８
６
５

径
径

柾目

上記のほかに19枚残存
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